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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　というわけで。

　地底世界クリュオを探さぐる彼らの旅は、いっこうに終わりが見えてこなかった。

　彼らというのは、地上からやってきた六人の冒ぼう険けん者のこと。

　真しん音おん魔ま術じゆつ師しの半はん妖よう精せいタリア。一いち人にん称しようは、なぜか『わたい』である。

　そのタリアを姫ひめだと言い張ってやまない、戦神ライリーの神しん官かん騎き士しイシュカ。

　精せい霊れい魔ま法ほうも使える熱血少年戦士ソアラは、妹ぶんと別れて、やや寂さびしそうだ。

　ソアラと長年の相棒、元傭よう兵へいの青年剣けん士しスランは、美女から逃にげるのに苦戦中。

　踊おどる吟ぎん遊ゆう詩人である、草原妖精のピコについては、あまり深く考えないほうがよろしい。

　どちらかといえば常識人の盗とう賊ぞく娘むすめウィブが、ある意味、彼らの最後の砦とりで。

　彼らをクリュオに連れこんだのは、大地の最深部に住む夜妖精と呼ばれる謎なぞの種族だ。

　大昔、魔ま法ほう使つかいたちが世界を支配していた頃ころ、信しん仰こうを貫つらぬくために人々が逃げこんだ、地底の大だい空くう洞どうがクリュオである。その名は、古代の言葉で、神しん殿でん、あるいは繭まゆという意味のどちらともとれる。

　それから数百年がすぎて、すっかり彼らの信仰がズレまくったところへ、地上からまぎれこんできたのが、この六人。地上の常識から、もともとズレていたせいか、妙みようにしっくりおさまっているような。

　地上への道を探すという目的も、忘れかけた頃にやってきたのが、大都市サミスーラ。

　この都市を揺ゆるがしたクーデター事件に巻きこまれ、というか飛びこんで、気がつけば彼らが、その首しゆ謀ぼう者しやをぶちのめしていた。

　ぶちのめしすぎて、事件の裏で糸を引いていた魔術師ラムソンが、二度とおしゃべりすることのない身になってしまったのは残念だった。ラムソン、自分が地上からやってきたとにおわせる言動をしていたのだ。

　だが、彼のことを調べるのは、いまさら難しいようである。

　いまのところまだ、六人は、サミスーラにいた。

　クーデターの鎮ちん圧あつに功績があったということで、ご褒ほう美びはそれなりに出たのだが、そのうちの一つが、クーダ神殿の蔵書庫をあさらせてもらえる、というものだった。

　その探たん索さくが、もう既すでに十日ほど続いている。

　長い。

　クーデターで瀕ひん死しの大おお怪け我がを負ったソアラが、参加できるようになったくらい長い。

　いや、ふつうは十日でそんな怪我から回復はしてこないもんだけども。

　なんだかんだ言っても、魔法ってすごい。

　それはともかく、一行が探しているのは、地上への道の手がかりである。

　知識の宝庫クーダ神殿。ここになら、その手がかりがあるだろうと、そういう推測をして、やってきたのだ。

　しかし、蔵書庫の探索は、まったくと言っていいほどはかどっていない。

　理由は二つある。

　まず一つ目は、何を探せばいいのか、わからなかったからだ。

　ここに地上への手がかりがあるというのも、しょせんは推測、いや、ただの期待にすぎなかった。なんという書物の、どこに、地上へ通じる道について記されていると、わかっていたわけではないのだ。

　そして二つ目の理由は、ここが実に広くて未整理でぶっそうだからだ。

　……理由は四つあるような気もしてきた。

　もうちょっと細かく説明しよう。

　まず、どのくらい広いかというと、タリアが長い黒くろ髪かみをふりみだしつつ、てちてちと走って、端はしから端までいきつくのに、朝食をとってから昼食をとるまでの時間がかかるだろうってほど広いのである。

　いや、タリアは、ほんのわずか走っただけで息を切らすので、あくまで足の速さからの推測なのだが。

　しかも、増築につぐ増築で、廊ろう下かはぐねぐねと曲がりくねっており、正直、どこが端なのだかはよくわからない。

　広いのは、人間がこの地底の空くう洞どう世界に足を踏ふみ入れてこのかたの、ありとあらゆるガラクタがほうりこまれているからだ。

　書物ばかりでなく、クリュオ中から、クーダ神官たちが集めてきた、本人にしか価値のわからないさまざまな品物がここに納められているのだ。

　ふつう、そういうものはガラクタと呼んだりするが。

　まあ、よい。たとえ、いかにその場所が広かろうと、いかに多くの物が納められていようと、きちんと整理されてさえいれば、どういうものを探そうかと見当をつけることもできる。

　整理されてさえいれば。

　さっきも言ったように、これが、まったく整理されていない。

　番号の一つさえつけられてないのだ。

『まず集めよ』

　と麗れい々れいしく書かれた額が、蔵書庫の入り口にはかけられていた。

　いつまで〝まず〟の部分を続けていかなければならないのか、いつから次の部分に進めばいいのか、誰だれもその決断をくだせないうちに、収集品はひたすら増えていったのであろう。で、それを貯ためこんでおくために次々と倉庫を建て増してゆき、この蔵書庫は、ほとんど迷めい路ろと化していた。

　いや、迷めい宮きゆうと呼ぶべきか。不必要に自分の収集物を重視した神官たちが、余計な罠わなをしかけていたりするのだ。これがつまり、蔵書庫がぶっそうになる理由である。

　かくして、蔵書庫のあちこちで、さまざまな悲鳴があがることになる。

　あげるのは、主にタリアだった。

「べたべたするよぉ」

　たとえば、不用意に書物を棚たなからひっぱりだすと、粘ねばつく液が頭上から噴ふん出しゆつしたりするのだ。この手の罠にタリアがひっかかるのは、探索中に三度めだった。最初は髪かみの毛にくっついたので、先せん端たんを指一関節分ほど切らなければならなくなり、大泣きであった。

　三度めとなると、少しは慣れているので、泣かないけども、ふてくされている。

「姫、動かないで。とれないから」

　盗賊として訓練をつんだこともあるウィブが、あまり器用そうでもない手つきで、丁てい寧ねいにはがしてゆく。髪の毛を切った時の大おお騒さわぎでこりているので、慎しん重ちようだ。

　しかし、粘ねん液えきが噴ふき出す罠をしかけた人物は、自分の収集物以外のものがこうむる迷めい惑わくについて考えたことがあったのだろうか。

「あっ、そこひっぱるなよ、イシュカ。いまのでくっついてるから……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ソアラくん。こう見えても、私はけっこう器用……あっ」

　隣となりにあった巻物が、音を立てて破れた。

　迷惑については考えなかったんだろうな、やっぱり。考えていれば、こんな罠をしかけるはずはない。

　──並の神経の持ち主であれば、だが。

　この蔵書庫がもはや『迷路』でなく『迷宮』化していると言われるほどぶっそうな理由は、もちろん罠ばかりではない。

「どうりゃあああ！」

　と、わめきつつ、イシュカが、大剣グレートソードをふりおろさなければならないような怪かい物ぶつ連中も出しゆつ没ぼつするからである。

　たとえば、ち～、ち～と鳴きながら耳の穴からもぐりこもうとしてくる虫だ。

　いや、そういう虫に対処するのには、大剣は不向きだと思うだろう。それはそうだが、役に立つ局面だってある。

　この虫は、頭の中身をかじりながら、おかしな言動をさせる。

　おかしな？　いや厳密には、ふだんと異なる言動、ってやつだ。

　仲間の言動に混乱させられ、罠や怪物によって死ぬと、虫はゆっくり全身を食べる。

　混乱させられる言動というのは、つまりこういうのだ。

「遠回りに思えるかもしれないけど、この雑然と積み上げられた資料を番号つけて整理するのが早道じゃないかな」

　これをピコが言ったので、イシュカは即そく座ざに大剣をふるった。

「おのれ、偽にせ者もの！　いつすり替かわった！」

　まあ、よけられたわけだけれども。

　ただ、狭せまいところでふりまわしたもんだから、近くにあった花か瓶びんにぶつかって、そいつが割れた。水が飛び散って、ピコはずぶ濡ぬれ。

　虫は湿しつ気けが嫌きらいだったので、急いでピコの頭の中から逃げ出した。

　彼は助かった。

　まあそんな感じの怪物も潜ひそんでいるのだ、この蔵書庫は。

　虫の後には、ウィブが、なめし革がわを綴とじた魔ま導どう書しよを手にしたら──魔術師であるタリアは目もくれなかった──ページとページのあいだから、影かげだか黒い革だかわからないものがするすると出てきて、彼女を巻き取った。

　その本を書いた魔術師の怨おん念ねんか何かが実体化したものだったようで、これには大剣が通じなかった。うっかりウィブまで斬きってしまっちゃ、えらいことだからだ。手でつかんではぎとろうとしたら、ウィブの服までむしってしまいかけた。エロい。

　大騒ぎである。

　その後に出てきたのは、蔵書庫の整理中に出口を見失ってしまった神官が、魔ま術じゆつ書しよから漏もれた魔ま力りよくにあてられて、死にアンぞこないデツドの怪物モンスターになったやつで。

　これこそ大剣が役に立つかと思ったら、斬っても斬っても動いていて、むしろ危険を増やしただけだった。しかも、ヴァルキリエに入れ知ぢ恵えされたソアラが、炎ほのおの精せい霊れいに破は片へんを焼いてくれと頼たのんで、さらにえらいことになった。蔵書庫だってことを忘れてたのである。

　急いで叩たたき消して、なんとか延えん焼しようは防いだけれども、危ないところだった。

　まあ、そんな調子であげていくと、きりがないほどの危機を乗り越こえ、というか踏み潰つぶし、いや身をかわしたり、気づかずに通り過ぎたりしつつ、蔵書庫をひっくり返して、冒険者たちは色々なものを見つけた。

　書物よりは、ガラクタのほうが多かったけれども。

　大昔、この地下空洞クリュオを発見した神官魔術師が使っていたという魔法の杖つえを飾かざっていた細工ものを作った職人が愛用していたノミを作ったのと同じ銘めい柄がらの彫ちよう刻こく刀とう。

　人のてのひらほどの大きさのダイヤモンドゴーレム。ただし、すぐに首が抜ぬけて動かなくなる。

　魔ま剣けんネマムーサ、にそっくりの木ぼつ剣けん。こちらは当然、抜けない。木剣だから。

　天下の珍ちん味み、ムーラ豆をすりつぶして搾しぼった汁しるを固めてから、じっくりと発はつ酵こうさせたもの。時を置くほど美味うまくなるという。さすがに置きすぎて、干ひからびていたが。

　干からびていたといえば、究極の美女として作られたホムンクルスも、保存用の馬の血液が乾かわききって粉に戻もどっていた。

　このあたりは、由来の書きつけが添そえられていたおかげで正体が判明したけれど、そういうのはごくごく一部だ。用よう途と不明、正体不明のしろものも、山ほどあった。

　にゃあにゃあと鳴き声をたてる黒曜石の蠅はえの置物。これがぶんぶんという羽音なら、まだわかりやすいというものだが、なぜ猫ねこの鳴き声なのか。

　どこともしれない、巨きよ大だいな石板の立ち並ぶ光景を、延々と映しだしている歪ゆがんだ平行四辺形の水すい晶しよう体たい。暗くら闇やみにおくと、ほのかに輝かがやく。

　もちろん、書物は数知れない。その多くは、誰もがまったく読めない言語で書かれていて、その上に、いたんで腐くさりかけているものが、ほとんど。少し触さわるだけでも、崩くずれさってしまいそうである。

　いや、崩れさってしまったものも多い。

　かろうじてイシュカの無骨な魔の手を、そしてピコの踊おどりを生きのび、なおかつ読みとける言葉で書かれていたものにも、しかし、地上への手がかりは見つからなかった。

　そこに書かれていたものは。

　花の蜜みつだけで生きてゆけるようになるという秘薬の製法を記した書物。作るには黄金を城一つ分ほど必要とする上に、飲むと知能が三歳時に戻る。

　関係をもった男性の、とある部分の外見的形状、および相手と自分の反応について、学問風の記述で克こく明めいに記録したある女性の日記。ウィブは、一行たりとも朗読しようとはしなかった。

　精霊使いの嫁よめをもらった戦士の母である盗賊が書き綴つづった、ただの愚ぐ痴ち。

　などなど、であった。

　もちろん、役に立つものだってないわけではなかった。見つけたことで、街の住人に感謝されたものだってある。

　しかし、地上への手がかりとなるものはいっこうに見つからず、かくして十日あまりが無む駄だにすぎさった。

　はじめのうちこそ、探検と発見を面おも白しろがっていられたが、どんな刺し激げきにだって、飽あきる時はやってくる。

　そして、その日。

　彼らは、怪物をかたづけ、どうやら落ち着ける一帯で、読書にはげんでいた。

「ああ、めんどくさい」

　と、タリアが十三回目の──ちなみにこの回数はこの日のものだけで、全日分を合わせれば百二十四回になる──叫さけびをあげて書物をほうりだしたのは、昼食時の少し前だった。

　ほうりだされた書物は地面に落ちると、ぱっくりと前後二つに分かれた。綴じ紐ひもが朽くちかかっていたのだろう。表紙には、歪んだ五ご芒ぼう星せいが描えがかれていて、古代の秘密言語で『いにしえの種族の秘密』と書かれている。

「お気持ちはわからぬでもないですが、姫ひめ」

　と、イシュカが声をあげた。いつものように生き真ま面じ目めな口調、そしてそれが似合う巨きよ体たい。

「よろしいですか。まず最初の首を刎はねなければ、ヒュドラは倒たおせぬとことわざにも申しますとおり」

　ヒュドラというのは、多数の首をもつ水みず蛇へび型の怪物の一種。

「ですから……、聞いておいでですか、姫？」

　もちろん聞いていないのだから、返事がかえってくるはずもない。

　いつの間にかタリアは、本ほん棚だなによりかかって、安らかな寝ね息いきをたてていた。

　こうしていると、並以上の美女である。妖よう精せいの血がなかば入っているせいもあって、華きや奢しやで、可か憐れんに見える。

　見えるだけだが。

「姫、しっかりしてください！」

　イシュカの大声にも、タリアは、まぶたをぴくつかせることすらしない。

「寝ねかせといたげなよ、イシュカ。あたしだって、いやになってるくらいだもん」

　その二人のかたわらで巻物を読みふけっていた女の子が、顔をあげて言った。茶色の髪に、太陽が照らす草原色の瞳ひとみをもった、活発そうな娘むすめである。彼女がウィブだ。

「休きゆう憩けいしよう、休憩」

　ウィブの向こう側で、所在なげに書物をめくっていた眉まゆが太い少年が、どたんと床ゆかにねそべって大きく伸のびをした。ソアラである。

「俺、こういう作業はむいてない気がする」

　ソアラが伸ばした手は、つみあげられた書物の下の部分に当たった。ぐらりと揺ゆれて、上に載のせられていた壺つぼが落ちる。

「あぶな……」

　ウィブの声が中断する。

　ひょいと手を伸ばして、壺とソアラの顔面を救ったのは、整った顔だちで、すらりとした長身の青年だった。

「おっと、すまねえな、スラン」

　下から見あげながら礼を言うソアラに、スランは黙だまってうなずいた。腕うでのたつ剣けん士しにふさわしい、しなやかな身のこなしである。

「ふんぎゃ」

　その時、突とつ如じよとして、巨大ガマがつぶされるような悲鳴が聞こえた。

「はっ！　姫！　いけません！」

　イシュカがあわてて突とつ進しんする。

「そのような下品な悲鳴、姫ともあろう方があげられるものでは」

　そこか、指し摘てきするところは？

　ともあれ、イシュカはすぐさまタリアのもとに駆かけつけた。

　半妖精の真しん音おん魔ま術じゆつ師しは、崩れた書物とガラクタにうずもれていた。細くて白い手足が、埃ほこりと塵ちりと、ゴミの山から突つきだされて、じたばたともがいている。

　集まった一同は、あわてて、タリアを掘ほりおこした。

　ソアラの倒した書物が、隣の彫ちよう像ぞうを傾かたむかせ、それが背後の戸と棚だなを動かし、その振しん動どうによって支えの木が折れて、載っかっていたものがどさどさとタリアの頭上に落ちてきたのである。

　重量物がまじっていなかったのが、不幸中の幸いだった。

　ようやく助けだされたタリアは、顔を真っ黒に汚よごしたまま、ぷっと頰ほおをふくらませた。

「帰る～、わたい、もう帰る～」

「わ、わかりました姫。どうぞ、今日はもうお休みください」

「そうじゃないもん。地上に帰るの！　なんとかして」

　タリアは、イシュカにぐいと顔を迫せまらせて言った。

「は、このイシュカ。我が身に代えましても、姫を地上に送り届けてみせます」

　イシュカの言葉は誠実に聞こえるけれど、事実による裏づけというものがまったくない。

「だからね、そのために手がかりを探してるんでしょー？　だからね？　がんばろうね？」

　ウィブは、子供に言い聞かせるように言った。

「我が慢まんして探さないと、いつまでも帰れないんだよ」

「ぶー」

　下くちびるを突きだしながらも、しぶしぶうなずくタリアの顔の汚れを、ウィブは丁てい寧ねいにぬぐってやった。

「わかった」

　タリアが、そう言ったとたんに。

　がつん。

　かなり、いい音がした。

　あやういところで釣つり合いをたもっていた、最後の一冊が、タリアの頭上に落ちてきたのだ。

　だろう、おそらく。

　そうとしか考えようがない。

　先刻までは、確かに棚たなの上にあったすべての物が落ちてきていたように思えたのだが。

　何も、そこにはなかったはずだとみんな思っていたのに。

　しかし、落ちてきた以上は、そこにあったのだろう。

　みんな、そう考えた。
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　丈じよう夫ぶな角に直ちよく撃げきされたタリアは、それどころではなかったので、考えてないが。

「やっぱりぃ。もう、やだぁぁ」

　頭にできたこぶ以上に、頰がまたもやふくれあがる。まだたれさがる兆候はない。丈夫なほっぺたである。

「ちょっと待って」

　何か言いかけたタリアを制して、ウィブが落ちてきた本に、手を伸ばした。

　そこにあったのは、大だい賢けん者じやラヴェンナライマナー著『神話的地理総覧』。地上世界なら、どこの魔ま法ほう学院、大学、探検家ギルド、共同住宅の大家さんのところにもあった書物である。

「なんでここに、この本があるの？」

　ウィブが呟つぶやく。

　これが書かれたのは、クリュオが地上との往来の手段を断たたれてからのはずなのだ。

　ウィブの独り言のような疑問に、スランはひょいと肩かたをすくめて、目をまず上に向けた。それがすうっとおりてきて、まわりを見回す。

「ああ、そっか。地上からここに来たのは、あたしたちだけじゃないもんねえ」

　ウィブは、クリュオに来たての頃ころ、親切にしてくれたゾウグ老人のことを思い出した。そして、〝将軍〟ことギスカールを操あやつって、地底世界に戦乱を起こそうとしていた、あのラムソン。どちらも、地上からやって来た人物だった。

　他ほかにもいるに違ちがいない、そんな人物がもちこんだものなのだろう。つまり、それは地上へとつながる道があることをしめしているはずなのだ。

　ウィブは、懐なつかしい思いで、その本を開いた。演芸団にいたころ、雑学を教えてくれたベーム老の、座右の書だった。

　自然と開いた場所に一枚の紙がはさまっていた。

「これ」

　ウィブは二つ折りにされたそれをつまみあげた。紙といっても、木々や草が極きよく端たんに乏とぼしいクリュオで一いつ般ぱん的な、獣じゆう皮ひ紙しである。

「なんだろ？」

　ウィブは、それを開いてみた。何か、複雑な文字が書かれていた。

「え～と、ですね」

　覗のぞきこんだイシュカが、眉の間にしわをよせた。

「読めるのか、イシュカ」

　ソアラの問いに、イシュカは首を左右に振ふった。

「いえ。まったく見たことのない文字だなあ、と思いまして」

「これはね……」

　タリアが口を出す。

「古代魔ま法ほう帝てい国こくの文字ね」

　ウィブに先に言われて、下した唇くちびるを嚙かむ。

「あ、ごめん、姫。読んで、読んで」

　ウィブは、急いで、そう言った。

「……難しいの」

　タリアは、ウィブをちらっと見た。

　古代魔法帝国の言葉は、真音魔術師なら、ほぼ必ず修めているといってよい。しかし、つねに完かん璧ぺきに読みこなせるわけではない。

　ウィブは、現代の言葉に訳しながら、声を出して読み始めた。

「……この書に記されたる、上なる土地は真実、この世にあるものなり。それを疑うならば、北の果て、輝かがやきに満ちたる地をたずねよ……だ……って」

　五人は顔を見あわせた。

「ふわあ～ぁ」

　大きなあくびが、蔵書庫に響ひびき渡わたった。

　書物につっぷして眠ねむっていたピコが、起きたのである。

　ピコは、くるりと顔をめぐらせると、なにやら深刻そうな表情の仲間たちを見つけた。

「あれ、どうしたの、暗い顔つきでさ？　まあ、あんまり考えないで、踊おどろうよ？」

　ピコは、リュートをかかげてみせた。

　五人は、一いつ斉せいにゆっくりと首を回して、ピコを見た。

「え、何がどうしたの？」

　ものごとに動じない──と表現していいのか──草原妖精も、思わず一歩あとずさった。

「あのさ」

　ウィブが言った。

「ひょっとして、これって、踊ってもいいんじゃないかって、思わない？」

　ソアラがきっぱりうなずいた。

「思う」

「ええーっ、いいの？　いまから止めたって遅おそいからね!?」

　ピコが、大きくリュートをかき鳴らす。

　五人は、一斉に歓かん声せいをあげた。

　だから、騒さわがしさにまぎれて、そっと蔵書庫を出てゆく人ひと影かげがあったことには、誰だれも気がついていなかった。
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　地底世界クリュオは、巨きよ大だいな地底湖によって、北部地方プラムダと南部地方ナバーンに分かたれている。

　古代魔法帝国カスフォールの時代が終わり、一度、すべての文明が崩ほう壊かいしたとき、二つの地方は互たがいをつなぐ絆きずなを失ったのだ。

　そして、長い年月が過ぎ。

　今、その地底湖を渡る船団があった。

　というと、ずいぶん大おお仰ぎように聞こえるが、まあ、だいたい、年に二、三度ほど船団が出るので、珍めずらしいというほどのものでもない。運んでくる商品に箔はくをつけるには、このくらいのはったりは必要なのである。

　とは言っても、乗りそこねれば三ヵ月や四ヵ月待たされるんだから、地上からの冒ぼう険けん者たちが、ちょうどこれを捕つかまえられたのは、幸運と呼んでよかった。

　やや、時間を遡さかのぼってみよう。

　例の紙切れを見つけてから、そこに記された〈輝きに満ちたる地〉の正体を知るのに、時間も、そして手間もかからなかった。

　いや、正確に言えば、少しはかかっているが。

　とりあえず、蔵書庫の書物に、〈輝きに満ちたる地〉のことは記されていなかった。

　しかし、蔵書庫を出た所で、一人の老人に出くわしたのが幸いだった。たまたま通りかかった神しん殿でん長のイルスカである。彼を捕まえて、タリアがいきなり訊たずねた。

「おじさん、おじさん。これ、これ」

　紙し片へんをにゅっとつきだされて、イルスカはのけぞった。老人とはいえ、腹筋、背筋ともに丈夫で、背中はまっすぐのびている。

「なんじゃ、いったい」

「いいから、書いてある言葉について解説して。なんでそうして欲しいかは聞かないで」

　こういうときに限って、タリアは素す早ばやい。まわりの者が止める暇ひまもなかった。暇があっても止めなかっただろうけども。

「いや、解説と言われてもだな。書いてある通りのことしか」

「いいから解説して」

　鍋なべの湯が冷めてしまうほどの時間がすぎた後、ようやく〈輝きに満ちたる地〉という地名について質問されているのだと、イルスカ老人は理解した。

　理解したなら、さすがクーダ神官は解説大好きである、タリアとのやりとりの疲つかれも見せず話しはじめた。

　後で聞いたところによると、彼には無む尽じん蔵ぞう体力というあだ名がある、らしい。

「ふむ。かの地について語るのであれば、そもそもクリュオ開かい闢びやくの伝説に遡らねばなるまい。よいか、そもそも──」

「それいらない」

　タリアは、イルスカの眼前でひらひらと片手をふって──たったそれだけで──黙だまらせた。

「あのね、わたいが聞きたいのは〈輝いてる土地〉の話なの。だから、それだけ話してね」

「違います、姫ひめ。〈輝きの満ちる地〉です」

　イシュカ、おまえも間ま違ちがえてる。〈輝きに満ちたる地〉だ。

「わかってるもん」

　タリアは、イシュカを一いつ蹴しゆうした──実際に蹴け飛とばしたのだ。比ひ喩ゆ表現だなどと、勘かん違ちがいしないように。

「しょうがないのう。ものごとは根本からの理解がないと……」

　イルスカ老は、まだしばらくあきらめなかった。さすがに、クーダ神殿の長おさをつとめる人物である。クーダの長は、およそ三日間にわたる蘊うん蓄ちく合戦で選ばれるのだ。どう戦うのかは、神殿の部外者にはまったく知られていない。ただ、前回の敗者は、心を壊こわしてしまい、いまだ神殿の地ち下か牢ろうにとじこめられているという。

　という薀蓄は横においといて。

「それはだな、北部地方の最さい北ほく端たんにあるという奇き怪かいな土地の名じゃぞ。よいか、まず、この名を南部に伝えたのは、探検家デルデセンだとされておるが、じつは、そこには隠かくされた悲劇があるのじゃ……」

「あんがと。みんな、じゃあ、北部にいけばいいみたいだよ」

　タリアは、イルスカに一言礼を言うと、すたすたと歩きだした。

　イルスカ老が声を失っている。

「姫、もうすこし、きちんとお礼をもうしあげませんと……」

　あわてて、あとを追いながら、イシュカが説教をする。だったら、自分がかわって礼を言えばいいようなものだが、彼の脳のう裏りには、ちらりともそんなことは思い浮うかばないらしい。ウィブも、イルスカが開いた口を閉じられないでいるうちに、ソアラの袖そでを引いて急いで立ち去った。もちろん、スランの姿は、もうそこいらあたりにはない。

　一人残っているピコとイルスカのあいだに、どんな会話が交かわされるのか、ウィブは知りたくもなかった。

　その夜、たまたまそのようすを見ていたクーダ神殿の若い神官が、どうすればイルスカの口を封ふうじられるのかと、タリアに教えを乞こいに来たりしたのだが、それは、まあどうでもいい。だいいち、教えられるような性質のものではない。これは天性の才能である。

　ま、そんなこともどうでもいいんだが。

　翌日、冒険者たちは港を訪ねた。

「これ、いかだっていうんじゃないの、イシュカ」

　思ったことは、口にせずにいられないタリアが、はじめてこの湖を往いき来する船を見た時、言った言葉がこれである。

　いかだ、という言葉の意味は分からないものの、タリアの口調でなんとなくバカにされてるんだなと思った港の人々が、険悪な視線を向けてきた。

　サミスーラは港街なんだが、やって来てからずっと騒ぎが続いていたので、おちついて港にやって来て、そこに舫もやわれているものをじっくり見たのは、その時がはじめてだった。

　船というよりは、シダを編んで作ったマットだ。厚みは人の背せ丈たけほどある。さらに、幅はばの広い葉をなにかの樹液で固めて、表面をおおってあるから、水がしみこんでくることはない。

「こちらの方々にとっては、こんな貧相なものでも立派に船あつかいなのですよ、姫」

　イシュカの言葉は、港の人々の視線をますます険悪なものにさせた。

　地底には樹木が、ほとんどない。だから、地上のような木製の船など、造れないのだ。湖によって、北部と南部が分断されている原因は、ここらあたりにもある。

「なかなか、よくはずんで面おも白しろそうじゃないさ」

　ピコは、この船が気にいったらしい。観点が多少間違っているようにも思えるが。

　ウィブたちは、いまさら周りの人々の視線など気にしても無む駄だだと知っているから、平然としていた。人間、どんな状じよう況きようにも、いつかは慣れるものである。

　港に並んでいた多くは、漁のための小型船で、人が三人ほど寝ねそべればいっぱいになるほどの大きさだ。

　しかし、いくつか家ほどの大きさの船があった。実際に、平らな船体の上に、小屋が造られている。それが、湖を横断する交易船だった。またの名を、倉庫船ともいう。

　地底の人々は、あまり命名に凝こらないのである。

　いくつかの船が、互いにつながりあって、湖をゆく。嵐あらしというものがまずおきない地底ならではの方法だろう。

　幸い、船団はすぐに出航する予定だった。本来なら、もう十日は前に港を出ているはずだったのだが、例の叛はん乱らん騒さわぎのおかげで、出航がのびていたのである。

　交こう渉しようは、順調かつ速すみやかとはとうてい言えなかったが、ともかくも北部地方までの便乗だけは、なんとか承知させることができた。

　かくして、冒険者たちは湖上にいる。

　広大な地底湖のこと、これを渡ろうとすれば一日や二日ではすまない。そのあいだ、快適にすごせるように、船にはさまざまな工く夫ふうがこらされていた。

　もっとも、それは、人が乗ることをもともと考えて造られた箇か所しよのことで、冒険者たちが乗せられているあたりは、そうもいかなかった。

　パルデスが破産したため、積荷が載のせられずに空いた場所に、彼ら彼女たちはいたのである。湿しつ気けこそ入ってこないものの、暗いし、狭せまいし、臭におうし、快適とはいえなかった。

　しかし、まあ、宿賃をけちった時とそれほど違ちがっているわけでもないし、野宿しなければならなかったときに比べれば屋根がある分まだましだと、そんな殊しゆ勝しような考えは抱いだくわけもないが、それでも、けっこうのんびりと、水上の旅を楽しんでいた。

　地底の湖には、ほとんど風が吹ふかない。どこからか流れこみ、そして流れだしてゆく流れはあるが、それもさほど速いものではない。船を進めるには、櫂かいを漕こぐしかないのである。

　先頭の船に、漕ぎ手が集められていた。船賃の足しにということで、冒険者たちからも、一人、漕ぎ手が出ている。

　今日も今日とて。

　朝が来る。

　来なくてどうする、という声もあろうが、ここは地底。本来なら、来なくて当たり前なのである。

　人間の営みとともに、朝が地底に導入されたのだ。

「それじゃあ、姫、洗ったものはきちんとたたんでおいてくださいね」

　いちはやく朝食を終えると、イシュカは、そう言って立ち上がった。足どりが、どうもあぶなっかしい。

「うん」

　タリアが返事をした。息を抜ぬきながら言うので、どうしても、ふん、と聞こえてしまう。

「姫、よろしくお願いしますよ」

「なんども言わなくてもわかってるよ」

　タリアは、こくこくとうなずいた。

　イシュカは、不安げな顔つきで、渡わたり板を、漕ぎ手船にむかって歩いていった。

　彼の不安が、足元に対するものなのか、それとも残してきた大量の洗せん濯たく物ものに対するものなのかは定さだかではない。

　イシュカがいなくなってから、しばらくして、船と船をつなぐ綱つなが、ぴんと張った。動きだしたのである。

　その頃ころには、他ほかのみなも朝食を終えている。ウィブは、まだ、少し、口をもぐもぐと動かしながら、ほっぺたにものをつめこんだままで立ち上がった。彼女は、食べるのがとても遅おそいのだ。

　船の上に、間に合わせに建てられた小屋の中に入る。シダの葉をくみあわせた、本当の間に合わせなのだが、雨風がほとんどなく、暑さ寒さもたかがしれている地底ならば、これで充じゆう分ぶんなのだ。

「ピコ、何か、食べられそう？」

「ミュー」

　寝こんでいる主人に代わって、ポコが返事をする。

　船ふな酔よいである。この、ほとんど揺ゆれない船で。

　ピコは、荷車だけではなく、船にも弱かったらしい。乗物酔よいというものは、揺れの激しさでかかるものではないのだろう。

　地上では、嵐にもまれる小こ舟ぶねの中で、一同を踊おどらせたこともあったのだ。

　アングラットの荷車の時、おなじように気分を悪くしていたタリアは、今回は、まるで平気そうでいる。

　サイコロでもふって酔うかどうかを決めているかのようであった。

　ウィブは、とりあえず、ピコの口に皿から直接スープを流しこんでやった。

「げほげほ」

　ときたま、むせたりするが、細かいことは気にしないで流しこむ。

　湖の上は平へい穏おんで、退たい屈くつだ。ピコの世話でも、やることがあるのはありがたい。

　他の者たちは、それぞれに好き勝手なことをしていた。

　スランは、釣つりざおを手に、船のへりに座を移した。彼は、このところすっかり船の飾かざり物と化している。何せ、この船団には若い女の子といえばウィブと、それからタリア──とにかく見た目と性格は若い──しかいない。もっとも、釣り糸を垂れながら、糸が引かれても、何の反応も見せないことも多かった。スランにも、色々と悩なやみはあるのだ。

　反対側のへりでは、ソアラが水の精せい霊れいを相手にキュルキュルと呟つぶやいていた。一度死にかけてからというもの、彼はますます元気になって、修しゆ行ぎようにうちこんでいる。この船に乗ってから、寝ているとき以外は、ずっと戦棍メイスをふりまわしているか、精霊使いの呪じゆ文もんの練習にはげんでいるのだ。

「ひ～め」

　ピコの世話を終えて、自分の食事もようやくすませたウィブは、ぼけっとあたりを眺ながめているタリアのかたわらに、腰こしをおろした。

　しばらく、黙って、湖面を見つめる。

　スランが、もの問いたげな視線を向けてくるのを、ウィブは追い払はらった。

「乙女おとめには、たまに感傷的な午後が必要なの」

　まだ朝だ、ウィブ。

　スランは、何も言わず、釣り針に餌えさをつけはじめた。もっとも、あまり魚がかかっているようすはない。なかなか、人間相手のようには、うまくいかないようである。

　それはともかく。

「今ごろ、マーニーちゃんとリィズ、どうしてるかな」

　ウィブは、話しかけているような、独り言のような調子でそう言った。

「そだね」

　二人は、サミスーラの街に残してきた友人のことを考えた。

　マーニーは、サミスーラよりさらに前、ホールドという街で知りあった、慈じ愛あいの女め神がみラーファの神官だ。一度は別れたのだが、スランを追いかけてきたのである。

「結局、スランってば、マーニーちゃんに何も言わなかったんだね」

　ウィブが、ぽつりと言う。所属するラーファの神しん殿でんで、マーニーが、色々と手続きに追われている隙すきを狙ねらうように、港を出てきたのだ。知ってさえいれば、彼女は必ずついてきただろうと、ウィブは思う。

「そだね」

　タリアも、言葉少なに返す。二人とも、すっかりマーニーとは親しくなっていた。

「やっぱり知らせてあげればよかったかなあ」

「かもね」

　タリアにそう言われ、しばらくしてウィブは首を左右にふった。

　スランとマーニーが互たがいにふさわしくないとは思わない。でも、やはり勝手に口をだすわけにはいかない。スランには、スランなりの思いがあるんだろうから。

　だけど……。

「別に、昔のことを気にする人じゃないよね。スランってさ」

「うん」

　ウィブは、マーニーの明るい笑い声と、甘える口調と、戦うときのきりりとした表情を思いだした。ウィブは、どのマーニーもずいぶんと好きになっていた自分を知って、少し驚おどろいた。

「一いち途ずよね。マーニーちゃん」

「うん」

　タリアが、ねじまき人形みたいにうなずく。

「スランもねえ、嫌きらってるわけじゃないと思うんだけどなぁ。きっかけが欲しいとか考えてたりは……しないよねえ」

　他のみんなが、どう思って口をださないのかは、ウィブにはわからないけれど。たぶん、ソアラとイシュカは気が回らないだけだろう。タリアとピコが、何を考えているのかわかるくらいなら、世の中苦労はない。

　マーニーのことも気になるが、もう一人の年下の友達もどうしていることだろうか。

「リィズは、幸せにやってるよね」

　ウィブが、来たほうを見ながら言うと、タリアが相あい槌づちを打った。

「そだね」

　リィズと旅したのは、ほんの数週間だったが、そのあいだ、ソアラとは本当の兄妹きようだいのようだった。ウィブだって、リィズのことは可愛かわいいと思っていたのだ。

「あのさあ、ソアラと喧けん嘩かして、部屋にとじこもっちゃったことあったでしょ。あの時、あたしだけリィズの面めん倒どうをみるために、宿に残ってたじゃない。あの時、とりとめなくいろんな話をしてたんだけど、なんかの拍ひよう子しに、あの子、ウィブさんじゃなくて、お姉ちゃんって呼んでくれたんだよね」

　ウィブは、少し、照れ臭くさそうな笑えみを浮うかべた。そのリィズも、今は、本当の母親であるミレニアと、サミスーラのラーファ神殿で暮らしているはずだ。

「ほんとに、幸せになってくれるといいな」

「ふん」

　ウィブは、水の精霊にまだ話しかけているソアラをそっと盗ぬすみ見た。

　背中の表情が、少し大人になったような気がする。

「ねえ、姫ひめ」

「ほえ？」

「あたしの言ってること、聞いてた？」

「ううん」

　ま、そんなことだろうとは思っていた。

「よかった」

　恥はずかしいことを言ってたような気がするので、ほっとするウィブだった。

　その横で、タリアも、もの思いにふけっていた。

『もういっぺん、会えるかなぁ』

　彼女より一足先に街を出て行った、ある三人組のことを考えて、タリアはほうっとため息をついた。そして、ごろんとねころがって、昼ひる寝ねをはじめた。ベッドの代わりは洗濯物の山だ。

　イシュカが帰る頃には、くしゃくしゃになっていた。

　全部やり直しである。水に不自由しないのだけが、彼の救いだった。
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　しかし、航海しているあいだずっと、こんな平穏な日々が続いていたわけではない。

　まあ、イシュカにとっては、タリアの従者でいるかぎり、平穏な日々は来ないような気もするが。

　たとえば、こんなこともあった。

「島クラゲ様が出たぞぉ」

　という叫さけびが、右みぎ端はしの船から聞こえてきたのは、湖に出て五日目のことだ。どたばたと、人が走り回る震しん動どうが、ウィブたちの船にも伝わってきた。

「ああん、失敗したぁ」

　よろけて膝ひざをついたタリアが大きな声で言った。

「やり直しだよぉ。ぐすぐす」

　彼女の周りには、大きな魔ま法ほう陣じんが描かかれている。使い魔の召しよう喚かんに挑ちよう戦せんしていたのである。

　使い魔というのは、真しん音おん魔ま術じゆつ師しが、そこいらの生き物を、自分の分身に仕立てあげたものだ。真音で言い聞かせて、生き物の心はともかく、体にそう思いこませてしまう。

　たとえ、口ではいやだいやだと言っても、体が魔術師の呼びかけに応こたえてしまうようになるのだ。いやがる猫ねこを水に飛びこませ、いやだいやだと言っても、もうこんなにびしょびしょにしてしまうこともできるわけだ。さらに、使い魔の目を通じてものを見たり、耳を通じて聞いたりもできる。彼らに私的生活というものは存在しない。

　考えてみれば、ひどい話である。

　タリアには、既すでにイシュカがいるじゃないか、という声もあったが、タリアはイシュカと一心同体の結びつきまで作るつもりは毛頭ない。

　ただし、役立つ物だけに、そう簡単に作れはせず、それなりの時間と物品が必要になる。

「うう、魔法陣を描くのに使う赤い粉、これだけしかなかったのに」

　途と中ちゆうで、少しでも失敗すれば、準備も物品も、全部無む駄だになってしまう。

「タリア、なにか出たらしいけど、見に行かないの？」

　すでに駆かけだしながら、ウィブが言った。

「行く」

　ほっぺたをふくらませながら、タリアは後を追いかけた。駄だ目めになったものに対する思いきりはいいほうだ。

「島クラゲ様じゃあ」

　船乗りたちが口々に叫んでいるのが何のことだかわからないままに、ウィブたちは、とりあえず駆けた。あんまり急いで走ると、船が揺れすぎるので、ところどころでよろよろとしたが、どうにか、声のあがった船までたどりついた。寝ねこんでいるピコと、漕こぎ手のイシュカはいない。四人きりである。

　別段、そこまで行かなくても見えるのだが、そこはそれ、珍めずらしいものには、少しでも近よりたいというのが冒ぼう険けん者の性さがである。危ない所に近よらない、などという性格であれば、こんなところにはそもそもいない。

　しかし、世の中、冒険者でなくとも、そんな人間は多いらしい。右端の船は、すでにかなり傾かたむいて、沈しずみかけている。

　その船から、およそ二百歩ほどはなれた湖面に、なかば透すきとおったばかでかい半球が浮かんでいた。綱つなで結び合わせた船団の幅はばと同じくらいの大きさだ。光の加減で見えたり見えなかったりする表面は、どうやらぶよぶよとうごめいているらしい。

　つまりは生き物だ。

「なんだろ？」

　と言ったウィブに、タリアがこう返した。

「島クラゲ様でしょ」

「知ってるの？　姫」

「みんな、そう呼んでるじゃない」

「ああ、うん。それは、そうなんだけどね……」

　毎度ながら、地底の人々は、見た物に見たままの名をつけるのが得意である。

「なるほど、島くらい大きなクラゲに似た生き物だから、島クラゲなのね」

「ウィブ、感心してる場合じゃないぞ」

　ソアラが言った。

「あいつ、こっちに向かってくるぜ」

「え？」

　ウィブは、もう一度、島クラゲを見直した。

　ざわざわざわ。周囲の水が波立っている。

　なるほど、移動していた。

「おじさん、おじさん」

　タリアは、すぐ横にいた船乗りの袖そでを引いた。船に乗ってから、顔見知りになった老人である。

「なんでい？」

「おじさん、逃にげなくていいの？」

「まにあわねぇよ」

　島クラゲの動きは、決して速くはないが、それ以上に船団の動きは遅おそい。だいいち、こちらは小回りがきかない。

「でも、このままだとぶつかっちゃうよ」

　ウィブも、その船乗りに言った。どんな結果がまっているのかはわからないが、あまりろくなことになりそうにはない。

「なあに、心配いらねえ。芸さえ見せれば、大だい丈じよう夫ぶだぁ」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか、ウィブには理解できなかった。

「何？」

　タリアが訊きき返した。

　どうやら、他ほかの皆みなにも理解できなかったらしい。

　訊き返そうとしたときに、不思議な歌声が聞こえてきた。

「ほうれ、はじまったぞ」

　右端の船に、ずらりと並んだ船乗りたちが、声をそろえて歌いはじめている。

　喉のどを低くふるわせる、独特の歌声だ。煙けむりでいぶしたような、しわがれた声が、いくつも重なりあって、独特の響ひびきをかもしだす──、ことだろう。音程さえ正しければ。

「……ピコの歌にちょっと似てるね」

　タリアの感想に、三人ともうなずいた。

「ピコちゅうたら、あの吟ぎん遊ゆう詩人の坊ぼう主ずかい？　はあ、本職なみかね、わしらの歌も」

　嬉うれしそうに笑うおじさんに、ウィブも作り笑いをかえした。なにせ、船ふな酔よいで、ピコはここに来てから一度も歌ったことがない。

「なあ、どうでもいいけど、なんで歌うと大丈夫なんだい？」

　ソアラが、訊たずねた。

「なんでと言われても困るがな。島クラゲ様は湖の守護神じゃ。芸を捧ささげるのんが昔からの決まりよ。そうしとけばお怒いかりを受けることはねぇのさ」

「ほんとかい？」

「わしを疑うのか」

　船乗りは気色ばんだ。

「そういうわけじゃないけどさ」

　ソアラは、首をかしげる。

「だって、全然、おとなしくなってないぜ」

　半はん透とう明めいの体を中心に、湖面が渦うず巻まきはじめている。なにやらうねくるものがあるのは、島クラゲの触しよく手しゆだろうか。

「こ、こりゃ、どうなっとるんじゃ」

　老船乗りは、うろたえて叫んだ。

　ウィブは、眉まゆをちょっとひそめて言った。

「ねぇ、歌ってる人たちって、いつもと同じ人なの？」

　口に出したくはないが、あの調子はずれでは……。

「ああ、この三、四回はずっとあの連中が歌っとる。その前は、色々と入れ替かわりでやっとったんだがな」

「なんだ、じゃあ、飽あきたんじゃないの？」

　タリアが言った。

　その頃ころには、歌い手たちも、効果がないことに気がついたらしく、歌をやめて、ざわめきはじめていた。

「なんてことじゃ」

　老船乗りの下した顎あごが、がくんと落ちた。

　ウィブたちのはるか背後の方向で、派手な水音がした。どうも、落ちた男の叫びには聞き覚えがあるが、ウィブは気にしないことにした。ぐずぐずするな、という叫びも聞こえる。船団の方向を変えるために、漕ぎ手たちが左ひだり端はしの船に移っているのだ。

　歌っていた者たちも移動をはじめていたが、あわてておしあいへしあいし、水に落ちる者が続出していた。

「こ、こりゃ、えらいことじゃ」

　老船乗りは、そればかりを繰くり返している。島クラゲは人が早足で歩くほどの速度で近づいてきていた。船のほうも動いているのだから、実際にはもっと速く移動しているのだろう。

「ぶつかったら、どうなるの？」

　タリアが訊ねた。

「どうすれば、いいんじゃあ」

　返事は、やはり、それである。

　しかし、これだけ慌あわてているところから見て、かなり大変なことになるのは間ま違ちがいない。

「おじさん、ほんとに芸をするとおとなしくなってたんだよね」

「ああ、そうじゃ。なのに……どうすればええんじゃ」

　ウィブの問いに、老船乗りはがくがくと首を上下にふった。

「理り屈くつはわかんねえけど、とりあえず信用しとこうぜ」

　ソアラが言い、スランが、軽くうなずいた。

「飽きたんなら目新しい別の芸をすれば？」

　そう言うタリアの横を、急ぎ足で船乗りの一人が逃げて行く。この船上で、どこに逃げようってんだか。

　彼は水に飛びこんだ。

　信じきって安心していた思いこみを一気にくつがえされると、人間はうろたえて簡単なことも思いつかなくなってしまうらしい。もっとも、それを批判するつもりは、ウィブたちにはない。そのおかげで、色々と得もしてきたから。

「どうしよ？　ピコを起こしてこようか？」

　すいすいと人の流れをかわしながら、ウィブは言った。三人が一いつ斉せいに首を左右にふる。

「ウィブ、お前だって、歌も唄えれば、楽器だってできるじゃないか」

　ソアラが指し摘てきする。

「え、それはまあそうだけど……」

　横笛なら、街頭で吹ふいて、銀貨を投げてもらえるくらいの腕うではある。これも、演芸団時代の練習の賜たま物ものだ。

　ちょっと照れつつ、ウィブは進み出る。

「でもさ、もう、歌ならなんだって飽きてるかもしれないよ」

　飽きるという心のありさまに詳くわしい、タリアが言う。

「じゃあ、他の芸をしなくちゃいけないのかな」

　ウィブは、軽かる業わざだって不得手ではない。不安定な船の上での歩行法を身につけるのも、彼女がいちばん早かった。

「と言われてもなあ。俺、芸なんてないぜ」

　誰だれが、お前に芸をしろと言ったか、ソアラ。

　そのソアラの肩かたを、ぽんぽんと叩たたいて前に進みでたのはスランだった。口もとに、かすかな笑えみが浮うかんでいる。

「いちば～ん」

　しかし、先せん陣じんを切って飛びだしたのは、もちろんタリアであった。もう誰も残っていない右みぎ端はしの船の真ん中に立つ。

「光芸、しまーす」

　意味もなく、大きく手をふり回す。はったりだ。

「ゼデック・ダール（雨よ、雲よ、風よ。ほらほらほら、嵐あらしなのよ。え？　そんなものが、どこにある。あるわよ、あるじゃない。ないというなら、証しよう拠こを見せてごらん。ほら見せられないでしょう。だから、雷かみなりさん、あなたもがんばらなくっちゃね。うるさいわねえ、たとえ、お日さまが照っていようと、月があろうと、天てん井じようの下だろうと、とにかく稲いな妻ずまはここに落ちるの。こら、そっちじゃない。わたいの杖つえの向いてる方が、下なのっ）」

　輝かがやく電光が、はるか頭上に向けてほとばしった。その源は、タリアの魔ま術じゆつ師しの杖だ。

　黄色い光が、天空を折れくねりながら飛んでいく。

　それだけで芸を名乗るか、タリアよ。

　暗くなる時間帯であれば、もっと美しく見えたかも知れないが、今は、発光苔ごけがいちばん元気になる真昼間だ。ほとんど見えない。

　だが、意外にタリアはくじけなかった。

「光芸、その二。いっくよー！　ネマ・ジュール！」

　まいどおなじみの光の矢が宙に飛ぶ。

　やっぱり、それだけであった。

　太陽が照らす地上の真昼でやるよりは目立っただろうが、物語詩に登場するような派手な視覚効果を伴ともなうものではないのだ。そもそも『真昼にかけた明かりの呪じゆ文もん』といえば、ぼーっとして目立たないという意味なのである。

　船乗りたちも、誰も足を止めず、視線すらも送らない。厳しい声でやりとりしている。

「おい、早くしろ！」

「しかし」

「綱つなだ、綱を切っちまえ」

「いや、つなぎかえるんだ」

　船乗りたちは、自分たちの仕事に、生きのびるための努力に忙いそがしかった。

「え～と」

　タリアは、杖をもった手をだらりとさげると、首をかしげた。

　島クラゲは近づいてくる。

「ええ～ん、どうして～。面おも白しろいのにぃ」

　タリアは、それ以外の芸を思いつかなかった。

「二番ソアラ。水芸やりまっす！」

　いやいやするように腰こしをひねっているタリアを押しのけて、ソアラが進みでた。

「キュリキュルル（水、ああ水、おお汝なんじ冷たきものよ、なんていう詩がありますけどね、いやあ、実際、水の冷たさほど気持ちいいものはありませんよ。ちょっとばかり、そいつを味わわせてもらうというわけには、まいりませんでしょうか？）」

　ソアラは、湖面から水の精せい霊れいをよびだし、その身にまとった。炎ほのおや暑さから身を守るのに役立つ精霊魔ま法ほうだ。水の精霊は、比ひ較かく的てきあつかいやすく親切で、この程度のおだてでも頼たのみを聞いてくれるのだ。

『すごいだわ、さすがだわ。至芸だわ』

　戦棍メイスに住みついている戦いくさ乙おと女めの精霊ヴァルキリエがわめきちらした。

　ちなみに、見た目は、水の膜まくが体にまといつくだけの、じつに地味な魔法である。

　島クラゲの動きは止まらない。

『このみごとな職人芸がわからないなんて、だめだわ！　あいつ、脳みそないんだわさ！』

　ない可能性は、非常に高い。

　ソアラは、さらに風の精霊に音を消させたり、闇やみの精霊をくるくると飛び回らせたりしてみた。闇の精霊は、さすがに少し目立ち、船乗りたちの手を止めさせたが、島クラゲはさっぱり止まらず、かえって逃にげられなくなっただけだった。

「う……、まずかったかな」

「すごい、ソアラ。反省してるの!?」

　ウィブが思わず声をあげた。

「はじめて聞いた……」

　彼女が聞いたのがはじめてというだけである。誤解しないように。ソアラだって、年に一、二度くらいは反省することもある。イシュカとは違ちがうのだ。

　そのソアラに代わって進みでたのはスランだった。

　どこから調達してきたのか、左手に、タマゴタケを三つほど持っている。握にぎり拳こぶしより少し大きいくらいの、鳥の卵にそっくりなキノコである。味はいい。南部の特産だ。そして、スランの右手には、細身の短たん剣けんがあった。

　スランは、タマゴタケをひょいと宙にほうりなげた。やや低め。頭より少し上くらいの高さだ。

　右手が閃ひらめく。

　一いつ瞬しゆんの後、短剣はきれいに三つのタマゴタケを串くし刺ざしにしていた。

「おお～」

　ソアラが拍はく手しゆする。

　スランは、すっと顔の前に立てた人差し指を、ゆっくり左右にふった。

　タマゴタケを一度抜ぬくと、スランはまたほうりなげた。今度はさっきより高い。

　そして右手は、長ちよう剣けんにのびた、ようだった。

　正確な動きは、誰にも見えなかった。

　スランが、腰を沈しずめ、片かた膝ひざをつくと同時に。

　タマゴタケが落ちた。

　どこにも変化は見当たらない。

　スランが、顔をうつむけたまま、ぱちりと指を鳴らした。

　三つのタマゴタケが、それぞれ縦に二つにわれて、六つになった。

「おお、すげえ」

　ソアラの声で、さらに縦に二つに割れて、十二個になった。

　そして、スランが無言のまま剣けんを鞘さやにおさめると、最後に横に二つに割れてずれ落ちた。

　これこそ、芸である。

　かすかに笑って、スランは顔をあげた。

　島クラゲは、わずか二十歩あまりの距きよ離りにまで近づいている。

　止まってないのであった。

「スラン、何してんの？」

　タリアが、容よう赦しやのない声をかける。

　スランの顔から笑みが消えた。いつもの表情に戻もどる。目の奥に、やるんじゃなかった、という光があった。

「お前～っ、売り物になぁにをするかぁ！」

　スランより頭一つ大きい親父おやじが彼の後頭部に思いきり殴なぐりかかったのは、その時だった。

　スランは、声も立てずに甲かん板ぱんにつっぷした。

「…………」

「売り物に傷をつけるとは！　おどれ、何を考えとるんじゃあ！」

「おっさん、おっさん。そんなことしてる場合じゃないぜ。早く逃げないと」

　その親父は、船に乗りこんでいた商人の一人だった。この状じよう況きようで、いったい、どうやってタマゴタケが持ちだされたことに気がついたのだか。

「見てぇ！」

　起きあがろうとしたスランと、蹴けりつけようとする商人と、それを止めようとしているソアラが、ウィブの叫さけび声を聞いて、頭上を見あげた。

　島クラゲの動きが、止まっていたのだ。

　そして。

「あ、あれ……」

　ウィブは、震ふるえる手で島クラゲの表面を指差した。

「ぶわははははははははははははははは」

「姫ひめ、その下品な笑い方はおやめください。そんな笑い方、いくらなんでも」

　船が逃げきれないなら、タリアを守らねばと、ようやく駆かけつけてきたイシュカが、涙なみだを浮かべて哀あい願がんした。

　タリアは、島クラゲの表面に浮かび上がった幻げん像ぞうを見てしまったのだ。

「おお、気に入られたんじゃ」

「姿を映しだすのは、芸が面白かった証拠なのじゃ」

　船乗りたちは、口々にそう言ってひざまずいた。

　ソアラも、スランも、啞あ然ぜんとして、島クラゲを見上げていた。

　そこには、大口をあけて、眉まゆを歪ゆがめた、蹴り倒たおされたその瞬しゆん間かんにおけるスランの顔が、本来の数十倍の大きさで映しだされていたのである。
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　確かに、これは芸だった。

　ここまで、あの端たん整せいな顔が崩くずれるとは、まさしく芸以外のなにものでもない。

　そして、その幻像をいくども繰くり返して映しだしつつ、湖面をあわだてながら、島クラゲは水中へと帰っていった。

「いやあ、お客人、みごとなものじゃ」

「おお、すごいわい。あんなあっさりと島クラゲ様がひきあげていくのは、はじめてじゃあ」

「あそこまで、くっきり映るとは、よほど気にいられたに違いないぞ」

　集まってきた船乗りたちが、口々にスランを誉ほめそやした。

　遥はるか彼方かなたの水面で、たがいちがいの高さで、別々の方向をさした眉が、ゆっくり没ぼつしていった。

　スランは、その後の数日間、割り当てられた船上の小屋から外に出なかった。
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　もちろん、島クラゲだけが、航海の途と中ちゆうにあらわれたわけではない。

　地底湖に住む怪かい物ぶつはほかにも多い。怪物以外の危険もある。北部と南部の交流が途と絶だえたのも無理はない。この地底湖を渡わたるのは、なまやさしいことではなかったのだ。

　そして、その危機のたびに活かつ躍やくしていた冒ぼう険けん者たちは、やがて船乗りたちから一目おかれるようになった。

　地上では絶ぜつ滅めつしたとされている首くび長なが竜りゆうや魚ぎよ竜りゆうが出現するのは、ほぼ毎日のことだった。

　これが、また、美味うまいのである。

　特に、たれをつけて焼くと絶品であった。

　水中からはいでてくる吸血海草にでくわしたりもした。

　こいつは、煮に付つけるとおいしかった。まず丁てい寧ねいに血ち抜ぬきをする必要はあるが、意外とさっぱりしており、舌の上でとろけるのだ。

　もっとも、出てくる怪物がみな食用になったわけではない。煮にても焼いても喰くえないやつのほうが多かったのである。

　当たり前だが。

　他ほかの危険といえば、雨である。

　雨といっても、このあたりのはずいぶん激しい。地底の雨は、地上からしみこんできた水が、ふりそそいでくるというしろものである。そして、時には、ある程度たまったものが、急に噴ふきだしてくる、逆間欠泉といってもいいものがあるわけだ。そういうものは、たいてい場所が決まっている。そして、それらは地底湖のあたりに集中しているのである、どういうわけか。

「ああやって、ふってきた水がたまって、こんな湖になったのかな」

　と、ウィブは言ったものだ。

　慧けい眼がんである。

　もちろん、ふってくる場所も時期もわかっているのだから、避さけて通るのは難しくない。

　しかし、時には新しい噴ふん出しゆつ口こうができることもある。

　そして、それを予想する手段はない。

　と、なれば。

　こんなことだっておきる。

　右前方の、かなり離はなれた場所で、轟ごう音おんとともに、岩が、そして大量の水が一気に雪崩なだれ落ちてきて、船乗りたちが口々に騒さわぐことも。

「雨だぁぁ！」

「雨だぁぁ」

「大雨だぞぅ」

　それは、島クラゲに出会ってから数日後。地底湖の旅も、なかば以上が終わったころのことだった。

「姫、そちら、もうよろしいんですか、まだ残ってますけど？　じゃあ、食しよく卓たくにならべてしまいますが」

「どしたの？　姫がつまみ食いしないなんて。珍めずらしいね」

「これ、あんまり、おいしくないよ」

　という、いつもどおりの食事前の会話が交かわされている夕暮れでもあった。

「雨？」

　叫びを聞いて、はじめウィブは天てん井じようを見上げたものだ。

　それから、あたりをぐるぐると見回して、ようやく船団をあわてさせているものに気がついた。

　雨どころの話ではない。逆間欠泉とか、滝たきとか、そんな風に呼んでも、まだ足りない。どうどうと音を立てて、莫ばく大だいな量の水が流れ落ちてくる。

　よほど長いこと、地中の隙すき間まに溜たまり続けていたのだろう。そして、ついに耐たえきれなくなった天井の岩が崩れたのだ。

「もし真下にいたなら、大変だったね」

　それは、幸い、かなり離れたところだった。しかし、ウィブの言葉に、スランは緊きん張ちようした表情で首を左右にふった。

「おや、味つけが間ま違ちがってましたか？」

　イシュカに言われて、スランは口からはみ出していた魚の切り身をぐいっと飲みこんだ。

「波がくるぞぉ」

　そりゃ、来る。あれほど大量の水と、それから岩までが、一気に落ちてきたのだ。湖面が静かなままだったら、それはよほど強力な魔ま法ほうか呪のろいがからんでいるに違いない。

「何かに、つかまれぇ」

　叫びが交わされる。

　まだ遠いうちは、それは白い線のようにも見えた。

　速い。見る見るうちに近づいてきた。

　崖がけだ。それも、頂上が雪に覆おおわれている、とてつもなく高い崖だ。それがのしかかってくる。

　ように見えた。

「あ、あそこ」

　船に自分をしばりつけながら──こんな造りだから、ひっくりかえりこそすれ沈まないだろうと判断した──ウィブが、波の頂点を指さして叫んだ。

「え、どこどこ」

「姫、危ないですからきょろきょろしないでください」

　イシュカがいさめようとするが、もちろん聞いてなどいない。

　スランが、くっと頭をつかんで、タリアの顔を、ウィブが指さした方角に向けてやる。

　波の頂点に、小さな影かげがあった。

「陶とう器き船ですよ」

　イシュカが言った。

　みんなの視線が集まる。

「なんですか」

　イシュカが問い返す。

　みんな、無言のまま、疑わしげな表情だけを作った。

「一いつ緒しよに漕こいでいる人に聞いたんですよ。北のほうでは、陶器で作った船を使っているんだそうです。本当ですってば」

　目に浮うかぶ疑いの色が、ますます濃こくなった。

「おそらく、同じようにまきこまれたのでしょう」

　イシュカの言うことにしては、すじが通っているのだが、なにせ、イシュカの言うことであった。

「本当です、このイシュカ、ライリーの神に誓ちかって」

　彼が誓いのために立ちあがろうとした瞬間。

　波が崩れて。

　どどうっと船に覆いかぶさってきた。

　ちなみに、残念ながら、イシュカも体を縛しばりつけていたので、立ちあがることはできないでいた。

　いや、残念だということはないが。

　その瞬間であった。

　彼らの眼前に、あの崩れきったスランの顔が大写しになったのは。

　島クラゲだ。

　半はん透とう明めいの巨きよ体たいが、ふたたび浮ふ上じようしてきたのである。

　やたらと柔やわらかいその身体からだが、ぐにゃりと広がって、船団をかばう。

　よほど、スランの顔が気にいったらしい。

　ひょっとすると性別は雌めすなのだろうか。

　怒ど濤とうがウィブたちを襲おそった。

　さっきまで、波の頂点にあった黒い影が、またたくまに大きくなってくる。それは巨きよ大だいな陶器の碗わんのようなものだった。形は長い楕だ円えん形で、ウィブたちが知っている地上の船に近い。

　そいつのへさきにあたる部分に、人ひと影かげがある。だが、それ以上見届けることはできなかった。

　轟とどろく波音が、鼓こ膜まくを破らんばかりに大きくなる。

　とっさにソアラが精せい霊れいに呼びかけた。

「キューッキュッキュッキュ（美しきかな風の方々。すばらしきかな水の方々。ああ、どちらが上とも判断できない。でも、風の中でなければ生きられない我が身の不運よ。それゆえに僕は風の精霊を選んでしまうのだろうか。ああ、水の中でも息ができれば。僕ばかりではなく、まわりの皆みなもきっと水の方々のすばらしさを選ぶだろうに）」

　水中で息ができるようになる、精霊魔ま法ほうだ。

　ソアラが呪じゆ文もんを呼びかけ終えるのとほぼ同時に、膨ぼう大だいな水がのしかかってきた。

　陶器船の影が、あやういところでウィブたちの乗った船の横をかすめていった。

「け～っ～ちゃ～くぅ～をぉ～、つぅ～けぇ～に～」

　すれちがう時、その陶器船に乗っていた男が、何か叫さけんだようだったが、聞き取れたのはかろうじて、それだけだった。

　そして、水の軍勢がその刃やいばをおさめたとき、船団の三分の一と、先ほどの陶器船の姿はどこにもなかった。

「…………」

　スランは、叫んでいた男の顎あごがえらく長かったような気がしたのだが、黙だまったままでいた。
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　一度は押し流されて離れ離れになった船団だったが、幸いなことに、そのほとんどとは、すぐにめぐりあうことができた。

　船団が、どうにか北部地方プラムダに到とう着ちやくできたのは、さらに一週間ほど後のことだった。

　ようやくのことで、冒ぼう険けん者たちは、北部地方への第一歩をしるしたのである。

「お買い物するの～」

　上陸早々、タリアは、魔法に必要な道具を買い集めに走って、ふたたび使い魔まの呼び出しを試みた。

　その結果、時間はかなりかかったものの、彼女は猫ねこを使い魔として洗脳……調教……改造……どう表現してもろくでもない印象にしかならんが、まあとにかく使い魔を得ることに成功した。使い魔にするついでに毛の色を紫むらさきに変えといた。しかしまあ、紫色って。まともな猫じゃありませんと断言しているような毛色である。

　タリアはその猫をエムと名づけた。

　どういう意味かは本人にしかわからないが、特定の単語の頭かしら文も字じではないらしい。

　こうしてタリアが儀ぎ式しきにはげんでいるあいだ、他の面々は〈輝かがやきに満ちたる地〉の手がかりを探さぐろうと苦労を……していなかった。

　北部地方の人々なら、誰だれだって、知っていたからである。

　通つう称しよう〈輝き〉は、北部地方の者なら、誰でも一生に一度はおとずれる名所なのだという。

　立派な街かい道どうが、そこに向かって通じていて、道に迷うどころではないらしい。

　実際、その通りだった。

　およそ二ヵ月あまりの旅が続いた。

　途と中ちゆう、陶器船の故郷に立ちよったり、ちょっとした事件に巻きこまれたり、夫ふう婦ふ喧げん嘩かの仲ちゆう裁さいをさせられたりしながらだったが、おおむね、南部の時より、ずいぶんと気楽で平へい穏おんな旅だった。みんな、もうすっかり調子を取り戻もどしている。たまに、ソアラが、幼い女の子をじっと見つめて、いらぬ警けい戒かい心しんを引き起こしたりすることはあったが。

　なので、省略する。

　北へ向かう旅が終わった日まで、ばーっと一気に時間を飛ばしてしまおう。

　冒険者たちが、ある峠とうげの頂上に達して、唐とう突とつに、クリュオ北ほく端たん地方の風景が一望できた、その日まで、だ。

　峠には、シダ茶などを供する店がいくつもあった。まわりは整備され、椅い子すもあって、風景の見物人で栄さかえていることがうかがわれた。

「お客さんたち、どっから来なすったかの」

　一いつ軒けんの店先に腰こしをおろしたウィブたちに、茶を運んできたおばさんが話しかけてきた。

「は、旅のものです」

　イシュカが答えた。もちろん、そんなことは誰にだってわかる。

「ねえ、おばちゃん。あの白いのは何？」

　また、ややこしい言い訳をしなくてはならなくなる前にと、ウィブは話題を変えた。

　彼女が指さした方角には、クリュオ北端の岩がん壁ぺきがあった。天井のかなり広い範はん囲いが、白く輝いている。

　そしてもう一つ、ウィブたちの目を引いたものがある。

　その光る天井の真下には、確かに緑が広がっていたのだ。木々の緑が。

　店のおばさんは、ウィブが指さす先を見つめて言った。

「あれは、壁かべじゃいな」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「上のほうは？」

　ウィブの言葉に、おばさんは、ああわかった、という風にうなずいた。

「天てん井じようじゃあ」

「そうじゃなくってさ」

　ソアラが割りこむ。

　彼が続きを言う前に、おばさんは、ケケケケと笑った。

「わかっとるよぉ。お客さんたち、ここは初めてじゃろ？　初めて見た人は、たいがい、驚おどろいて訊きいてくるんじゃあ」

「おばさん、趣しゆ味みが悪いね」

　タリアが言うと、イシュカの肩かたの上にいる紫色の猫がにゃあと鳴いた。使い魔のエムである。葡ぶ萄どう酒色のタリアの瞳ひとみより、やや青みが強いくらいの紫色だ。額と尻尾しつぽの先にほんの少しだけ白いところがある。

「エム、おいで」

　タリアが呼びかけると、エムは喉のどを鳴らしてイシュカの肩から飛びおり、彼女の膝ひざに駆かけあがった。目立つ配色である。彼女も、人の趣味をどうこういえるほどの趣味でも、性格でもないんではなかろうか。

　それはともかく、おばさんは、いままでトンチンカンなことを言っていたのがわざとだとはっきりわかる、けろっとした顔で教えてくれた。

「あそこが〈輝きの地〉じゃよぉ」

　地元の人々は適当に省略して呼んでいるらしい。

「光る苔こけが、たくさん集まってるのかな？」

「いやいやいや」

　ウィブの言葉に対して、おばさんが手を左右にふる。

　その動作にかぶせるように、ソアラが言った。

「違ちがうだろ？　光の感じが、天井の柔らかい感じとは違ってる。……なんだろう？」

　おばさんが、今度はボケずに答えを言った。

「知らないのも無理はないねえ。あれは氷ってもんだよぉ。水を固めたもんさ。あそこんとこの天井は氷でできてるんだ」

「へえ、光る氷なんて、あったんだねえ？」

　ピコが言うと、おばさんは、またケケケと笑った。

「氷が光っとるわけではねぇよ。ずっと奥のほうに光るものがあるんだってぇ、話だ」

「はたして、その正体は？」

　演芸団にいた頃ころの前口上みたいな調子で言ったウィブに向けて、おばさんはうんうんとうなずき、それから首を左右にふった。

　右に左に、上に下に、軽快に動く首である。

「おばさん、目を回さないでね」

　タリアが余計な気をつかうほどであった。

「光の正体は、誰も知らねえなあ」

「しかし、そんなものが上にあっては、冷たくて暮らしにくいでしょう」

　珍めずらしくイシュカが、想像力を働かせたようなことを言う。

「冷たくなんかねぇよ、触さわっても岩と同じようなもんだ」

「なんだか、行ったことあるみたいな言い方だね？」

　ウィブの問いに、おばさんは軽快にうなずいた。

「もちろんだあ。何度でも行ってらぁ」

「ほう、登れるのですか？」

　イシュカが、再度口を開いた。

「ああ、そりゃあね。あんたらは、占うらないの客ではないのけえ？」

　おばさんは、真ま面じ目めな顔で首をかしげた。

「占い？　そういうのがあるのかい？」

　ピコが身を乗り出した。なんであろうと面おも白しろそうなものには近づかずにいられないのが草原妖よう精せいである。その習性さえなければ、草原妖精の人口はいまの十倍にはなっていただろう。

　目を輝かせるピコに向かって、おばさんは言った。

「アイス・ウォーカーの占いつうたら、有名じゃに。まさか知らんひとがおるとはのう」

「アイス……、何？」

「ウォーカーじゃよ」

「ああ、あれね。ちょっとうまく聞き取れなくて」

　ルーフ・ウォーカーの親しん戚せき筋だろうと見当はついたので、ウィブは納なつ得とくしたふりをした。

「アイス・ウォーカーはわかるけど、占いのことは知らねえのかね？」

「いやあ、田舎いなか者なもんで」

　ソアラが、いつもの言い訳をする。目のすみにずっと彼を留めていたウィブは、またそれかと苦く笑しようしながら、少しほっとしていた。すっかりいつも通りに戻ったなと思って。

　ウィブは苦笑いだけれど、タリアは不ふ機き嫌げんそうだ。

「わたい、田舎者じゃないもん」

　彼女は、いつものように口の中で呟つぶやいた。なにか、田舎者という言葉によほどいやな思い出でもあるのかもしれない。

　茶店のおばさんは、タリアの言葉は聞こえなかったようで、ソアラとウィブに向かって、あらためてこう訊たずねてきた。

「それじゃあ、寒さ知らずの森にでも見物に行くのかい？」

「寒さ知らずの森ってなあに？　ここって、どこでも寒くないじゃない？」

　間に割りこんで、タリアが問い返した。

　よくまあ『寒さ』なんて言葉が残ってたもんだと感心するくらいに、クリュオはどこへいっても気温の差がない。水に濡ぬれたりすれば、寒さを感じることはあるし、さらに深い洞どう窟くつに入れば冷え冷えしてくるが。

「そんなことも知らないのかい」

「うん、知らないの」

　見み栄えをはらないのが、タリアの長所だ。ときどき、短所にもなるが。

　今日はいいほうに働いた。おばさんが、丁てい寧ねいに説明してくれる。

「あそこんとこに、あるじゃろ、緑色のがさ。あれはキノコでもシダでものうてな。『樹き』っちゅうて、ここらあたりにしか生えん珍しいもんででけた森なんじゃ。あのへんは、とにかく暑くての、水浴びしても平気なくらいじゃ」

　寒くはないが暑くもならないクリュオでは、楽しみのための泳ぎは、あまり行われない。

「そうかっ、そういうことなんだ！」

　ソアラが、突とつ然ぜん、ぱんと膝を叩たたいた。イシュカなみの大声に、おばさんが腰を抜ぬかしそうになる。

「ちょっと、どうしたの、ソアラ？」

　ウィブは、眉まゆをひそめた。落ちこんでいた時の、情じよう緒ちよ不安定な彼を思い出して、不安になる。

「あ……、いや……なんでもないよ」

「まったくもう、年寄りを驚かせてからに……」

　おばさんは、ぶつぶつと文句を呟いた。

「あ、注文まだだった。俺、クズロの団子ね」

「へいへい」

　ソアラは、北部地方に来て覚えた名物料理を注文した。わりと高いものなので、おばさんの機き嫌げんがよくなる。

「あ、わたいも、お団子食べる」

「姫ひめ、ですから、わたしとおっしゃってください」

「それからね、それからね、わたいは焼きルプアもね。あ、クレパシリもおいしいかなぁ。ウィブ、どっちか半分食べない？」

「おいらが食べてやるよ」

「人の食べさしをもらおうなんて、ピコは下品だね」

「タリアが半分食べろって言ったのにー」

　あげようかと思う相手もいれば、余ってても渡わたしたくない気分のこともある。そのへんも、おのれにのみ忠実なタリアであった。

　一通りの注文をとると、おばさんは奥へ引っこんだ。まだ喋しやべりたりなそうだったけど。

「それでだな」

　おばさんがいなくなったのを確かめると、ソアラは囁ささやき声で言った。スランが、〈輝かがやきに満ちたる地〉を指さす。さっきの大声は、あれについて何か思い出したんだな、という意味だ。

「うん、あれはさ、地上の太陽の光が氷を通してさしてきてるんじゃないかと思うんだ。きっと、あれ、地上の氷海の底かなにかなんだぜ」

「なるほど、ソアラ、えらい」

　ウィブが、指先で小さく拍はく手しゆした。スランも納得の表情だ。

「でも、どうして、氷が溶とけないんでしょうか。上のほうが寒いだけで、こちらはこの暖かさですし」

　イシュカが、どうしてもわからないという表情で、わかりきった疑問を口にする。

「よくわかんないけど、古代の魔ま法ほうかなにかじゃないかな？」

　ウィブが、適当な思いつきで言った。

「そうよ、魔法は偉えらいのよ」

　タリアが胸をはると、エムがふみゃあと鳴いた。

　もちろん、魔法は偉い大だいな存在である。

　そして偉いのはそれを作りだした先人であって、タリアではない。

　今のところは。

　どんな人物にだって、可能性というものは残されている。

　おばさんが運んできた団子を、無む邪じや気きそうにぱくついているタリアを見て、どの程度の秘ひめられた可能性を感じるかは、その人物次し第だいだけど。
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　峠とうげをくだれば、タンターフェという街があると教えられて、ウィブたちは山道をおりていった。

　道を行く人は、のぼりおりともに、少なくない。

　タンターフェという街は、〈輝きに満ちたる地〉への入り口にあたる街なのだそうである。ほとんどの街かい道どうは、一度ここに集まり、そして分かれてゆくのだそうだ。

　ふもとへおりる道は広く、石いし畳だたみが敷しき詰つめてある。茶店のおばさんの話では、タンターフェの商人たちが金を出しあって整備したものだという。

　楽器を背負った芸人や、旅の小売商、巡じゆん礼れいや、物見遊ゆ山さんらしい人など、さまざまな人が往き来していた。アングラットに引かせた荷車もあれば、騎き鳥ちように乗った鎧よろい姿の男もいる。

「いいねえ、ここはにぎやかだねえ」

　ポコにまたがって、ピコは言った。ポコは、ここ二ヵ月でよく育ち、まだ大人のアングラットには及およばないものの、ピコを背中に乗せるには充じゆう分ぶんな程度にまで大きくなっていた。

「別に踊おどりたがってる人はいないわよ」

　ウィブは、先手をとって言った。

「そうかなあ、これだけたくさん人がいれば、一人や二人はいるよ、きっと」

　昨夜ゆうべ泊とまった宿でも、ピコは食事代を稼かせぐと称しようして、騒さわぎをひきおこしたばかりだった。確かに、路銀はそろそろ不安になりかかっていたのだが。

　リュートにのびようとした手を、スランがすっと握にぎって止める。

　ピコと目があった。ピコは、健康そのものの歯を見せて、にぃ～っと笑った。スランも、歯をきらきら光らせて笑う。

　スランの手が、ピコの手をポコの背中に戻もどした。

　その時である。

「すいません」

　と、声がかけられた。道の反対側からだ。声の主は、若者でもなく年寄りでもない男だった。それまで話しかけていた相手に挨あい拶さつすると、道を横切って小走りに駆かけてくる。挨拶されたほうは、さっさと立ち去ってしまった。

　ウィブたちは、いったいなんだろう、と足を止めた。

　近づいてきた男は、ウィブたちのところにやってくると、こう言った。

「ちょっと、あなたのために祈いのらせていただいてよろしいですか」

「私、ライリーの神官ですからけっこうです」

　前に押しでてきたイシュカの巨きよ体たいに、声をかけてきた男は、たじたじと後ろにさがった。

　男は、灰色の質素な服を身につけているだけだ。胸に、蝙蝠こうもりの翼つばさをかたどったような印をさげている。

　そういえば、ここ二ヵ月くらい、街道のあちこちで、こんな人を見かけたよね、とウィブは思った。なにか流行の衣い裳しようなのかしら。

　ウィブが考えているうちに、タリアが、イシュカの脇わきの下からひょいと顔をのぞかせた。

「おじさん、誰だれ？」

　わりとぎりぎりの感じなので、おじさんじゃない、と言い返されても不思議はなかったが、男は反論しなかった。淡たん々たんと自分の素す性じようをこう語った。

「わたくしは、偉大なる神に仕えるものです」

「私も、偉大な神に仕えております」

　イシュカは重ねてそう言った。もう、ライリーの神官だと名乗っているのだから、相手だってわかってるだろうにと、ウィブは思った。

「はあ、しかし、仕えるべき神は唯ゆい一いつ、我が神です」

　男の言葉に、イシュカはむっとした顔を見せた。確か、至高神フォレスの異い端たん派にそういう唯一神教ってのがあったな、とウィブは思った。でも、それじゃなさそうだ。

「して、どちらの神の司祭でいらっしゃるのですかな」

「聖印でわからないの、イシュカ？」

「はい、姫。見たことのないものです。不勉強でもうしわけございません」

　正直なところではよく似た主従である。

「わたくしは、いまだ生まれぬ神に仕えるものです」

　男は大きく胸をそらし、胸にさげた聖印が目立つようにして、尊大な口調で言った。

「何か、お悩なやみのことはありませんか？　我らが偉大なる教祖様にすがれば、全すべての悩みは消え去りますぞ」

「べつに悩みなんてないよ」

　タリアが言った。確かに、今の姫には悩みがないだろうとウィブは思った。嫌きらいなものが食しよく卓たくに出てきたときとか、好きなものがたくさん出てきすぎた時なら話は別だが。

「いや、そんなことはありますまい。世の中に悩みのないかたなどいらっしゃいません」

「いや、それが世の中は広くてさ、おじさん。誰か、悩んでる？」

　ウィブが言うと、間かん髪はつをいれずに、真ま面じ目めな顔つきのイシュカとにこにこ笑っているピコが首を左右にふった。

　イシュカ、タリアの件は悩んでないのか。

　スランが、くいっと眉をあげ、ピコから注意をそらした。

「おじさん、おじさん。神様なんかに頼たよらなくても、踊れば全部忘れられちゃうよ」

　ピコがリュートを素す早ばやくとりだした。ほとんど神かみ業わざである。

「しかし、怪け我がや病いは踊りでは治りますまい」

　男は、なんら戸と惑まどうことなく言った。

「治るよ～。まずは試ためしてみない？」

　ピコの言葉にはなんの根こん拠きよもない。

　リュートに伸のびた手を押さえつけながら、イシュカが怒ど鳴なりつけるように言った。

「踊り以上に、きみの祈りは必要ない！　ライリー神は、勇気ばかりではなく導きと癒いやしを与あたえてくださる。神を信じる者の勝利のために！」

「しかし、それもかなりの鍛たん錬れんが必要でしょう。あなたは魔法を使えるようになるまで、たいそう努力をされたはずだ」

「え、うそ」

　と、タリアが目を丸くした。

「姫、ほんとにそうなんだよ。そりゃ、イシュカを見てると、そうは思えないだろうけどさ」

　ウィブが、傷口をますます広げるような言葉を口にする。

　タリアの感想には反応をしめさず、男は勝手に言葉を連ねた。

「それに、神が人に与える力など、たかが知れておりましょうに」

「神の偉大さをばかになさるのか」

　イシュカの声に、男は大きくのけぞってみせた。もしかすると、吐はいた息に押されて、本当にのけぞったのかもしれない。

「神は偉大です。しかし、どうせならみずからがその偉大さを身につけたいと思いませんか？」

　男は、いきなり豪ごう快かいな質問をかましてきた。

「別に」

　タリアは、あっさりと否定した。しかし、男は、タリアとピコとイシュカにはかまわず、残る三人をじっと見つめて、言葉を重ねた。

「これから生まれる神、バドネス様の御み教おしえに従えば、あなたも神になれるのです。仕えるべきは自分自身のみ。人は、神になるために生まれてきた種族なのですから。あなたもわたくしもバドネスになれるのです」

　スランとソアラは顔を見あわせた。

「バドネスの導きに従えば、あらゆる悩みはすぐさま消え去りますぞ」

　男の声は、ますます大きくなっていく。

　まわりを通り過ぎる人々が、色々な視線をなげかけていく。露ろ骨こつに嫌けん悪おの視線を向けるものもいれば、興味深そうにしばらく足を止める人や、なんだかしらないがにやにや笑っていたり、片方の眉まゆをつりあげたり、ごんごんと額をなぐりつける人もいた。

　往来の真ん中で大声をはりあげるバドネス信者の男と、彼のまわりにいる冒ぼう険けん者たちは、注目の的だ。

「これ以上、話を聞いてもしょうがないからもう行こうよ。さいなら、おじさん」

　ウィブが言った。

「待ってください」

　バドネス信者の男がひき止める。

「ここからしばらく行ったところで、教祖様の講演が行われるのです。わたくしの話に納なつ得とくできなくとも、教祖様のお言葉には耳を傾かたむける価値があります」

「教祖様って、どんな人なの？」

　タリアが訊きいた。バドネス信者の男は彼女を見ずに、ウィブやソアラを見て言った。

「すばらしい方です」

「その人、若い？　いい男？」

　まずそこが知りたいウィブである。

「教祖様は、美び醜しゆうや年ねん齢れいなど超ちよう越えつなさった御お方かたです」

「なんだ、つまんない」

　見切った、という調子のウィブの隣となりで、タリアが言ってはいけないことを口にする。

「要するに、そういうことが自じ慢まんできないから、無視しようとしてるのね」

「素す直なおに、それは駄だ目めだけど、他ほかにもっといいところがあるからって、言えばいいのにね」

「どーでもいいや。もう行こうぜ。どこ行くんだっけ？」

　ソアラは、くるりと男に背を向けた。

「お待ちなさい、あなたは神になりたくありませんか」

　ソアラは、そのままくるりと一回転して、どんと拳こぶしをつきだした。

「いつだって、正義はぁ、勝つ！」

　意味はよくわからないが、気き迫はくだけは充分だった。

　またくるりと背を向ける。

　戦棍メイスのヴァルキリエがぶつぶつ言ったが、バドネス信者の男に、精せい霊れいの言葉がわからないのは幸いだった。ヴァルキリエの悪口雑言を聞いて平気でいられる人間は少ない。

「おじさん、おじさん」

　茫ぼう然ぜんと立ちすくむバドネス信者のすそを、ピコが引いた。

「あ？」

　我に返る。

「ポコも神様になれるのかい？」

　指さされたポコがアングラットとわかって、バドネス信者は言った。

「ばかなこと言うのではない。子供よ。そのようなものは、神にはなれぬ。人間だけが選ばれたものなのだ」

　ピコは、珍めずらしく険のある目つきになった。

「じゃあ、シェレラはぁ？」

　タリアが、口をつきだして言った。

「あのような異い形ぎようのやからが神になどなれようか。人間以外のものは、神となるべき我が種族に仕えるために生まれてきたもの。利用するのはかまわぬが、決して我らと並びはせん」

「ひどいなあ。あの人たちに助けられたのに」

　タリアは、シェレラのために、けっこう本気で怒おこっていた。もっとも、自分も人間以外の範はん疇ちゆうにはいることは忘れているらしい。

「わたくしは、あのような異形のものに救われたことなどない」

　バドネス信者の男も、ついに丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいが続かなくなっていた。

「もちろん、おじさんは助けてないよ。おじさんの話じゃなく、わたいの話をしてるの。わたいが助けてもらったんだよ。わからない人ねぇ。頭、悪いの？」

「だっ、そうでなくて、だっ」

　バドネス信者の男は、言葉につまっている。反論できないのではなくて、反論するべきことが多すぎるのだろう。

　男は、三度ほど深呼吸すると、ようやく怒いかりの表情を浮うかべた。

「よいか、そんなことを言っていると、いずれ人間が神となったおり、お前たちも、役に立たぬやからとともに、地じ獄ごくに落とされるか、あるいは神となった我に、未み来らい永えい劫ごう、仕えるしかなくなるのだぞ」

　バドネス信者の男は、嚇おどかすように大きく上に向かって手を伸ばした。そこに何だか、危ない気配を感じて、スランはひょいと長い足をのばし、男の足を払はらった。

「ぶっ」

　男が地面に倒たおれこんだ。巻きこまれそうになったピコが、ぎりぎりでかわす。

　かわしたピコは、飛びあがって、男の後頭部を、両足でどんと踏ふんだ。

「ひゃっはーっ！」

　叫さけんで、ピコが走り出す。

「おいこらっ、きみたち！」

　そこにちょうど、峠とうげの衛兵隊らしい一団があらわれた。たぶん、大声で叫ぶバドネス信者を追い払ってもらおうと誰だれかが呼んだんだろうが、これはいささか間が悪い。

　ぱっと目をかわす五人。

「ええと、私たちは……」

　前に出ようとしたイシュカをのぞいて、風の精霊王に背中を押されているような勢いで、下り坂を走り出した。

「あれ？　ちょっとみなさん、待ってください！」

　イシュカもあわてて追いかける。

　下り坂で、しかも石いし畳だたみ。みんな、普ふ段だんより、かなり速く走れた。

　あっという間に、バドネス信者も衛兵隊も見えなくなった。

　見えなくなったのはいいのだが、今度は、足が止まらなくなった。

「わわわわわわわわ」

「姫ひめ」

　ウィブは大だい丈じよう夫ぶだった。スランとソアラも、心配はない。

　タリアとピコが止まらなかった。抜ぬきつ抜かれつ、ふもとめがけて駆かけおりてゆく。

「わわわわ」

　タリアは、歯をくいしばった。

　ピコは、楽しそうに笑っている。

「ミュー」

　ポコは、四本の足を一いつ生しよう懸けん命めいに動かして、妖よう精せい族の二人を追い抜くと、身体からだ全部で道をふさぐようにして立ち止まった。

　どさどさ。

　ふんばったポコにぶつかって、タリアとピコはようやく止まった。

「ひぃ～～めぇ～～」

　そのすぐ横を、形相を歪ゆがめながら、イシュカが駆けおりていった。風の勢いで、顔がまくれあがっていたような気もする。

「ま、そのうち止まるでしょ」

　見る見る小さくなっていく背中を見送りながら、タリアは肩かたをすくめて呟つぶやいた。

　ウィブたちが、のんびりと、追いついてきた。イシュカの後ろ姿は、もう豆つぶほどになっている。なにやら悲鳴も聞こえるようだが、いちいち気にしていてもはじまらない。

　五人は、歩きながら、はるか先のイシュカを見物した。

　イシュカは、通りすがりの老人をよけようとして、足をもつれさせた。

　あ、転がった。

　頭から地面につっこむ。

　止まった。

「はじめから、ああしてればいいのに」

　ぼそりとタリアが言った。

　むくりと起きあがると、イシュカはどっどっどっどっと坂を駆けあがってきた。

「はっ、姫。御ご無ぶ事じでしたか」

　タリアが、そっけなく返事をした。

「無事だった」

　イシュカの顔は、ほこりまみれになっていたが、傷はかすり傷すらなかった。

「変なおじさんだったね」

　乱れた息を整えながら、ウィブが言った。

「どうせなら、殴なぐってやればよかったわ」

　タリアは、まだ、怒りがおさまらないようだった。記き憶おくが長もちしない彼女にしては、珍しいことである。

「へっへっへ、じゃあ、これ見てよ」

　ピコが、嬉うれしそうに、ふところに手をつっこんだ。

「ピコ、何かしたの？」

「ポコのことを、馬ば鹿かにするからだよ」

　ピコの手には、お世せ辞じにもきれいだとはいえない布のかたまりが載のせられていた。

「久しぶりだったから、ちょっと指先が動きにくかったけどね」

　ぽうんと、宙にほうりなげたのは、かなり大ぶりの財さい布ふだった。

「なんということを」

　イシュカは、財布をとりあげようとした。

「いいじゃない、いやなおじさんだったし」

「姫、そんな問題ではありません」

「そういう問題なの」

　きっぱりと、タリアは断言した。

「中身は紙切ればっかりだなぁ」

　がさがさと中を探さぐって、ピコはそう言った。ちなみに、金銀の鉱脈が壁かべにむきだしになっているクリュオでは〈湖〉で獲とれる貝の殻からが貨か幣へいとして使われている。それはほんの数枚しか入っていなかった。ピコは、入っていた紙切れを眺ながめている。

「姉ちゃん、これ、なんて書いてあるの？」

　ウィブは、ひときわ大きくて立派な書体で書いてある紙を一枚、受け取った。

「ええと……なになに……？　はあ？」

　少しだけ読んで、ウィブは頭をかかえこんだ。

「……捨てなさい」

「なんでさ」

　にこにこと笑いながら、ピコは紙切れを財布にしまった。

「ウィブ、何が書いてあったんだよ」

　好こう奇き心しんにかられて、ソアラが訊たずねた。

「許可証よ」

　ウィブは一息おいた。

「バドネス教総本山の、トイレの肥汲くみのね」

「面おも白しろいじゃない」

　ピコは、心底面白そうに言った。

「今度、行ってみよう」

「一人で行きたまえ」

　さそわれたわけでもないのに、イシュカはそう言っていた。
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　峠をおりたふもとにタンターフェの街が広がっていた。

　にぎやかで大きな街だ。サミスーラよりは、人の数は少ないかもしれないが、にぎやかさではまったく劣おとらない。そして、なにより、彩いろどりの華はなやかさでは、タンターフェのほうがはるかに上だった。

　大通りには、旅人を相手にした宿や酒場が、そして珍しい品をあつかう商人の店が並んでいる。店先には、ウィブたちが久しぶりに見る、鮮あざやかな赤や黄色や、緑の品々が並んでいた。

「果物！」

「花！」

「サラダ！」

「腐ふ葉よう土ど！」

　並んだ商品を見て、冒ぼう険けん者たちは口々に声をあげた。〈輝かがやきに満ちたる地〉の真下、緑の森の産物が、豊富とも安価だともいえないが、確かにここにあるのだった。

「イシュカ、腐葉土って、おいしいの？」

　タリアが、真ま面じ目めな顔で訊たずねた。

「はあ、私も食べたことはございませんが、昔、ライリー神しん殿でんにおりました頃ころ、畑の世話をよくしておりましたので、つい懐なつかしく思いまして」

「たひかに、このひほいをかぐのはひはひぶりらな」

　ソアラが、鼻をつまんで言った。

「そこまで嫌きらわなくてもいいじゃないですか、ソアラくん」

「られらって、にがれなにほひはあるらろ」

「私などは、けっこう郷きよう愁しゆうを感じたりするのですがね」

　農民の苦労を知らない連中の、勝手ないいぐさである。

　あたりを行き交かう人々の服装もまた、千せん差さ万ばん別べつの彩りに富んでいた。絹光こう沢たくの布をぐるりと巻きつけたり、紺こんのしぼり染めの衣もいるし、華やかなキノコ模様のチュニックもいる。旅人らしい砂さ塵じんにまみれた人もいれば、でっぷり太った裕ゆう福ふくそうなドワーフ──山妖精や岩妖精という異名でも呼ばれる樽たるのような体形の種族──もいる。道みち端ばたには、灰色の服のバドネス信者もいて、なにやら演説をしていた。もちろん、峠で会った男とは別人である。バドネス教団は、けっこう大きな勢力をもっているようだ。

　きちんとした構えの店ばかりでなく、通りが交差する広場にはたくさんの屋台も出ていた。焼きコウモリのタレが焦こげる、香こうばしい匂においがただよってくる。

　ここはタンターフェの中心、北部の旅人が、一度は立ちよるという、集つどいの広場。

　──と書かれた大きな石の碑ひが、広場の中心に立っていた。

　宣伝臭しゆうのする石せき碑ひである。

「あれ、買う。あれ～」

　タリアは屋台の一いつ軒けんに駆けよった。そこには、さまざまな果実が山積みにされている。

　ウィブたちは、立ち止まって、彼女の背中を見送った。

　イシュカだけは、あわてて追いかけてゆき、値札に書かれた金額に表情をひきつらせていた。

　いかに南部より緑が豊富だとはいえ、果物の供給はごく限られているのだ。果物は、超ちよう高級食品である。

「姫、あのこのお値段ですので……」

　イシュカが頼たのんだ時にはすでに遅おそく、タリアは、真っ赤なルプアの実を、両手にもってぱくついていた。

「だって果物は、タリアの大好物だもんねー」

　とか言いつつ、いつの間にかやってきていた、ピコの手がひょいと伸のびてきた。

「ええい、おまえまで調子に乗るのではないわ！」

「ごちそーさま！」

「待たぬか、こら！」

　軽快に逃にげるピコ。その場で一心不乱に食べるタリア。そして、追いかけようとして肩を屋台の親父おやじにつかまれるイシュカ。

「いえ、私は逃げようとしたわけではなく。本当です。ライリーに誓ちかいます。この目をみてください、この澄すんだ目を」

　屋台の親父を脅おどしているようにしか思えないそのようすを、少し離はなれたところからまったく他人ひと事ごととして観察しながら、ウィブは言った。

「今日、これから、どうする？」

　かたわらに控ひかえたポコが、ミューと鳴いたが、何を言ったのかはよくわからない。

「そうだなあ」

　一呼吸するあいだだけ、ソアラは考えこんだ。

「今日は、ここに泊とまって……」

　ソアラがそこまで言ったときである。

　かたわらのスランの体に、緊きん張ちようのさざ波が走った。呼吸のテンポが変わる。

　戦いの気配を感じているのだ。

　ソアラも、ウィブも、どうしたのかとあらためて訊きいたりはしない。黙だまって、彼の次の動作を、あるいは、スランにそんな反応を引き起こさせた相手の次の動作を、待つ。

　スランの額に、うっすらと汗あせがにじんだ。

　口もとがぎゅっとひきしめられた。奥歯を嚙かみしめているのだ。ゆっくりと眼球が動く。全方位を警けい戒かいしているが、スランの注意は、主に背後にむけられていた。

　ソアラは、スランのようすからして、かなりの強敵が迫せまっていると判断した。しかし、ソアラには殺気が感じとれない。人の気配が多すぎるのか、それとも、それほど隠かくれ身が巧こう妙みような相手なのか。

　スランの腰こしがわずかに落ちた。足もさりげなく間かん隔かくが広げられる。いつでも、俊しゆん敏びんに次の動作に移れる体勢だ。しかし、剣けんを抜ぬくようすはまだない。

　ソアラとウィブの手が、じりりと自分の武器に伸びてゆく。

　その刹せつ那な、スランが体ごとふりむいた。

「えへ、見つかっちゃったぁ」

　ぺろり、と真っ赤な舌をのぞかせて、女が言った。

　肌はだもあらわな、おなじみの実用性皆かい無むな鎧よろい。

「マーニーちゃん」

　ウィブが、ぱっと顔を輝かせた。

「やっほー！　ウィブちゃんも元気だったぁ？」

　にこにこと、美女が笑っていた。彼女の手は、後ろから目め隠かくしをしようとあげられる途と中ちゆうで止まっていた。あの『だーれだっ』ってやつね。

「やっぱり、スーちゃんはすごいねぇ」

　甘えるように、マーニーは笑った。

　対照的にひきつっていたスランの顔に、一いつ瞬しゆんのうちに数十の表情が交こう錯さくした。

　迷い、観念、喜び、怒いかり、嘆なげき、恐きよう怖ふ。

　そして、決断。

　スランは、いきなりぐるりと体を回し、とっとと逃げ出した。

「待ってよ、スーちゃん」

　マーニーは、嬉しそうに追いかけた。

「追いかけっこなら、負けたことないんだからね」

　二人の姿は、あっというまにひとごみの中に消えた。

　雑ざつ踏とうと騒そう音おんが、二人をかき消してしまう。

　取り残されたソアラとウィブは、どちらともなく顔を見あわせた。

「どうする？」

　頭をぽりぽりとかきながら、ウィブは言った。

「ほっておこう」

　重々しくソアラは宣言した。

「そのうち戻もどってくるさ。適当に宿でも探しておこうぜ」

　タリアたちの騒さわぎも、そろそろおさまる頃だ。

　うなずきあった時。

　か細い声が呼びかけた。

「お兄ちゃん」

　ソアラが、振ふり返る。何か言いかけた口は、まだ開かれたまま、太い眉まゆをあげればいいのかさげればいいのかわからない、そんな表情で。

　四歩ほど離れた場所に、少女が立っていた。

　背中には、大きな荷物を背負っている。

　頰ほおに、泥どろがはねた跡あとがあった。まだ乾かわいていない。

　そして、大きな目に、涙なみだの滴しずくがたまっている。

　少女はゆっくり近づいてくると、ソアラに思いきり飛びついた。

「お兄ちゃん！」

「あ、え～、え～と」

　頭をなでてやるでも、抱だきしめてやるでもなく、ソアラは立っていた。

　それが、リィズとの再会だった。
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「お前、どうして、ここにいるんだ？」

　ようやく少女の体を引きはがして、ソアラは訊たずねた。タリアは、果物屋から戻ってきている。ピコは、また果物をかすめとろうとして、今度はイシュカと親父の双そう方ほうからひらひらと逃げ回っている最中だ。

　彼らを呼び戻す必要もないだろう。

　なぜいるかと問われて、リィズは、はにかんだ笑えみを見せた。

「あのね、お母さんが修しゆ行ぎようの旅に出てきなさいって言ったの」

　まだ、お母さんと呼ぶ声に、微び妙みようなぎごちなさが残っている。

「ほんとか？」

　ソアラの声は、少しきつい調子だった。太い眉まゆ毛げをぎゅっとよせて睨にらみつけている。

「えへへぇ」

　歯をたくさん見せて、リィズは笑った。

「ほんとはね、あたしがわがまま言ったの。アイス・ウォーカーの長老様に魔ま術じゆつの独習書をもらいにいきたいって」

「しょうがないやつだな」

「よく、お母さんが許してくれたわね」

「お母さんもね、御ご用ようがあるから、一いつ緒しよに行こうってことになったんだ」

　少女の顔に、幸せそうな笑みが浮うかんだ。

「それでね、近くまでお母さんも来てるの。でも、どうしても用があるから、ちょっとのあいだだけ、別行動にしたんだよ」

「じっとしてろって言われたのに、抜け出してきたりしたんじゃないだろうな」

「ぷるぷるぷる」

　髪かみの毛が水平に広がるくらいの勢いで、リィズは頭かぶりをふった。

「ほんとか？」

「噓うそだと思うんなら、マーニーさんに訊いてよ。お母さんの護衛についてきてくれたの」

　マーニーが共犯でないと、誰だれに言いきれるか、ともウィブは思ったが、とりあえず口にはしなかった。

「よく、わたいたちが、ここにいるってわかったね？」

　タリアの言葉に、リィズはこっくりうなずいた。

「こんな人を知りませんかって訊ねて歩いたら、すぐにわかったよ」

「ああ……そうだよね」

　まだ、どたばたと埃ほこりをまきちらしているイシュカとピコを見て、タリアは深くうなずいた。

「ほんとにしょうがないなあ」

　他人事みたいに言うなよ、タリア。

「けど、〈湖〉を渡わたる船はどうしたの？　しばらく出ないって聞いたけど」

　ウィブが言うと、リィズは笑って、真上をゆびさした。

　そう、リィズはルーフ・ウォーカーに育てられた。彼らには、天てん井じように独自の道があるのだ。

「それに、壁かべの道だってあるし」

「だけど、マーニーちゃんやお母さんが、よくそんなところを通れたね」

　リィズに案内されて、天井まで柱を登った時の記き憶おくをたどって、ウィブは言った。

「そうだ。あのね、お兄ちゃんに渡しなさいって、お母さんから預かったものがあるんだよ」

　話題を強ごう引いんに変えようとしているかのように、勢いこんでリィズが言った。深く追つい及きゆうされて、この出会いがなかったことにでもされては面めん倒どうだと、運命が彼女に囁ささやいたのだろう。

　リィズは、背中の荷物から、彼女の腕うでほどの長さがある品物を取り出した。

「はい、これ。お兄ちゃんにあげる」

　精せい緻ちな細工がほどこされた、かなり高品質な戦棍メイスである。

「お礼に、って思ってたんだけど、急に行っちゃうから渡せなかったって」

「へえ、すごいじゃない」

　ソアラは、困った顔つきで、愛用の戦棍を見た。

『わちきは、住み替かえるだわ。これを使って、びしびしと戦うのがいいんだわ』

　ヴァルキリエが言う。この精せい霊れいは、魔ま法ほうで縛しばりつけているわけではないから、宿る武器を変えるのは簡単だ。

　ソアラは、まだ逡しゆん巡じゆんしていたが、リィズの腕が重みでだんだんと下がっているのを見てとって、戦棍をすっと持ちあげた。

「ありがとう、リィズ。ミレニアさん……お母さんにも、よろしくな」

「うん。それ、あたしのほんとうのお父さんの形見なんだって」

　リィズは、屈くつ託たくなさそうに、そう言った。

　ソアラは、まじまじと手もとの戦棍を見た。

「そんな大切なもの、ほんとにもらっちゃっていいの？」

　ウィブが、ソアラに代わって言った。

「うん。お母さんがね、言ったの」

　その言葉を口にするたびに、リィズは響ひびきをかみしめるように息を継つぐ。

　微笑ほほえましい。

「使い方を知っている人に持ってもらって、世の中の役に立ったほうがいいからって」

「それなのに、ソアラで本当にいいの？」

　ウィブの言葉に怒おこり出すような者は、誰もいない。

「まかせろ、リィズ。これは、必ず俺が、正義のためにいかしてみせるぜ」

　ソアラは、宙を仰あおいでからからと笑った。彼の根こん拠きよのない自信は、一度死にかけても、まるで揺ゆらいでいないらしい。

　その瞬しゆん間かん、リィズの姿が、ふっと消えた。

「え？」

　消えたのだ、リィズの姿が。

「あれ？」

　ウィブもソアラも、そしてタリアも、何がおこったのかわからなかった。

　表情を固定したまま、しばらくじっとしていた。

「ミュー」

　ポコが騒いで、そして、ようやく気がついた。

　地面に穴が開いている。

　広場の石いし畳だたみの石が一つ、まるまるなくなって、そこにぽっかりと地の底に続く穴が口を開けていたのだ。

　落ちた。

　のか？

　ウィブたちは、やっと悟さとった。

　落ちたのだ。

　リィズは、この穴に落ちたのに違ちがいない。

「リィズっ」

　タリアが、ひざまずき、悲痛な顔で穴の中に向かって呼びかけた。

「他ほかのお土産みやげはっ？」

　こらこらっ。

　まあ、前にも一度、落ちて消えたしな、リィズ。
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「どうしよう」

　タリアは、うろたえた顔を、ウィブとソアラに向けた。土産の心配をしているだけだとすれば、彼女は、それによほどの期待を抱いだいていたのだろう。

「追っかけるぞ」

　そう宣言すると、ソアラは地面にぽっかり開いた穴の中に身を躍おどらせた。しかし、肩かた当あてがつっかえて、足は宙を蹴けるばかりである。かなり小さな穴だったのだ。

「どうしたの？　どうしたの？」

　何かあったことに気がついて、ピコが急いで駆かけてくる。イシュカも追いかけて戻ってきた。屋台の親父おやじも、支し払はらいはすまさせたけどやってきた。あたりを歩いていた人たちも集まってきた。関係のない野次馬ってやつだ。

　なにせ、北部最大の街の一つ、タンターフェで一番の大通りなのだ。暇ひまな通行人にはことかかない。

「何があったんだい？　さてはあの大男があっちの美人に肘ひじ鉄てつでもくらわされたか」

「いや、どうも、あの子供の母親がどっちかでもめているらしいぜ」

「へえ、どっちもずいぶん若いのにねぇ」

　実じつ年ねん齢れい的には、ウィブがピコを産んでたまるかって話なんだが、タリアならピコを産んだとして計算はあうのかどうか。

　おい、虚こ空くうを睨むな、タリア。何を感じとった。

　ともかく、野次馬たちは、状じよう況きようが、よく──いや、さっぱりわかっていないのである。

「よお、どっちも頑がん張ばれ」

「そっちの娘むすめさん、あんたがいけないよ。はやく引っこみなさい」

　わかりもしないのに、勝手に敵に回ったり味方についたりしている。まあ、世間というのは常にそんなものだ。会話の手段が進歩したって変わるまい。

　まわりに向かって説明しようなどとは、もちろんせず、ソアラは肩当てをはずすと、もう一度、穴にもぐりこんでいった。

　ウィブとタリアは、それぞれの自分自身の胴どう体たいのでっぱり部分に視線を向けて、穴の大きさと目分量で比べていた。

　ソアラが通り抜ぬけられるのだから、まず大だい丈じよう夫ぶなはずなのだが、一いち抹まつの不安が捨てきれないらしい。

「おいらも行くよ」

　ピコが、うきうきした調子で言った。もちろん、何がどうなっているのかは、彼にはわかっていない。小さな体を利して、あっというまに、穴に潜もぐりこんでいった。

「ポコもついといで」

　言われて、アングラットはまた「ミュー」と鳴いた。

「そうか、しかたないねぇ。じゃあ、ここで待ってるんだよ」

　ピコは、そう言って、最後に残った頭を穴の中に沈しずめた。

　どこが違うのだか、他の者にはさっぱりわからないのだが、ポコの鳴き声はちゃんと意味が違っているらしい。今のは、穴が小さすぎてはいれません、とでも言ったのだろう。

　さて、その頃ころ。

　はるか離はなれた通りでは、スランが息を乱しつつあった。

　だが、マーニーの体力も限界に近づいている。

　どちらがさきにへたばるのかが勝負の要かなめだ。

　ま、決着がついたところで、どっちもしばらくは役に立ちそうにない。

　やれやれ。

　そして。

　リィズが消えた穴のまわりでは、何が起きたか見ていなかったイシュカが、タリアに説明を求めていたのだが、まったく相手にしてもらえないでいた。

　一方、ソアラは、体をくねらせながら細い穴の中を進んでいるところだ。いくらリィズが小こ柄がらだといっても、こんな狭せまい穴にすとんと落ちこむとは思えない。

　さては、ソアラたちを驚おどろかそうと自分で潜りこんだのだろうか？　だとしたらお茶目な少女であるが、そんなはずはない。

　ソアラの身長の四、五倍ほどの長さを下ると、横穴に出た。ひざをつけば、なんとか背中をのばして前に進めるくらいの高さである。

　先は、ほぼ真っ暗だ。穴は、まっすぐ北に延びているようだった。そちらのほうから、なにかざくざくという音がかすかに聞こえている。土を掘ほり崩くずす音だろうか？

　ソアラは、慎しん重ちように進みでようと……。

　ごつん。

「おっと、ごめん」

　上からおりてきたピコの足が、ソアラの脳天に命中したのだ。

　ピコは、どすんと地面に落ちてきた。

　脳天の痛みをこらえて、ピコに静かにしろと仕草でしめす。

「わかった。それで、何を演奏すればいいんだい？」

　いや、そうじゃなくて。

「え、歌だけでいいの？」

　もはや、あきらめたほうがいいのかもしれないが、一いち縷るの希望をこめて、ソアラは音を立てないように、暗くら闇やみへ目をこらした。ふだん使っている視力ではなく、精霊を見るための視力に切り換かえている。

　まわりには、暗闇の精霊と大地の精霊がうようよとうろつきまわっていた。ま、大地の精霊はたいてい寝ねているから、うろつきまわっているというのは、少しあてはまらないのだが。

　そして、かなり遠くに、かすかに別の精霊の動きが見えた。

　生き物がいるのだ。

　あれは確かに、欲よく望ぼうをつかさどる心の精霊に違いない。生き物のいるところ、必ず、存在する精霊である。生きのびたいという欲望が、肉体の色々な要素を構成する精霊の力の釣つりあいを維い持じさせるのだ。

「リィズ！」

　ソアラは思わず叫さけんでいた。

　生き物の気配は二つ。一つはソアラと同じくらいで、もう一つはそれよりも小さい。大きいほうが、小さいほうをかかえているようだ。

「もう、声を出していいんだね？」

　と、ピコが言った。やっぱり、わかってやってたらしい。

　ソアラは返事をしない。さらに目をこらしているのだ。

　遠くでは、欲望の精せい霊れいのまわりに、うろたえる心の精霊と、慌あわてる心の精霊がまとわりつきはじめていた。相手は、しかし、どんどんと遠ざかっているようだ。

　このままでは、追いつけない。

　ソアラは、とっさに呪じゆ文もんを唱えた。

「キュルルルリア～（ばかやろう、このぐずのろの大地の精霊野や郎ろう！　起きやがれ！　……おや、お目覚めですか、え、とんでもない、わたしじゃないですよ。ほら、あなたの上をどたどたやかましく歩いてく、そいつが罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしやがったんですよ）」

　ある特定の精霊にだけ声を聞かせる技わざも、精霊使い独特の技術の一つである。それは腹筋と喉のどを酷こく使しする。まして、距きよ離りが遠ければ、ふつうの二倍や三倍は疲つかれる。

　寝ね起おきの悪い大地の精霊が、岩の塊かたまりのような身を起こして、みずからの上をいこうとしていた男の足を捕つかまえたとき、ソアラは激しく咳せきこんでいた。追いかけようにも動けない。

　ソアラは、ピコを穴の奥へと押しやった。

「だから、おいらが呪じゆ曲きよくを歌ってもそうだって気がつかれないように、あらかじめ騒さわいでおいたのに。まかせてくれればよかったんだよ」

　本人にしか理解できない理り屈くつを、ぶつぶつと呟つぶやきながら、ピコは、精霊に捕まえられた男めがけて急いだ。ピコの体格なら、この穴の中でも全速力が出せるのだ。

　ソアラも、服の膝ひざが抜けるのも気にせず、それを追いかける。さっそく石をひっかけて、服どころか皮まで破れた。

　その時だ。穴のさらに奥から、もう一人の男があらわれた。精霊視力では、見える距離に限界がある。だから、今までもう一人いることに気がつかなかったのだ。

　リィズを抱だきかかえていた男は、大地の精霊に身動きをとれなくされていた。ふつうなら足首を摑つかまれるだけですむが、場所が場所だから全身あちこち摑まれている。男は体をもぞもぞ動かして、リィズを、後からあらわれた男のほうへ送りだした。

「おい、グルペペ」

　気を失っている少女の体をおしつけられて、後からあらわれた男が、うろたえた声をあげるのが、ピコの耳に届いた。ソアラにも聞こえている。

「いいから、導師に言われた場所に、この娘を届けろ。子供たちの薬のためだ」

「めんどうくさいなあ。俺は、独りもんだしよぉ」

「うるさい。女たちだって喜ぶぞ」

「女かぁ。そりゃあ、お前はいいよな。だけど、俺はいくら喜ばせたって」

　わけのわからない言い争いがはじまろうとしている。ピコは、思わず足を止めて聞きいった。

「おい、ピコ！」

　ソアラの声に含ふくまれたふだんと違ちがう真しん剣けんすぎる気き迫はくが、ピコの背中を押す。

　声が押したのは、ピコだけじゃなかった。

「お前も捕まりたいのか、ゼンドト」

「あ、そうだな。じゃあ、行くわ」

　リィズをかかえた男は、慌てた口調でそう言うと、穴の奥に姿を消した。

「逃にっがすかぁ！」

　膝でずりずりと這はい進みながら、ソアラはいつもの勢いで怒ど鳴なった。

　ピコの手が、グルペペと呼ばれた動けなくなっている男の腕うでにかかった時。

　困こまったことに穴の天てん井じようが、崩れ落ちてきた。
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　全身を泥どろまみれにして、穴からあらわれたソアラに、全員の視線が集まった。額から一ひと条すじ、血が流れている。

「しこうして、友よ。ヘムゲロゲムカデとアラノンゲジゲジの脚あしの数は、いずれが多数であったのじゃ？」

　賢けん者じやの長衣を身につけた背の高い老人が、興きよう味み津しん々しんといった表情で訊たずねた。いったい、どんなデマがとんでいたのだか。

「なんだ、つまらねえ」

「学問のことかい？　まったく、学者っていう連中は変わってるねぇ」

　老人の言葉を聞いて、野次馬はがやがやと言葉をかわしながら散っていった。

「はいはい、お爺じいさん、それじゃあね」

「なんじゃ、小こ娘むすめ、わしを誰だれだと思う」

　最後に残った老人は、ウィブが丁てい重ちようにお引き取り願った。押しやった、とも言う。

「さあ、行くぞ」

　ソアラは、気合い満々の声を発した。

「うん」

　よくわからないが、とりあえず、うなずくタリアである。少なくともリィズが見つからなかったことだけはハッキリしているから、土産みやげのためにも、見つけだすのを手伝うのに否いなやはない。

「あのぅ、そろそろ説明してはいただけませんでしょうか？」

「いいから、ついてきなさい」

　タリアにあっさりとあしらわれたイシュカは、すがるような視線をソアラに向けた。

　もちろん、無む駄だである。

「おいらが説明してやろうか」

　ソアラに続いて、穴の中から戻もどってきたピコが言った。手におかしなものを握にぎっている。

「けっこうだ」

　イシュカは、にべもなく断った。イシュカにしては賢けん明めいな判断である、かもしれない。

「早く行こうぜ」

　駆かけだそうとしているソアラを、老人を追い払はらって戻ってきたウィブが止めた。

「ちょっと待ってよ。どこに行くの？　リィズは、どうなったの？」

「連れてかれちゃったんだよ。だから、取り戻すんだ」

　ソアラは簡潔に説明した。

「どこに連れてかれたの？」

　ウィブは、それを訊ねた。今、必要なのはそれだけだ。

「穴は、あっちに延びてた」

　ソアラは北東を指さした。

「こっちじゃなかった？」

　物を握っているほうの手で、ピコは北西をさした。

「どっちなの？」

　タリアが訊ねなおした。

　北が正しい。

「こっちだ」

「こっちだっけ？」

　ソアラは北西を、ピコは南東をさした。いきなり背中あわせである。

　気まずい空気が流れた。

「あのぅ、何が起きてるんですか」

　イシュカは、まだ、事態が把は握あくできないらしい。彼はリィズがいたことさえ知らないのだ。

「ソアラ、気持ちはわかるけど、穴がまっすぐ続いてるかどうか、わからないんだしさ」

　ウィブの言葉に、ソアラは悔くやしげにうなずいた。

「それでも、リィズは俺が助ける」

「うん」

　ウィブも、うなずき返した。

「何か、連れてった人たちの手がかりはなかったの、ソアラ？」

「ああ」

　イシュカが手を叩たたいた。

「リィズさんに何かあったという知らせが届いたんですね？　何があったんです？」

　惜おしいところだ。

「ところで、それなのにどうして道路の穴に潜もぐってたんですか？　まさか私の知らないうちに変な手間仕事でも引き受けられたわけじゃないでしょう？」

　そう、そこのところを考えてみようね、イシュカくん。

「あっち、ええと、こっちだったかな？　どう思う、ポコ」

「ミュー」

　ポコに訊ねて、どうする。

「ねえ、それ何？」

　タリアが、ピコの手の中の物に触ふれた。穴の中からもちだしてきたしろものである。

「これ？　リィズを連れてった連中がもってたんだ」

「へえ」

「だったら、それが手がかりじゃない」

　それを聞きつけて、ウィブが、かけよってきた。

「なるほど、そうだよな」

　ソアラもやってきた。

　ピコがもっているのは、長い鉤かぎ爪づめのついた手て袋ぶくろのようなものだった。

「姉ちゃん、欲しいのかい？　じゃあ、あげるよ」

「いや、欲しいとかじゃ……」

「わたいに見せて。これってこうするんだよね？」

　ウィブが受け取ろうとする横から手を出して、タリアがそれをとりあげた。そして、誰にも止める暇ひまがないうちに、タリアはそれを右手にはめてみた。手袋のようなもの、ではなくて、それは手袋だったのだ。

「モグラのお手々」

　タリアは、右手を握ったり開いたりしている。確かに、モグラの手にそっくりである。

「ソアラ、この手袋をはめていたの、どんな連中だった？」

　ウィブが、改めて、訊ねた。

「そうだな。腕がすんごく長くて、肩かた幅はばがほとんどなかったな」

　精霊視力では顔だちまではわからないが、おおまかな体つきくらいならみわけられるのだ。

「それに、体に触さわったとき、なにかぬるぬるしてたね」

　ピコが、そうつけくわえた。

「ふうん、そんな連中っていえば」

　ウィブは、腕を組んで考えこんだ。

「知ってるのか、ウィブ？」

　ソアラはいきおいこんで訊ねた。

「知らない」

「なるほど、そうだったのか！」

「わ、驚おどろいた」

　ウィブの声をかき消すように、イシュカが叫さけんだ。

「どうしたんだよ、イシュカ。何か、思いついたのか」

　蜘蛛くもの糸でも頼たよりにしたい思いで、ソアラは言った。

「ソアラくんを追いかけてきたリィズさんが、何者かにさらわれたんですね？　そうでしょう？」

　そうです。

「……あのな」

「おおっっっ」

「うわっ」

　突とつ然ぜん、背後から大声をあびせられ、ソアラはとっさにリィズから贈おくられた戦棍メイスを手にしてふりかえった。

「それは、モグラ族の手袋じゃな」

　いつのまにか、先ほどの長衣の老人が戻ってきていたのだ。

「モグラ族？」

　またもや、地底住人感覚のそのまんますぎる命名。

「うむ、この街の東に住む地底生活を送る人々じゃよ。少し観察させてもらって、よいかな？」

　タリアは、ぱっと手を体の後ろに隠かくした。

「そうか、残念じゃのう……。ところで、きみ、さっきの質問なんじゃが……」

　老人は、まだ勘かん違ちがいしている。どうしても、諦あきらめきれなかったらしい。

「お爺さん、教えてあげてもいいけど、そのかわり、こっちも教えてほしいの」

　何か言いかけたソアラを遮さえぎって、ウィブが進みでた。真剣な表情は、はったりだけで交こう渉しようをするときの彼女の癖くせである。

「何かね」

　老人は、真剣な面おも持もちで、自分より頭一つ小さな娘むすめを見おろした。

「たいしたことじゃないよ。そのモグラ族にくわしい人って、いないかな？」

　老人は、ほっとしたように笑った。どんな無理難題を覚かく悟ごしていたのやら。

「そんなことかね。それなら、連中と取り引きしとる商人のゴーロックに訊きけばよいわな」

「ゴーロックさんだね。ありがと」

　ウィブは、にんまりと笑った。

「礼はよいから……」

　老人の表情にあせりがある。何をあせっているのかは、よくわからない。おそらく、これが彼の生しよう涯がいをかけた研究と関係でもあるのだろう。

「ムカデが三十六本、ゲジゲジが四十八本で、ゲジゲジのほうが多かったよ」

「そうか、ゲジゲジか。やはり我が説は正しかったのじゃ」

　ウィブの言葉に、長衣の老人は喜んで去っていった。

「ゴーロックさんだって」

「ウィブ、よくあんなこと知ってたね」

　タリアが感心した。脚あしの数のことである。

「あ、あれ？　でまかせ」

　にっこり笑って、ウィブは言ってのけた。彼女とて、日々成長しているのである。この程度の芸当ができずして、一人前の女にはなれない。

「さ、このままじゃ手が足りないし、まずはスランたち探しにいこ」

　ウィブを見つめるソアラとイシュカの目が少し変わっていた。恐おそるべきは、成長期の乙女おとめである、とでも言いたげに。

　そんな感かん慨がいを抱いだいてしまう彼らのほうこそ、まだまだ甘いと言えよう。
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　探しにいくまでもない。

　スランとマーニーが戻ってきたのは、それからすぐのことだった。マーニーは、しっかりスランの腕うでをかかえこんでいる。決着は、そういうかたちでついたらしい。

「え!?」

　ウィブとタリアにかわるがわる説明されて、ようやく何が起こったのか把握したマーニーは、一言そう言った後、へなへなと座りこんだ。

「…………」

　目の焦しよう点てんがあっていない。

　スランは、この隙すきにこっそりと腕を抜ぬこうとした。しかし、マーニーはちょっとやそっとでは抜けないくらいにしっかりと、彼の腕を摑つかんでいる。

　スランは、ソアラに目で問いかけた。

「うん、とにかく、モグラ族ってのを調べようと思ってんだけど」

　スランはうなずいた。

「とにかく、問題はどうしてリィズがさらわれたのか、なのよね」

　ウィブの言葉に、スランは改めて問いかけるようにソアラとピコを見た。

「そういえば、なんか、女の子が足りないとか言ってなかったっけ」

　ピコの記き憶おくは、やっぱりちょっとあやふやだった。

「薬に使う、とか言ってたような気もする……な。そういえば」

　ソアラの言葉を聞いて、女の子たちの顔から血の気がひく。

「まさか、いけにえにされる、なんてことはないよね」

「お腹なかを斬きられて、中身を……とかさ」

「心臓の丸干し、なんて薬になりそうよね」

「細かくしちゃえば材料なんてわからないし」

　だんだん、心配しているのか、面おも白しろがっているのかわからなくなってきている。

「急ぐぞお」

　ソアラが吠ほえた。

「わかった、早く助けに行こ」

　タリアが根こん拠きよなく同意する。

「だから、どこに行くのよ」

「そうよ、どこに行くの？」

　タリアは、ウィブの言葉にも、同意した。

「モグラ族の住んでるとこに行けばいいじゃないか」

「どこに住んでるのか知ってるの？」

　ウィブだって助けに行きたくないわけではないが、むやみに走り回りたくもない。

「そのへんの人に訊くさ」

「そのへんの人が知ってるわけ？」

　と、ウィブが指し摘てきする間もなく、ソアラはそこいらを歩いているおじさんをつかまえていた。

「この街の東に住んでるってさ。さあ、行こう」

「あのね」

　ウィブは、頭をかかえた。

「それは、さっきのお爺じいさんにも聞いたの」

「そうだっけ？」

「そうよ」

　ウィブは、深々とため息をついた。

「ちょっと落ち着けば、ソアラ？」

「うん。ようし、落ち着いたぞ」

　自由自在になるものなんだろうか。

「そうだわっ！」

　地面に座りこんで、責任が……とか、どうしよう……とか呟つぶやいていたマーニーが、急に大きな声をあげた。力がゆるんだので、腕をこっそり抜いて、スランは、そっと離はなれようとした。その袖そでをしっかりとつかみなおしながら、マーニーは言葉を続ける。

「もしかしたらミレニア様が調べていらっしゃる邪じや教きようと何か関係あるのかもしれない」

　マーニーは、一息にそう言った。

「なに、邪教ですと！」

　イシュカが急にはりきりだした。

「なるほど、いたいけな少女を人ひと質じちに取ろうとはなんという連中だ。許せませんぞ！」

　興奮したイシュカをどうどうとなだめながら、ウィブは言った。

「で、その邪教って？」

「くわしいことは知らないんだけど」

　と前置きをして、マーニーは話しはじめた。

　リィズの母ミレニアが北部地方プラムダにやってきたのは、年に数度しか連れん絡らくのないラーファ神しん殿でんの支部の監かん査さのためなのだ。

　もともと、ソアラたちが乗ってきた船団で出かけるはずだったのである。本来なら、そのミレニアの留守に例の叛はん乱らんは起こるはずだったらしい。

　しかし、ソアラたちがやってきて叛乱は開始が早まり、さらにその後始末をしていて、ミレニアは延期された出航にも乗り損そこねた。

　そこで、リィズの提案で天てん井じようを渡わたってやってきたというわけだ。無理しなければならない理由はちゃんとあった。運命が、何がなんでもリィズと再会させようとしたわけではない。

「なんか、サミスーラだけじゃなくて、あちこちでラーファ神殿のお客が、どんどん減ってるらしいのね」

　死活問題である。ウィブは納なつ得とくしつつ訊たずねた。

「それが邪教のしわざだったの？」

　六人は、道の真ん中でまだ座りこんだままのマーニーを取り囲むようにして、話を聞いていた。いつもながら、通行の邪じや魔まである。

「そうなのよ。変な教えが流行はやってるんだって。この世の快楽をすべて捨てて、神に奉ほう仕ししなさいとかいうんだけどね」

　マーニーの言葉に、みんな顔をしかめた。

「けっこうなことです」

　独り、イシュカだけはうんうんとうなずいている。

「じゃあ、イシュカ。入っちゃえば？」

「私には、すでにライリーという導き手がおられます」

　そういう意味ではぶれないイシュカ。

「なんかね、財産も全部捨てちゃえとかいうらしいのね」

「で、邪教の人が拾ったりするんだ？」

「それはわかんないけど」

　ウィブに確かめられて、マーニーは小さく首をかしげた。ゆるく波うつ髪かみが一本、はらりと頰ほおにかかる。

「で、ミレニア様は、その邪教の正体を調べに出かけられたのよ。自分だけじゃ手に余るからって、近くに住んでる古いお友だちに手伝ってもらうって」

「どこに行ったのか聞いてないの？」

「うん。一週間くらいで戻もどるって言われたんだけど」

「じゃあ、ミレニアさんに助けてもらうわけにはいかないね」

　タリアの言葉に、ソアラが拳こぶしを握にぎりしめた。

「できれば、……あの人には心配をかけたくないな」

「お願い、あたしも手伝うから、ミレニア様が戻られるまでにリィズ様を探して」

　マーニーのようすを見かねたのか、珍めずらしくスランが、そっと彼女の肩かたに手を置いた。

「リィズ様……」

　マーニーは、それにも気がつかず、眉まゆをきゅっとよせた。きゅっと、であって、ぎゅっと、ではない。蠱こ惑わく的な表情である。

　なるほど、こうするのか。

　と思ってウィブも眉をよせてみた。

　ぎゅっと。

「ごめんね。あたしがもっとしっかりしてればよかったのにね。怒おこらないで」

　マーニーの瞳ひとみに、涙なみだがにじんだ。

「あ、ごめん、そんな意味じゃないからね」

　ウィブはあわてて、眉まゆ毛げを戻した。

「その邪教を調べてみようよ」

　ピコが言った。

「みんなが行くんだから、きっとすんごく面白いんだぜ」

　何を聞いていたんだか。

「だから、修行ばっかりするんだって言ってたでしょ、ちゃんと聞きなさいよ」

「そんなとこに人が集まるはずないよ、姉ちゃん。何か得があるんだって」

　意外と鋭するどい指摘であるかもしれない。

「でも、楽しみは神を目指すのに邪魔だって、歌なんかは絶対に禁止よ」

　マーニーの言葉に、ピコはふふんと鼻を鳴らした。

「ふうん、それは本当の歌のすばらしさを知らないんだろうねえ」

　きみの歌を聞いても、それが理解できるとも思えないが。

「で、その邪教ってなんていうの」

「ミレニア様は、バドネス教団……とか言ってらしたけど」

　ウィブたちは、顔を見あわせた。

　見あわせた顔をぐるぐると回した。街角のあちこちに、説教するバドネス信者は豊富にいる。すぐ近くにも、一人立っていた。

「あの変なおじさんたちのところだよねえ」

　若い娘むすめや青年の信者もいるのだが、印象の深かった一事で、万ばん事じを決めつけるのが、タリアのやりかたである。

「シェレラの悪口言ってたのに、モグラ族なんて手先に使うかな？」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな大声でタリアが言った。どうせ人ごみの騒そう音おんでかき消されて、彼らの耳までは届くまい。

「姫ひめ、もう少し小さなお声で」

　イシュカの怒ど鳴なり声はよく通る。

「姫、あいつらは利用するのはいいって言ってたよ」

　ウィブは、一応声をおさえてそう言った。スランが、その言葉で、瞳に怒いかりの色を浮うかべた。

「お前、そういうの嫌きらいだもんな」

　知りあった昔を思いだしてソアラが言った。

　マーニーは、スランの心を見み透すかそうとする目で、彼の顔を見あげた。しかし、もう、彼の顔はいつもの表情に戻っていて、何も語らない。

「とにかく、邪教とあらば、ほうっておくわけにはまいりませんな」

「でも、バドネス信者って、どこにいるの？」

　タリアが言った。

「そこにもおりますが」

　イシュカは、指さす。

「そうじゃなくって、溜たまり場とか神殿とか、本ほん拠きよ地ちがどこにあるかってことよ」

「ちょっと待っててよ、訊きいてくるから」

　ピコがいきなり駆かけだしていった。バドネス信者に近づいて、話しこんでいる。

「なにをしておるかー！」

　あわてて追っかけていったイシュカが、むんずと捕つかまえて連れ帰ってきた。取り残されてきょとんとしているその信者には、ウィブが愛あい想そ笑いをふりまいてごまかした。

「ばかもの、彼らのアジトなど簡単に教えてくれるわけがなかろう」

　イシュカが大声で怒鳴りつけた。バドネス信者に聞こえてしまうのではなかろうか。

「やっぱり、入信したいふりをするくらいの工く夫ふうはしないとね」

　とウィブが言うと、腰こし帯おびをつかまれて宙づりにされながら、ピコはにこにこと答えた。

「こっから北東に行ったゴルダイの谷ってところに、総本山があるんだってさ」

　みんなが顔を見あわせる。

「だけど、そう簡単に入れてくれるかなあ」

　ウィブの疑問にピコはにこにこと答えた。

「これがあるじゃない」

　例のすりとった財さい布ふを出す。その中には、書類がたくさんつまっているはずだ。

　肥汲くみ許可証とか。

「……とにかく」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ウィブが言った。

「まだ、バドネス教が悪い宗教だって決まったわけじゃないし。まずは怪あやしいモグラ族を調べたほうがいいと思うんだ」

「え～、せっかく、おいらが苦労して調べてきたのに」

　苦労はしてない。

「じゃあ、ゴーロックさんのところに行こう」

　タリアは、ときおり、まともな記き憶おく力を見せる。モグラ族にくわしいという商人の名も、きっちりと覚えていた。

「待ってろ、リィズ。この戦棍メイスにかけて、必ず救いだしてやるからなっ！」

『わかっただわ、その誓ちかい、このわちきが証人だわ。きっと果たしてみせるだわ』

　ソアラがかざした戦棍を見たスランの表情が変わった。

　手を伸のばして戦棍をつかもうとしたが、マーニーの手がしっかりからみついていて、体勢が崩くずれる。

「あ、これか？　リィズがくれたんだよ。あいつの父ちゃんの形見なんだってさ」

　スランが身体からだを異様なほどこわばらせたことに気づいたのは、マーニーだけだった。

「なんでも、流れ者の傭よう兵へいだったって。常識知らずのくせに、変な知識はある人だったって……ミレニア様とリィズ様が話しているの、聞いちゃったんだけど……」

　マーニーは、言葉を切った。

　ピコがイシュカの手の中でじたばたし、ウィブとタリアはそれに気を取られている。

　そして、スランはソアラがさしあげた戦棍をじっと見ていた。その柄つかに刻まれた紋もん章しようを。

　それは、スランの母の生家の紋章だった。家宝の戦棍を、父が持ち出してしまったのだと、そう聞かされていた。

　マーニーが、そっと腕うでを離はなした。

　スランは、しばらく考えこんでいたが、ぐっと肩をすくめると、独り納得したかのようにうなずいた。

　そして、マーニーに手を貸して立ちあがらせると、ソアラの背を押して、歩きはじめた。

　かすかな、ほんのかすかな決意の笑えみをうかべつつ。

　妹を、助けるために。
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「おじさん、おじさん」

　肩をゆすられて、〝細ほそ眼め〟のネルベは目を覚ました。娘が三人、彼の顔をのぞきこんでいるのが見えた。

　昼ひる寝ねを邪魔された怒りをこらえて、〝細眼〟のネルベは、反射的にこう言っていた。

「これはお嬢じようさまがた。憐あわれな男におめぐみを」

「ちょっと訊ききたいんだけど、おじさんいつもここにいるの？」

　少し青みがかった長い黒くろ髪かみの娘が、訊たずねてきた。頭に布を巻きつけている。

　なんだその質問は、常識のない娘だな、とネルベは思った。

「病気で視力を失った憐れな男でございます。どうかおめぐみを」

「だから、おじさん、ここはおじさんの縄なわ張ばりなんでしょ？」

　わからない娘である。手順てもんがあるだろう。

「憐れな男に、どうかお情けを」

「あのね、おじさん。向かいのお店の人の話を聞きたいの」

　黒髪の娘は、彼が座っている通りの向かいにある、果実店と宝石商をさした。ネルベは、もう黙だまっていることにした。

「ねえ、わたいの言ってること、聞いてる？」

「だから、憐れな男におめぐみをって言ってるだろうがよ」

　ネルベは、目をかっと見開いて怒鳴った。彼は、仲間うちでは気の短さで有名なのだ。

「ああ、ごめんごめん。あたしら〈組合〉のほうで、おじさんのこと聞いてきたんだけどさ」

　黒い髪かみの娘の横にいた、茶色い髪の娘が、白い一シェル貨か幣へいをふところから取りだしながら言った。

　やっとわかったかと、ネルベは、まぶたをおろした。いつもの演技に戻ったのだ。もちろん、完全に閉じきることはなく、薄うすく開いて相手を見ているが。

　茶色の髪の娘は、シェル貨幣で爪つめを磨みがきはじめた。

「金を粗そ末まつに扱あつかうなんて」

　ネルベは、ぶつぶつと口の中で言った。

「あのお店のひと、ゴーロックさんていうんだよね？」

　ネルベはむっつりした表情を作って、黙りこくっていた。

「どういう人なのか、評判を聞かせてくれない？」

　一シェル貨幣を黒髪の娘に渡わたすと、茶色の髪の娘は十シェル貨幣を取りだした。

　ふむふむ、こちらの娘はものわかりがいいようだ。

「評判？　悪くないよ」

「え～っ、それだけぇ」

　黒い髪の娘が、口を尖とがらせた。この街の裏稼か業ぎようをたばねる〈組合〉で訊ねてきたというんなら、もう少し、世の中の仕組みというものをわかっててもらいたいもんだ、とネルベは思った。

「なんか後ろぐらいところがあるとか、変な新興宗教にはまりこんでるとか、モグラ族を虐ぎやく殺さつしてるとか、してない？」

「あるもんかい！　あそこの旦だん那なは変わっちゃあいるが、善人だよ」

　と、背すじをのばして叫さけんでから、ネルベはあわてて姿勢を崩した。背中を丸め、肩かたを落として、いかにも人生の敗残者らしい貧相さを装う。

「あと、何か訊きたいことあったっけ？」

　もう一枚、十シェル貨幣をとりだしながら、茶色の髪の娘が言った。

「ゴーロックさんって、今は店にいるのかな」

　もう一人控ひかえていた、やたらと色っぽい娘が言った。

「憐れな男で……」

　色っぽい娘が、そっとネルベの手を握にぎった。

「二、三日前に出てったから、今日はいないよ。帰りは明日あしたか明後日あさつてになるんじゃないかな」

　ついうっかり、代価をもらう前に、ネルベは商品を渡してしまった。

　はっと気がついて口を閉じても、もう遅おそい。

「ありがとね、おじさん」

　三人の娘たちは、あっと言う間に立ち去っていた。

　あとには、ただ、風が。

　いや、地底世界にはろくに風も吹ふかない。

　かつん、という音と。

　一シェル貨幣だけが残った。

　しばらく、あらぬ方へと娘たちを見送って──なかなか細かい演技だが、いささかやりすぎの感もある──。

「寝ねよ」

　ネルベはごろりと横になった。

　ぐー。

　こんな程度のことでくよくよしていては、彼の稼業はつとまらないのである。
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「ごめんください」

「へい、ただいま」

　ゴーロック果実店の店頭に、その一団があらわれたのは、ネルベが三人娘に出会った翌々日のことである。

　不運にも、その時、店にはほとんど人がいなかった。多くの店員は、ゴーロックが所有する、宝石を扱うもう一つの店に出向くか、主人の特別の指図でタンターフェ中を走り回っていたのである。

　居残っていたのは、当のゴーロックと出世したての若い店員頭がしら、そして雇やとわれたばかりの下働きたちだった。

「お待たせいたしました、おきゃ……くさま」

　いつものように愛想よく応対に出た店員頭がしらは、そこにわけのわからない人物がいるのに気づいて、あやうく絶句しそうになった。しかし、彼も最年少で店員頭にまでなった男。ぐっとこらえて、最後まで言い終えた。

　客の異様な風ふう体ていに驚おどろいたが、彼も商売人である。そんな内心などおくびにも出さず、にっこり笑ってこう言った。

「はは、な、なにをいただきましょうか」

　客からいただいてどうする。

　おくびには出ないでも、言葉に出てしまう内心であった。

　あ、いや、もちろんお金をいただくのは当然なのだが、そのかわりに何をさしあげましょうかという、この後半を、後半だけを口に出さなければいけないのである。

　普ふ段だん、おし隠かくしている本音をつい口にしてしまうほど、まあ、その集団の与あたえた衝しよう撃げきが大きかったということか。

　先頭に立っているのは、全身にぶかぶかの長衣をまきつけた──身につけた、とは言い難がたい──おそらくは若い女だった。なぜ、おそらく、になるかというと、彼女は始終うつむいている上に、がばがばのとんがり帽ぼう子しをかぶり、そしてドワーフ製のあの不思議な道具、眼鏡をかけていたので、顔がはっきりとわからなかったからである。

　手には賢けん者じやのもつような杖つえをもっている。まるで、学者や哲てつ人じんの、できの悪い模造品のような格好だった。おまけに、肩には全身紫むらさきという尋じん常じようではない猫ねこを乗せている。

　しかも、彼女が連れている連中がまた尋常ではなかった。

　彼女の両りよう脇わきには、ひげだけがつけひげのようにやたら立派な発育不良のドワーフと、顔中生傷だらけで、それも一部はまだ生々しく血がしたたっている大男が控えていた。

　その後ろに隠れるようにしている、荷物運びらしい少年と青年は、まともそうにも見えたが、室内でもフードをまぶかにかぶっているあたりは、いかにも怪しい。そして、青年のかたわらには、顔は隠してあるものの、体はほとんどむきだしの、お尻しりがなかば見えている女が一人いた。

　ついでに、店の外では、わざとらしいほどにみすぼらしい格好の女が一人、ちらりちらりとのぞいている。情けを乞こいに入ってくるでもない。本人は、さりげないつもりらしいが、中のようすをうかがっているらしいのが、露ろ骨こつにわかった。こいつも気にはなるが、今は、それどころではない。
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　もっとも、血まみれの大男も、ずいぶん、そのみすぼらしい黒髪の女を気にしているようだった。

「御ご主人は……おられますか」

　先頭の人物が、地の底から響ひびいてくるような陰いん気きな声で、途と切ぎれ途切れに言った。どことなく、無理をしている雰ふん囲い気きがある。

「は、あの、どういった御用件で」

「いるのかね？　いないのかね？」

　詰きつ問もん口調である。

「あいにくですが、今はええと……ちょっと、なんというか、体調を崩しておりますので。商売の話でしたら、わたくしが代わりましてうかがいます」

「いや、そうではない……のです。どうしても……御主人に……会いたい」

　その人物は、手にした杖で、思いきり壁かべを叩たたいた。店員頭が、思わずとびあがる。

「そうおっしゃいましても」

　店員頭は手をもみあわせながら、必死で言い訳を考えた。モグラ族を訪ねて戻もどってきたばかりの主人ゴーロックは、今、とても他人に会える状態ではない。まして、こんな連中である。

「さあ、取り次いでくれたまえ」

　しかし、言葉とともに大男とやせっぽちのドワーフが前に進みでてきたとたん、店員頭の頭の中はからっぽになってしまった。

　血みどろになっているおかげで、はっきりとはわからないが、大男の顔つきは凶きよう暴ぼうきわまりないものに思えたし、ドワーフのほうはやたらとにこやかで、それがかえって気味悪かった。

「しかし、そのう、いや、困るんですよ」

　汗あせをかきながら、店員頭はぼそぼそとそう繰くり返した。

「私は……、南部地方ナバーンからやってきた……学者でしてね」

　店員頭が怯おびえているのを見てとってか、長衣をまきつけた人物は、自分の素す性じようを説明しはじめた。

「珍めずらしい種族を……研究するために……、あちこち探検を……しております。……彼らは……有能な助手でして」

　彼女の声は、無理して押し殺しているかのように低くかすれていた。

「こちらの……御主人が、モグラ族なる珍しい種族と……御交流があるとうかがいまして……まかりこした次し第だい」

　芝しば居いでしか使われないような古風な言い回しだが、南部ではふつうに使われているんだろうか、と店員頭は思った。

　彼女の引き連れた五人が、一いつ斉せいにうなずいた。ついでに、外にいた女もこくこくとうなずいていたが、店員頭は彼女にまで注意をはらう余よ裕ゆうはなかった。女は、ごみ箱の陰かげにしゃがみこんで、どうやら身を隠しているつもりらしい。

　店員頭は、どうにか立ち直って首を左右にふった。次の瞬しゆん間かんには、切り離はなされているかもしれない、と思いながらだから、賞賛すべき勇気と言える。

「確かに手前どもでは、モグラ族と取り引きをしております。しかし……」

「取り引きとは……、どのような？」

　最後まで言わせず、学者は一歩前進してきた。眼鏡がずれて若い女性だとわかった。

「そのう、まあ、あれですよ。彼らは地底にくわしいですからね、いろいろと」

「あなたもお会いになりましたかのう？」

　いくら学者だといっても、若い娘むすめがこんな年寄りじみた話し方をしなくてもよさそうなものだ、と店員頭は思った。

　興味に満ちあふれた問いかけぶりで、どうやら命は助かりそうだと見てとって、そんなことを考えられる程度の余裕をもったのだ。

　余裕が油断につながって、少し饒じよう舌ぜつになる。

「いえ。うちの主人が、若いころに彼らと友人になりましてね。偏へん屈くつな種族で、めったに人間とは取り引きしないんですが。ですから、彼らの特産品はうちでしか手に入りませんよ。いかがでしょう、モグラ族の民芸品や、珍しいメナシウオの干ひ物ものなど、研究の助けになりませんか？」

　店員頭は、つい、いつもの客に勧すすめる口調で話しかけていた。

「ほう、こちらの御主人だけが……。そう聞くと、ますます会いたくなりました」

　しまった、と口を押さえても、もう遅い。

「なんとか……、そのモグラ族に会いたい……会わせてもらいたい」

「ですが、その、商売上の秘密ですし、主人が案内いたしますかどうか」

「それは……御主人と直接お話ししましょう。……おい」

　学者は、従者のすねを杖で叩いた。大男が、唸うなり声をあげて、また店員頭のほうに進みでた。

「少し、お待ちを」

　店員頭は、泣きだしそうな顔つきで、奥に引っこんだ。

　それを見送って、学者は、ほっと息を吐はいた。

「ウィブ、お前、うまくなったなぁ」

　彼の姿が消えたのを見定めて、荷物運びの少年──に化けた、ソアラが言った。うまくなった、というのは決して変装の話ではなく、交こう渉しようの駆かけ引きのことをさしているのだろう。

「へへへ」

　眼鏡を鼻の真ん中までずりさげて、学者に変装したウィブが勝利の指文字を作った。

「あのう、まだ、これを落としちゃいけないでしょうか？　どうも気持ち悪くて」

　イシュカが、顔の血のりをゆびさす。みんな一斉に、静かに、と手て真似まねをした。

「これ、やりすぎじゃないですか？」

　声をひそめつつ、イシュカはなおもぼやいた。

「演芸団で習った変装は、こういうのだったよ」

　ウィブは、イシュカの抗こう議ぎにも涼すずしい顔だった。ま、彼女自身の格好だって、みっともなさという意味では、それほどイシュカと差があるとは思えない。気味の悪さではさすがにイシュカのほうが上だろうが。

「お金かかってるんだから、文句言わないのよ、イシュカ」

　店の外から、タリアの声が飛んできた。血のりには、地底では非常に高価な果実の汁しるが使われているのだ。

　ちなみに、タリアは、万一に備えて外での見張りをポコとともに引き受けている。いざとなれば、ウィブの肩かたに乗っている使い魔まエムを通して、お互たがいのことを知らせあえるだろう。魔ま術じゆつ師しは使い魔の見聞きしたことをそのまま知ることができるのだ。

　だから離れててもいいはずなんだけど。

　イシュカは、体をもぞもぞさせている。血のりが下着にしみこんだあたりが、むずむずしているらしい。まずイシュカに扮ふん装そうさせてから自分たちが何になりすますかを決めることにしておいて、やはり正解だったと、スランとソアラはうなずきあった。

「姉ちゃんのかけてる〝眼鏡〟とやらも高かったもんな。今度貸してよね」

　ピコが言った。本人は、立派なドワーフになりすましているつもりである。彼だけは、自分自身で変装したのだ。

　ちなみに眼鏡というのは、水すい晶しようの板を磨みがいて、枠わくにはめこみ、鼻の上にのせて視界を狭せまくするための道具である。視界を狭くしてなんの利点があるのかは、作ったドワーフに訊たずねてほしい。

「ほんとにこんな変装する必要あったのかしら？」

　顔を薄うすい布で隠しているマーニーが呟つぶやいた。

「ああ、だって、モグラ族とゴーロックが仲間だったら、顔を知られてるかもしれないだろ」

　ソアラが言った。

　だからって、これか？

　店員頭が戻ってくる音がして、みんな話すのを止やめた。

「あの、主人はやはりお会いいたしかねると。体調を崩くずしてと申しましたが、実はかなりの怪け我がをしてふせっておりまして」

　きつく命じられてきたらしい口調だった。

　ウィブは、わずかに考えこんだ。

　いちかばちかだ。少なくとも、昨日と一昨日おととい聞きこんだかぎりでは、ゴーロックはそれなりにやり手の商人ではあるが、悪党だとは思えなかった。

　わざとこちらの手の内を見せるのも、計略のうちだ。

「モグラ族の病気についても……研究したいので、と伝えていただけませんか……、特に治ち療りよう法について、とね」

　みんなの視線がウィブに集まる。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶか、と問いかけているのだ。もちろん、ピコはのぞいてである。

　きっぱりと、ウィブはうなずいた。

　だけれど、ちょっと目が不安そうであったりはする。

　店員頭がしらが、迫はく力りよくに押されて奥に消えた。

　今度は、さっきより短い時間で戻ってきた。

「お会いになるそうです」

　そう言った。

　短い廊ろう下かを案内されて、通されたのは寝しん室しつだった。

「事情が事情なので、こんなところで失礼する。俺が、ゴーロックだ」

　寝しん台だいに身を起こした、頭と腕うでと足に包帯を巻きつけた中年の男が言った。寝ね間ま着きの下だから見えないが、おそらくは胴どう体たいにも包帯が巻かれているのに違ちがいない。

　その不自由な体で、彼は長ちよう剣けんをかまえてウィブたちを待ちかまえていた。

「あ、あの……」

　気き迫はく充じゆう分ぶんである。

「それで、あいつらを人ひと質じちにとって、いったい俺の何が欲しいんだ、きさまら」

　どういうわけか、彼はずいぶんと怒おこっているようだった。

「はあ？」

　ウィブは、思わず地のままで声をあげていた。

「あ～、ごほん。なんの……ことですかな」

　咳せき払ばらいして、あわててとりつくろう。

「ごまかすな。モグラ族の病気のことを知っているやつは、俺とモグラ族以外には、お前たちだけだろう」

　ゴーロックは、剛ごう毅きで実直そうな顔つきである。

「いや、そうともかぎらないと思いますよ」

　イシュカはいつもの調子で言った。本人は、独り言を呟いたつもりかもしれない。

　ゴーロックは、傷だらけの外見に似合わない丁てい寧ねいな口調に、けげんそうな目を向けた。

「あ～、ゴーロック……殿どの」

　ウィブが進み出ると、ゴーロックの剣けんが、ぴたりとつきつけられた。前に出ようとするソアラを、スランが引き止める。

「何か……勘かん違ちがいされているようで」

　ウィブは、まだ暗い学者の芝居を続けて、ぼそぼそと喋しやべっている。

「にゃにゃにゃ」

　肩の上のエムがじたばた暴れた。外で、エムの耳を通じて話を聞いているタリアが、何か言いたいのだろう。

「ゴーロック殿……、我々は……純じゆん粋すいに学問上での調べごとのために……モグラ族に会いたいのですよ」

「それが本当だとしてもダメだな。つまらん好こう奇き心しんに、彼らをさらす気はない」

　ゴーロックはきっぱりと言った。剣の切きつ尖さきがぷるぷると震ふるえているのは、怒いかりではなくて、やはり傷の痛みのせいだろう。

「にゃにゃ」

　タリアは、まだ何か言いたいらしい。

「まあ、そう固いこと言わずにさあ、おじさん」

　ソアラが、スランをふりきって言った。

　ゴーロックは疑わしそうな目で、彼らを見ている。

　あたりまえだ。誰だれがこんな連中を信用するか。

「信用して……ください。決して悪意をもっては……いません」

　ウィブは、暗い声で言った。どうも、この芝居が気に入っているらしい。だが、こちらが相手を信用せず、隠かくし事をしているのに、一方的に相手にだけこっちを信じろって言ってもねえ。

「よく信用なんて言えたもんだな。病気の件はどう言い訳するつもりだ？」

　ゴーロックは、変装したウィブを睨にらみつけた。

「は？」

「俺は、病気の話をしたことはない。ということは、あんたたちは、病気治療と称しようしてモグラ族に入りこんでるあいつらの仲間ってことだ。言い訳できるか？」

「なんだか、よくわからなくなってきたぞ」

　ソアラが、正直な感想を口に出した。

「にゃにゃ～にゃ」

　騒さわぐエムを見て、おずおずとイシュカが言った。

「あのですね、姫ひめ様の気質から言って、全部話しちゃえ、とおっしゃっておられるんではないでしょうか？」

　珍めずらしく、正解だったらしい。エムが満足げにうなずいている。

「う～ん」

　ウィブは悩なやんだ。

「おい、いったい、どういうことだ？」

　ゴーロックも、わけがわからないという顔つきだ。

「どうやら、学問というのは噓うそらしいが、バドネス信者でもなさそうだな」

「バドネスぅ！」

　ソアラとイシュカが一いつ斉せいにすっとんきょうな叫さけびをあげた。

「やっぱり、そうか！」

「許せませんね！」

　いきなり態度を変えられて、ゴーロックは目を白黒させている。

「わかりました、ゴーロック殿、……全すべてを正直に話しましょう。だから、そちらも正直にお教えいただきたい。我々はバドネス教団が……モグラ族の文化に……影えい響きようを与あたえることを危き惧ぐしている……学者です」

　だから、正直にと言うのなら、いらん小こ芝しば居いをやめなさい、ウィブ。
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　モグラ族の住む穴は、タンターフェの街から、徒歩でおよそ三日ほどの距きよ離りにあった。

　発光苔ごけもすっかり暗くなって、ちらほらと小さな明かりが天てん井じようにある程度の時刻。地上なら、星明かりだけの夜ほどの暗さだ。

　モグラ族にとっては、快適な時間帯である。

　ウィブたちは、小高い丘おかの上に立っていた。別の丘のふもとにある、ほんの小さな洞どう窟くつの入り口を見おろす。

　ほんとに小さい。

　人がせいぜい二人か、三人程度しか通れそうにない大きさである。

「あそこかい？」

　ピコが指さした先を見て、イシュカに背負われたゴーロックはうなずいた。包帯だらけのまま、やってきている。

「なんか、それほど深いようには思えないけどなあ」

　ソアラが言う。確かに、見たかぎりでは、入って数十歩も進めば行き止まりになっていそうな感じだ。

「あまり広い入り口で、光が入ってきても困るからな。あの奥は、はるか下にまで広がってて、百人近いモグラ族が充じゆう分ぶん住めるくらいなんだ」

　何回か繰くり返して説明していることを、飽あきもせずにゴーロックは言った。

「ねえねえ、ほんとに夜妖よう精せいって知らない？」

　タリアが、こっちも何回となく繰り返してきた質問を、こりずにまた口にした。

　地底に住んでるんなら知りあいに違いないという、例によって短たん絡らく的な思いつきである。

「だからあ、知ってはいるが、出会ったことはないよ。後はモグラ族の長老に訊きいてくれ」

　ゴーロックの返事も、何度繰り返されたかわからない。

「もっとも、モグラ族も、夜妖精とかに出会ったことはあっても、頼たのみごとができるような仲ではないと思うぞ。なにせ、地底に住んでる種族だからな。我々とは、まったく考え方が違うんだ」

　その発言には深く納なつ得とくしつつ、タリアは、この三日間続けてきたもう一つの質問も口にしてみた。

「じゃあ、モグラ族の人は、どのくらい穴が掘ほれるの？」

「軟やわらかい土でも、人が歩くより速くはないよ。まして、夜妖精みたいに固い岩を通り抜ぬけたりは無理だ」

「うう～ん……ほんとに？　試ためしてみようとか思わない？」

「思わせようとも考えないね」

「姫、もともとご無理を聞いていただいてるのですから、さらなる無む茶ちやなどおっしゃらないようにですね……」

　イシュカが止めにはいるのも、ここ数日の日課だった。

　ゴーロックによれば、モグラ族は、太古の昔に、人ひと嫌ぎらいが高じて地下に潜もぐってしまった者たちの子孫なのだそうだ。

　ちなみに、タリアは、もともとウィブが家庭教師をしていたお嬢じよう様さまで、見聞を広めるためについてきたのだ、ということにしてある。

　もちろん、ゴーロックは、そのへんすべて作り事だなんてこと百も二百も承知なんだろうが。

「とにかく、ここまで来たんだ。ぐずぐずしてもしょうがない。ぶつけて砕くだけばいいんだ」

　ソアラが言った。意味もなく、腕をぐるぐると回している。何を砕くつもりだ。

「何を……しておるのだね……ソアラくん」

　ウィブは、まだ学者の演技を続けている。気にいっているらしい。

「え、これかい？　気合いをいれてるんだ」

　今度は屈くつ伸しん運動をはじめながら、ソアラは言った。

「さあ、とっとと行こうぜ」

　熱血戦士の額には、うっすら汗あせが浮うかんでいる。血が熱くなりすぎて、頭がゆだってしまってんじゃあるまいか。

「では、参りましょうか」

　イシュカも、体を一揺ゆすりして、ゴーロックを背負い直した。

　スランが、すっと腕をあげて、みんなを止めた。

「どうしたの、スーちゃん？」

　スランは、もう一度、洞窟の入り口を見るように示した。

　で、ウィブは見た。

　そして、ゴーロックに訊たずねた。

「あそこに立っている人たちも……モグラ族なのですか？」

　人ひと影かげが見えている。暗いので、かすかにしかわからない。

「鎧よろいを着てるよ」

　タリアが言った。森妖精族は夜目も遠目もきく。半分だけとはいえ、タリアにも優美のきわみとされる森妖精族の血が流れているのだ。

　ほんとに半分も流れているのだろうか。

「モグラ族は、鎧なんてものは身につけん」

　はき捨てるような口調でゴーロックは言った。

「武器も持ってるみたいだぜ」

　精せい霊れい視力で見てとったソアラが言う。武器のあるところ、必ずヴァルキリエの同族がいる。

『だわ、だわ』

　しかし、こんなにやかましく、自我をはっきりもっているヴァルキリエはめったにいない。

「おそらくは、俺を襲おそった連中だ。どんどん、モグラ族に入りこんでるな」

　ゴーロックは今にも火を噴ふきそうな口調だ。

「あの、すいません。唾つばが耳に入るんですが」

　イシュカは背中に向かってぼやいた。

　もちろん、例によって誰も反応しなかった。

　ゴーロックは、数日前もこのモグラ族の住居を訪ねている。その時、かなり暴力的に追い返された上に、帰り道で襲しゆう撃げきを受けて、こんな傷をおったのだ。

　モグラ族自身には、決して邪じや悪あくな意思はないと、ゴーロックは断言しているのだが。

　ま、信じてみるしかない。もしも間ま違ちがっていれば、それは、その時に考えればいいことだ。

　まず目前の問題を片づけていけば、いつか全部解決するさ、というのが彼らの信条である。

「やつらが俺を襲ってきたんだ。バドネス信者なのは間違いない」

　ゴーロックが言った。つまり、暴力的な相手であり、片づけないとモグラ族から話を聞くことができない、ってことである。

「どうする……べきかね？」

　まだまだ学者口調でウィブが言った。

「おいら……じゃない、わしが踊おどらせてやろうか？」

　ウィブの学者以上に似合っていないのにもかかわらず、それ以上にドワーフへの変装を気に入っているピコが、背中の袋ふくろをゆすった。

「ドワーフは踊りとかするんだっけ？」

　タリアに指し摘てきされて、ピコが悔くやしそうに言葉をとぎらせる。

　じつはドワーフはわりと踊りが嫌きらいじゃないのだ。世間が固そうな印象を勝手に持ってるだけで。

「とにかく悪いやつなら殴なぐり……いやいやいや」

　ソアラには珍しく、途と中ちゆうで気がついた。リィズがいるからだろう。守るべき存在は、少年を男に成長させるのだ。

「手間取ると……騒ぎになろうなあ……仲間が……おるやもしれぬからのぅ」

　どんどん、田舎いなかの祖母ばあちゃんみたいな口調になってゆくウィブである。

「邪悪なやからなど、我が剣けんが一いち撃げきで粉ふん砕さいしてごらんにいれます」

　いつもの調子で剣を抜こうとして背中に回したイシュカの拳こぶしが、ゴーロックの顔面を殴りつける。

「あおうっ」

「す、すいませんっ」

　騒ぎはまずいが、もう既すでに大騒ぎである。

「敵の数が増えたって、正義は勝ってみせるけど、人ひと質じちとかややこしいからな」

　ソアラの言葉に、ウィブが提案した。

「であれば、おびきだすのが……よいやもしれぬ」

「まあ、とりあえずは静かにさせられるといいんだけどな」

「じゃあ、わたいがこっそり近づいて、魔ま法ほうで眠ねむらせようか？」

「え、どうしたんだ、タリア？」

　タリアが積極的に働こうとしていることに、全員が驚きよう愕がくした。

「眠らせるほうは、そりゃまあ、なんとかなるだろうけどさ、姫。こっそり近づくって……いや、こないだあたしが教えたけど」

　演技を忘れ、素すでウィブが言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよー。ちゃんと覚えたもん」

　何に興味をもったのか、ピコやウィブに忍しのび歩きや身を隠かくす技わざなんかを学んだりしていたのだ。働こうってんでなく、実地で試してみたいだけなんだろう。

「だったら、俺も精せい霊れい魔ま法ほうで姿を消してついていくよ」

「こっそり忍び寄って不ふ意い討うちですかぁ……」

「イシュカ、何か文句があるの？」

　タリアの声が尖とがった。

「は、いえ、けして、そのような。ライリー神も、持てる知ち恵えを使わずに戦うは勇者のなすことにあらず、とおっしゃっておられますし」

　柔じゆう軟なんな解かい釈しやくを許す神様素す晴ばらしい。

「……あんたら、司祭さんのほかにも魔法を使うのか？」

　ゴーロックは、クリュオの床ゆかの住人らしく、ちらりと嫌けん悪おの表情を見せた。

「旅の……途中、古代の遺い跡せきや、ルーフ・ウォーカーの村を……おとずれることもありましてね、魔ま術じゆつを多少……たしなみます」

「学者の先生ではなくて、こちらのお嬢じようさんと戦士くんが魔法を使うって話だが？」

「はは……、実用などというものは、あなた、まだ未熟なものが……考えていればよろしい」

　ウィブはうまく言いくるめたつもりだ。

　ゴーロックは、包帯だらけの体で、器用に肩かたをすくめた。

「……まあいい。大事の前の小事だ。俺としては、こちらの司祭方が本当の魔法を使えて病いを癒いやせるなら、他ほかの魔法には目をつぶるよ」

　前回、ゴーロックも、モグラ族の病いを癒そうと、あるコヒ＝アの司祭を連れていったらしいのだが、その司祭の病い癒しの祈いのりは、いっこうに効果をあらわさなかったのだという。

「おまかせください。私の信しん仰こうの力をもってすれば、きっと大丈夫です」

　イシュカが胸を叩たたいた拍ひよう子しに、ゴーロックの体がずりおちそうになる。

　マーニーのほうは、黙だまってうなずいただけだった。そっと絡からませてきた指を、珍めずらしく逃にげずにスランは握にぎってやった。

　そしてスランは、相棒の少年にそっと目くばせをした。

「んじゃ、いってみようかあ！」

　ソアラは、音を立てて、拳とてのひらをうちあわせた。

　騒さわがしいことだ。

　ほんとうに、こんな連中にまかせて大丈夫だったんだろうか。そんな思いに深くとらわれてゆくゴーロックであった。

　ことわざにいわく、『ゾンビにされてから、自殺を悔くやんでも遅おそい』のである。
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　こっそりと。

　こっそりと。

「こっそりと」

　考えたことは全部口に出してしまうのが、タリアの悪い癖くせである。

「誰だれだ！　そこにいるのは」

「あ、しまった」

　タリアは岩かげから立ちあがった。

　見張りは背を向けている。

「なんと、そっちか！」

　声が反はん響きようして違ちがう方向から聞こえていたらしい。見張りをしていた二人のバドネス信者は、あわててタリアに向き直った。

　幸いなことに、タリアは、ぎりぎり魔法の有効範はん囲いに入りこんでいた。向こうがふりむくまでに、呪じゆ文もんを唱え終えることができた。

「セデル・ダーっ」

　いい加減、使い慣れてきて、新しん鮮せんみのかけらもない眠りの空気の呪文だが、今日はちょっと勢いこんで使ってみた。

　ちょっと前のめりすぎたのが、タリアらしくなかったのが災わざわいしたかもしれない。二人の見張りは、ほんの少しくらっとしたようすを見せただけで、彼女のほうに向かってきた。

「こりゃ、いかぁん」

　遠くの岩かげで、そのようすを見ていたイシュカは、あわてて躍おどりでた。

「姉ちゃん、あとをよろしく」

　ドワーフに変装して、気分はすっかりなりきっているピコも、小型の──これがナイフなら歯のあいだをせせるのに使えるだろうに、という程度の──斧おのをもってとびだした。

　スランとマーニーも、彼らの後を追う。しかし、多少の距きよ離りがある。

　ウィブは、腰こしの後ろを探さぐった。しかし、いつもそこにさげられている短弓シヨートボウは、ない。

　学者はあんまりそういう物を持ち歩かんだろうてんで、荷物の中にしまってあるのである。

「あ、ごほん」

　こっちを見つめているゴーロックに咳せき払ばらいしてみせる。

「大丈夫……彼らの腕うで前まえは一流です」

　自分で、自分の言葉が信じられればいいのだけれど。

「ややっややややっやっ」

　わめきながら、タリアは逃げている。

　こう勢いよく走るのは、久しぶりだが、結構な速さだ。

「何者だ！」

「待て！」

　こう言われて、タリアは、両足をそろえて立ち止まった。土つち煙けむりがあがりそうないきおいである。くるっとふりかえると、タリアは舌を出した。森妖よう精せいのあいだでは、挑ちよう戦せんの意味をもつ仕草である。

　止まれと言われて止まるという意外な反応に、見張りの動きが止まった。

　その彼らの背後に、唐とう突とつに少年の姿がにじみでてくる。

　うろたえる心の精霊に頼たのんで、姿を隠してもらっていたソアラである。うろたえる心の精霊は恥はずかしがりやだ。そのくせ、精霊としては異様に目立つ。少しでも精神集中がゆるめば、精霊使いはその姿を見てしまって、見られた精霊は逃げさってしまう。いかに腕うで利ききの精霊使いでも、姿を隠したまま戦いを挑いどむことはできない。

『いくだわ！　油断してるやつがいけないんだわぁ』

「どうりゃあああ」

　ヴァルキリエの声せい援えんを受けつつ、見張りの背後から、ソアラは思いきり戦棍メイスをふりおろした。

　ぼこ。

　戦棍メイスは、思いきり地面にめりこんだ。

『もちろんだわ。警告なしの攻こう撃げきなんて卑ひ怯きようでいけないだわ』

　ヴァルキリエは、そう言ってソアラを慰なぐさめた。力み過ぎて外しただけなんだけどね。

「敵だ！」

「敵だぞぉ」

　二人の見張りは、口々に叫さけんだ。

　ソアラは、真下から戦棍をふりあげ、その片方を殴りつけた。今度はさすがに命中した。

　戦棍を胸にぶつけられた男は、よろけはしたが、倒たおれるまではいかなかった。腰の剣を抜ぬいて斬きりかかってくる。

　こいつの腕前はそれなり程度だが、声に応じて、洞どう窟くつの中から数人のバドネス信者があらわれた。

「おい、総がかりで行くぞ、みんな来い！」

　連中の叫びを聞いて、駆かけよる途中のスランが、にやりと笑った。数に大きな差はなさそうだ。なら、立てこもられたり人質をとられたりするよりは、こっちのほうがましだ。

「せでる・だー」

　どうせ効かないんでしょうけど、という恨うらみがましい響ひびきをこめて、もう一度、タリアは眠りの空気の呪文を唱えた。

　なにせ洞窟の出口は狭せまい。

　一いつ斉せいに出てこようとした連中が、ごちゃごちゃと固まっているのだ。じつに戦いの素人しろうとなのであった。

　これで、眠りの空気の呪文をかけない真しん音おん魔ま術じゆつ師しは、まずいない。タリアですら、思いつくのだ。この呪文を使わないのは、麻ま痺ひの空気や冷気の嵐あらしなどといった上級の呪文を唱えられる魔術師くらいのものであろう。

　で、タリアの呪文は、どうなったかというと。

　これが成功していたりするのである。

　眠ったのは下っ端ぱだけだが、それでもうほとんど全員である。

　イシュカ以上の巨きよ体たいの男と、なにやら杖つえを構えた男の二人だけは、どうやら眠らなかったようだが、他の者は倒れこんでいた。

　どうも眠りの空気の呪文はなげやりな調子で唱えたほうが効果が大きくなるらしい。さっきみたいに勢いこんでは、眠くたって眠れないだろうし。

「やっほー」

　後発の仲間のうち、真っ先に戦場に到とう着ちやくしたのは、もちろんピコだった。足が短いわりには、走る速度はなかなかなのだ。

　世にも珍しい素す早ばやいドワーフ。

　だとは、誰も考えなかったらしい。

「邪じや魔まをするな、小こ僧ぞう！」

　まだ無傷だったほうの見張りが、左の拳で殴なぐりつけようとするのをひょいとかわして、ピコが斧をぶちこむ。

　ぺこんという、情けない音がした。

「あれ？」

　ピコの斧は、見張りの革鎧レザーアーマーにさえ傷一つつけられなかった。

　ま、草原妖精の筋力なら、その程度のものだ。変装したって、体力まで増えてるわけではないのである。変身じゃないんだから。

「この小僧っ！」

　見張りは、怒いかりにまかせてぶんぶんと剣けんをふりまわした。だが、逃げるのならお手のもののピコだ。当たるものじゃない。

　その逆に、ピコの斧はがんがんぶちあたっている。しかし、まるっきり傷を負わせられないのである。別に分厚い板金鎧プレートアーマーを身につけているわけでもない。ただの革鎧なのに。

　そうこうするうちに、洞窟からあらわれた二人の男が近づいてくる。巨体の男は、自分の身長と同じくらいの両手持ちの大剣グレートソードと、鎖くさりかたびらを身につけていた。

　杖の男は、少し離はなれた場所で足を止めると、ぶつぶつと呪文を唱えている。輝かがやく矢が、そのてのひらからはなたれた。男は魔術師だったのだ。

　魔ま法ほうの矢は、見張りの一人と剣をかわしていたソアラに突つき刺ささった。

　ソアラの体が、大きくのけぞる。

「あっ！」

　ゴーロックと一いつ緒しよに、遠くから見守っていたウィブは、思わず立ちあがっていた。サミスーラでの、息が止まるような思いがよみがえってくる。

　のけぞったソアラは、倒れずになんとか踏ふみとどまった。しかし、そこにバドネス信者の長ちよう剣けんが襲おそいかかる。

　鋭するどい金属音とともに、それをはねあげたのは、ようやく駆けつけてわりこんだスランだった。

　ひるがえった剣けん先さきが、バドネス信者の脇わき腹ばらから血をしぶかせる。

　その間に、どうにかソアラは姿勢をたてなおした。

「ほんっとに、魔法で死にかけてばっかりいるんだから」

　すっかり学者の演技を忘れているウィブを、やはりな、という風にゴーロックが見あげた。

「ああ、もう。止やめたっ」

　帽ぼう子しをむしりとったウィブは、荷物に駆け寄って、隠かくしてあった短弓をとりだした。

　その頃ころ。

「案外、戦士ってつまらないよな」

　と、ピコも呟つぶやいていた。

　ひょいひょいと敵の攻撃を避よけながら、がんがんと斧を叩きつけ続ける。

　やっぱり打だ撃げきは与あたえられない。

　しかし、一人ぶんの戦力を無む駄だにさせているという点では、意外に戦術的な意味は大きいのである。

　さて、駆けつけたスランは、ソアラと戦っていた男を引き受けた。彼に続いてやってきたマーニーが、ラーファに、ソアラの傷を癒いやすための祈いのりを捧ささげはじめた。

　後方に控ひかえたままの、敵の魔術師は、また別の呪文を唱えている。

「ラッド・フェル」

　その言葉が響くと、彼を守って立ちはだかっている巨きよ漢かんの大剣が、真っ赤な炎ほのおに包まれた。

「ひ～め～！　もうしわけございませ～ん！」

　ちょうど、その時、どすどすと地じ響ひびきをたてて神官騎き士しが走りよってきた。

「遅おそいよ、イシュカ」

　タリアは、敵が使ったのと同じ呪文を、イシュカの剣にかけた。

「ラッド・フェル（燃えよ剣、え、俺は鉄だぁ？　そんなこと関係あるもんですか！　鉄でもなんでも、戦いの高こう揚よう心は燃える炎であらわされるものよ。さあ、あんたも燃えるのよ！　そして敵を打ち砕くだくの！　燃えるあんたに敵はないんだからっ！　燃える怒りを立ちはだかるやつらにぶちかませ！　勝利の栄光を、きみに）」

　ここまで言われれば、武器にも気合いが入ろうというものだ。燃える。

　しかし、炎をあげるのはこの呪文の副産物にすぎない。肝かん心じんなのは武器が燃えたたせたおのれの魂たましいなのだ。魂を燃やしている武器は、威い力りよくがどんと増す。

　イシュカは、燃える大剣をかまえて突とつ撃げきした。その炎の色は、青白い。

　燃える大剣をもった巨漢同士の激げき突とつ。これは怖こわい。

　しかも片方は顔面が生傷だらけである。いっそう怖い。

　巨漢はくるりときびすを返して逃にげ出した。

　案外、気の弱い男だったらしい。

「あ、こら、待て」

　言うが早いか、魔術師も逃げ出した。

　逃げ足は、どちらもみごとなものだった。

「なんなのよ、あれは」

　ようやくかまえた短弓の狙ねらい場所に困って、ウィブはぼそっと呟いた。
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　イシュカは必死で追いかけたのだが、結局、逃げられてしまい、タリアに白い目で見られることになった。

　ここにいたバドネス信者は、こいつらだけだったらしい。襲しゆう撃げきは予想外だったようだ。

　巨漢と魔術師が逃げたところで、ピコにふりまわされて疲つかれ果てた男と、スランに圧あつ倒とうされていた男が降こう伏ふくした。

　とりあえず問い詰つめてはみたが、予想した通り、上の者の言いつけに従っただけで、何も知らないと繰くり返すばかりだった。たぶん、本当に知らないのだろう。

　ここへは、モグラ族の監かん視しに来たのだと言った。病気から救いに来たのだという言い訳さえしなかった。

　眠ねむらせたやつらとまとめて縛しばり上げておいて、一同は洞窟に入った。

　そうしたら、すぐに声が聞こえた。

　モグラ族だ。あたりは真っ暗だが、どんどん近づいてくるのは声でわかった。まあ、ソアラやタリアは、暗くら闇やみでもどうってことないけれども。

「おや、ゴーロックさんじゃないか」

「あ、ほんとだ」

「お久しぶりですねえ」

　ざわざわざわざわ。

　集まってきた一人一人は、小さな声で話しているのだが、かなりの数がいるので、やかましいことこのうえない。

「なあおい、長老を呼んでくれないか。話があるんだ！」

　ゴーロックは声をはりあげた。だが、誰だれもその声をききとってくれていない。

「皆みなさん、少しお静かに願います！」

　イシュカの声ですら、かき消されるほどなのである。

「人ひと嫌ぎらいで偏へん屈くつな種族じゃなかったっけ？」

　タリアの疑問に、ゴーロックはこう答えた。

「単に明るいのが嫌きらいなだけだ」

「そういうの偏屈って言うんじゃないの？」

　その通りである。

　であるが、面と向かって言われて気分のいいもんでもあるまい。

　モグラ族もクリュオの共通語を使っている。古代魔ま法ほう帝てい国こくの公用語が変化したものだ。言ってることは通じているのである。意識して別の言葉を話そうとすれば、翻ほん訳やく首輪は訳さない。だから、もとの地上語で話そうと意識すればいいのだが、タリアは、たいていの場合、考える前に言葉が口をついて出るのである。

「この人たち、明かりに弱いんだよね？」

「あ？　ああ、強い光は肌はだを焼くからな」

　発光苔ごけがいちばん強く輝く真昼だって、地上の薄うす曇ぐもり程度のものだが、それにだって耐たえられないらしい。

「じゃあ、明かりの魔法を唱えれば静かになるかな？」

　もちろん、言った時には行動しはじめているのがタリアである。

「姫ひめ、姫、しばしお待ちを」

「おい、病人もいるんだぞ」

　イシュカとゴーロックがあわてて止め、ようとして暗闇で頭をぶつけあった。

「リパス」

　ほんのりと、ごくごく小さな明かりが杖の先にともった。

　ざざっと、光の届く範はん囲いからモグラ族がいなくなる。

　静かにもなった。

「さあ、長老を呼んでいらっしゃい」

　タリアが命じた。

「わしが長老だ」

　か細い声が言った。

「来てたんなら、さっさと名乗ってよ」

「さっきから、ここにおると言っておる」

「聞こえてないなら、いなかったと同じ」

　タリアは断言した。

　一面の真理である。

　裏を返せば、そんなことはない、と言われてしまうが。

「お爺じいさん、リィズを返してくれよ」

　ソアラが叫さけんだ。

「……それは誰のことじゃ」

　長老ってのは声がよく通る人物であることが多いんだが、モグラ族の長老は声がか細い。

　もしかすると、ほんとうにただ長く生きているだけの長老なのかもしれない。

「あんたらがさらっていった女の子のことだよ！」

　ソアラが語気を荒あらくしても、長老はぼそぼそ答えるだけだ。

「わしらは、さらったりせんよ」

「あんたらがやったって証しよう拠こもあるぞ。え～っと」

「あれは姫がもってるよ、ソアラ」

　ふところのあちこちを探さぐっているソアラに、ウィブが助け船を出した。

「え、なに？」

　タリアが首をかしげる。

「あれだよ、あれ。手て袋ぶくろ」

「ああ、あれね」

　タリアは、イシュカに持たせた荷物から、穴あな掘ほり用の例の鉤かぎ爪づめつき手袋を取りだした。

「確かに、わしらの使ってるやつだな。しかし、わしらはさらわんよ」

　手袋を見せても、長老はそう言った。

「けどな……！」

「まあ、待て」

　叫ぼうとしたソアラを押さえようと出したゴーロックの手が、むにゅっと柔やわらかいものをつかんだ。杖つえにともした乏とぼしい明かりでは、距きよ離り感かんがつかみにくい。

　もちろん、ゴーロックがつかんだのは、ソアラの体ではなかった。

「きゃあっ」

　叫ぶが早いか、タリアの杖から小さな火球が飛んだ。

「うっわわわわわ」

「ひやあああああ」

「あつつつつつつ」

　ぶつかりもしていないモグラ族が、恐きよう慌こう状態になって逃げ惑まどった。大おお騒さわぎである。

　騒そう動どうがおさまるには、いつもながら、かなりの時間を要した。

　なんとか落ち着いたころには、みんなそのまま、腰こしを据すえて話し合う感じになっていた。

　ソアラたちは、自分たちの連れの少女が、モグラ族の手袋を使う誰かにさらわれた、という話をしたのだ。

「それで、あんたらを調べたくて、ゴーロックさんを騙だましたんだ。すまなかったな」

「ああ、うん」

　ほぼ騙されていなかったゴーロックは、曖あい昧まいにうなずいた。

　彼は、騙されていたことを怒おこりもせず、むしろ熱心にモグラ族を説得してくれた。

「教えてくれよ。確かに、あんたらの意思でさらったんじゃないかもしれんが、あいつらに命令されたんだろう」

「うんにゃ」

　暗闇の中から聞こえてくる長老の声は、か細かった。

「命令はされとらんよ。正当な代価を支払ってるだけだ」

　長老は、一族の女子供に流行はやった病気を治せる薬を買うために、何人かの男たちをバドネスに貸したのだと言った。

「そいつらが何かしたとしても、わしらがやったわけではない」

　というのが、モグラ族の言い分だった。

　誰かが短たん剣けんで刺さされたとき、悪いのはそれを持っていた手でも、短剣でもなく、刺そうとした心だ、というのがモグラ族の考え方だそうである。

「短剣はものを考えないけど、あなたたちも考えないの？」

　と、ふだんからものを考えないタリアに指し摘てきされて──ま、長老はタリアがそんな人間だとは知らないだろうが──長老は考えこんだ、ようだった。

「しかし、薬を売ってもらえなくなるのは困る」

　しばらくたってから、長老はそう言った。

「だから、それは俺にまかせてくれ」

　ゴーロックは熱心にかき口説いた。

「病気を治せるやつを連れてきた」

「前に、お前の連れてきた連中は、女たち、子供たちの病気は治せなかった」

　長老は、遠えん慮りよしいしいそう言った。

「今度は、違ちがいます！」

　偉えらそうに宣言したのは、もちろん、ゴーロックではなく、イシュカである。

　その大声で、洞どう窟くつの天てん井じようからぱらぱらと埃ほこりがふってきた。

「なんなら、まずはおいらが元気になる歌を……」

「せんでもよい！」

　怒ど鳴なると小石が落ちてきた。

「偉い大だいなる神の力は、万ばん人にんの前にしめされるでしょう。どうか我らをお信じください」

　勢いだけは、盛んであった。

　イシュカが言い終わると、しばらくのあいだ、誰も口をきかなかった。

　ピコがリュートをつまびいた。

「やめんか」

　イシュカの声とともに、拳こぶしが後頭部にがつんとふりそそいだ。

「まだ踊おどってないじゃないかぁ」

　ピコは、イシュカを恨うらみがましく見上げた。

　イシュカは、ピコの前に立っていたのだが。

　背後にいたのは、スランである。しかし、彼はいつのまにかピコの右手に移動していた。知らんぷりである。

「どうか、長老。せめて、試ためしてみるっていうのはどうか」

　ゴーロックは重ねて言った。

「まあ……よいか。上手うまくいったら、バドネス教団に貸したやつと話をさせてやろう」

　長老がそう言うと、いくつかのため息が、いっせいにもれた。

　そして、長老の命令によって、病人が一人、運ばれてきた。

「あいたっ」

　運んでいる途と中ちゆうで、そんな声が聞こえた。繰くり返しになるが、モグラ族は完全な暗視能力をもっているわけではないのだ。つまずいたらしい。

「気をつけろ……」

　声だけ聞いていると、誰だれが病人だかわからないような声をあげて、長老は運び手を叱しかった、ようである。

　ともかくも、病人は横たえられた。

「子供だ」

　精せい霊れい視力で見たソアラが言った。苦しげな呼吸の音は、暗くら闇やみでもはっきりわかる。

「では……」

　とイシュカが進みでようとする。

　彼が一歩ふみだした瞬しゆん間かん。

「頼たのむわ、マーニーちゃん」

　と、ウィブが言った。

　別に意地悪く間をはかっていたわけではない。

　わけではないが……。

「じゃあ、あたしがやるわね」

　マーニーは、暗闇のきわにひざまずいた。

「あ……」

　彼女が祈いのりの言葉を口にしようとした瞬間。

「ちょっと待った」

　ソアラが言った。

「これ、病気じゃないぜ」

　精霊力が乱れていないのだ。

　彼には、それが見える。

　病気はそもそも、体のさまざまな働きを司つかさどる精霊が、喧けん嘩かしたり、必要以上に親しくなりすぎることによって起きる。

　たとえば、吸う息と吐はく息を司る風の精霊が仲たがいすると、くしゃみやしゃっくりが出る。会うのを避さけるために、お互たがい普ふ段だんと別の通り道を使うからだ。

　血の流れを司る水の精霊が恋こいをすると、その人物は激しい動どう悸きに襲おそわれる。水の精霊の結けつ婚こん式は、やはりいちばん皆みなが集まりやすい心臓で行われるからである。──つけくわえておくと、体内の精霊は、そこいらで風や水を司っている同族より、ごくごくこぶりで精霊使いの目にもほぼ見えないほどだ。ありがたいことに。見えやすければ、血が真水に変わる必殺の精霊魔ま法ほうが開発されていただろう。

　それはともかく。

　今、ソアラがじっくり観察したところでは、運ばれてきたモグラ族の精霊力は、特に偏かたよってはいなかった。

「どうしよう、スーちゃん？」

　マーニーは、信しん頼らいしきった表情で、あわてずスランを見た。

　信頼されても、常に答えられるとは限らない。

　スランは、何も言わなかった。

　いつもどおりだ。

「毒消しの祈りを試してみるのは？」

　思いついたのは、ウィブである。

　あてずっぽうだが、まあ、間ま違ちがってもともとだ。

　バドネス信者が毒を盛ったってこともありうる。病気を流行らせるより楽だろう。その程度のことをやる連中になら、いままでだってさんざんお目にかかってきた。

　マーニーは、手慣れたようすで祈りはじめた。

　まあ、僧そう侶りよの祈りは、どれも内容に大差はない。できないんなら、信者がへりますよ、というやつだ。いささか面おも白しろみには欠ける。この点では、精霊魔法がいちばん変化に富んでいる。

　それはさておき。

　運ばれてきていたのは、子供だった。マーニーの長い祈りが終わると、それまで苦しげだったその子供の呼吸が、穏おだやかなものになっていった。

　止まる。

「死んじゃったの？」

　タリアが言った。

　空気が冷える。

　次の瞬間に、静かな呼吸が始まった。

　ほっとした空気が流れる。

「どうやら、効き目があったようじゃな」

　長老が、そう口にした。

「ゼンドト、おまえ、この人らと話を……」

　外から聞こえてきた異様な音が、長老の言葉をなかばでさえぎった。

「ミュー」

　捕ほ虜りよの見張りをさせていたポコの悲鳴まで聞こえてきた。

「大変だ」

　あわててピコが駆かけだした。
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　ウィブたちが洞窟から飛びだすと、ポコが主人のもとに駆けこんできた。

　すぐそこに、ばかでかい塊かたまりが、ざわざわとうごめいている。長い触しよつ角かくや、剛ごう毛もうの生えた脚あしは、台所や食料庫でよくみかけるしろものだが、太さが人間の足以上ということになると、気持ち悪さを通り越こして、眩暈めまいがしそうだった。油じみた濃こい茶ちや色の翅はねが、つやつやと天井の明かりを反射している。

　台所によく出る虫。ケローチのばかでかいやつだった。

「い」

「い」

「「いいいいいやあああああああああ！」」

　マーニーとウィブが、声をそろえて叫さけんだ。

「あっち行って」

「来るな来るなあ」

　普ふ通つうのケローチは、大きいものでも親指くらいしかない小さな虫である。茶ちや翅ばねをもった、人家に棲すみつく害虫だ。特に恐おそろしいわけではないが、とにかく嫌きらわれている。気持ち悪いので。

　しかも、こいつはでかい。背中に人間が足をふんばって立っていられるほど大きいのだ。

　驚おどろくべきことである。

　よくあんな不潔そうな場所に立っていられるものだ。

「どうしてだろね、ケローチが大きくても小さくても、悲鳴の大きさは変わんないんだ」

　ピコの言葉は、異様な音にさえぎられて、ウィブたちの耳には届かなかった。

　幸いである。

　しゃぎぃぃぃぃぃぃ。

　異様な音は、巨きよ大だいケローチの吠ほえ声だ。逃にげ出したはずの魔ま術じゆつ師しがその背に乗り、両手剣けんの巨きよ漢かんが、すぐ横にいる。縛しばって転がしておいた連中も、縄なわを解ほどかれていた。ポコでは、そりゃ太刀たち打うちできまい。

「ははははは」

　ケローチの背にいる魔術師が、あまり迫はく力りよくがあるとはいいかねる高笑いを発した。

「教祖テルケッツ様よりいただいたこの護ご符ふの力で自在に操あやつれる巨大ケローチだ。きさまらもこいつの毒の餌え食じきにしてやる」

「護符の力なんだったら、あんたは偉くないんじゃないの？」

　タリアが、例によって言わなくてもいい真実を指し摘てきする。

「……」

　魔術師は言葉に詰つまっていた。

「俺たちもってことは、誰だれか他ほかの連中にも毒を使ったんだな」

　今回のソアラの指摘には、魔術師は余よ裕ゆうと冷静さをもって対処することができた。決まりきったセリフですんだので。

「くくく、そんなことは死にゆくお前たちが知ってもしかたのないことだ」

　ばさあ、っと長衣のすそをひるがえし、魔術師は杖つえを天空にかざした。

「珍めずらしいねぇ。呪じゆ文もんを唱えるのに、そんなにおおげさに動かないといけないの？」

　タリアは、からかっているわけではなく本気である。

　真しん音おん魔ま術じゆつの呪文には、一定の動作が必要だ。言っていることを聞いてもらうには、まず注目を集めなくてはならないからだ。もっとも、物質の注目を集めるには、そんなにおおげさな動作は必要ない。人間とは、見ている場所が違ちがうのだ。

「別に呪文を唱えようとしたわけではないわっ！」

　魔術師は、渋しぶい顔で言った。

「ええい、やってしまえ！」

　巨大ケローチが、ぶうんと触角をふりまわした。先せん端たんから滴したたっているのは、毒液だろう。

　突とつ進しんしようと、まずはずっと身を沈しずめた。

　まわりに控ひかえているバドネス信者たちも、一いつ緒しよに突つっこんでくるはずだ。

　壮そう絶ぜつな戦いが巻き起ころうとした──その瞬間である。

　炎ほのおの塊がたてつづけに巨大ケローチをつつみこんだ。

　精霊魔法だ。それも、炎の精霊王破は壊かい派をおだてるたぐいの、かなり高度なものである。

「……そんな……これだけ盛り上げ……た、のに」

　黒くろ焦こげになった魔術師は、悲しげに呟つぶやいて気絶した。かろうじて息はあるが、もはや動けそうにもない。

　そして、魔術師の護符の支配から逃のがれた巨大ケローチは、火傷やけどの痛みに堪たえかねたか、大暴れをはじめた。

　もちろん、そのとばっちりをまともにくらったのは、巨漢をはじめとするバドネス信者たちだ。

　ソアラたちは、ぐるりと遠まきにして、こっそりとその戦いから遠ざかった。

　巨漢ひきいるバドネス信者たちと巨大ケローチ、生き残ったほうが敵になるが、どっちにしたってかなり弱ってるだろう。

　それまでは静かに見守っていればいい。

「けど、いったいどなたが助けてくださったんでしょうか」

　イシュカが言った、その時だ。

「あ、やっほ～っ」

　突とつ然ぜん、タリアが手をふった。

　丘おかの上に、五つの人ひと影かげを見つけたのである。

「あれは？」

「魔ま法ほうで助けてくれたんだよ」

　ソアラの問いに、タリアはそう答えた。うん、それはわかってるんだ。誰かを訊きいてるの。

　まあ、そのうち三人は、腕うでが四本あるんで、ソアラにも誰だかわかったろうけれど。

　人影たちが、丘をおりてくる。

「やっほ～っ」

　タリアは、そのあいだ中、ぶんぶんと手をふりつづけていた。

「あいかわらず、元気だね」

　そう言って、笑いかけてきたのはシェレラの若わか長おさだった。

　左右に控えているのは妹と、ス＝サグである。ス＝サグは、いい加減懲こりたのか、そっぽをむいたまま会話に口を出そうとしない。

「なんで、あんたたちがここにいるんだい？」

　ソアラが訊たずねたのは、腕が二本しかないほうの二人のうちの一人だった。長い柔やわらかそうな金きん髪ぱつの持ち主だ。

「そちらこそ、どうして？　いえ、あなたたちはいいのですけど……」

　マーニーが、こそこそとスランの後ろに隠かくれた。あらわれたのは、ミレニアだったのである。

「なんだい、この子たち、あんたらと知り合いかい？　世の中はってえのか、クリュオは狭せまいもんだね」

　もう一人は、乱暴な口調で話す、三十歳ほどに見える女性だった。タリアのように、頭に布を巻きつけている。

　その顔を、ソアラがまじまじと見つめた。

「お、お母さん」

　口走ったソアラの顔を、仲間たちがぎょっとして見つめた。

「に、よく似た人だなぁ」

「なんだぁ」

　みんな、肩かたの力が、がっくり抜ぬける。

「おや、どこかで見たような気がする顔だね？」

　その女性も、首をかしげてソアラを見つめた。

「残してきた息子むすこのソアラにそっくりだね。あの子も、そういえば、これくらいの年になってるはずだけど」

「へえ、息子の名前が俺と一緒なのか」

「……あたしの名前はクリスっていうんだけど、あんたの母さんは？」

「偶ぐう然ぜんですねぇ。俺のおふくろもクリスっていうんですよ」

「そんな偶然があるかいっ！」

　クリスがソアラを殴なぐりつけ、ごきぃっと首が曲がった。

「この痛みっ！　やっぱり母さんだ！」

　ソアラは、首を元に戻もどしながら叫んだ。
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「うそっ」

「まっさかぁ」

　みんな、驚きに目を見張った。

「こりゃめでたいね。踊おどるしか……」

　言いかけたピコを羽は交がい締じめにしつつ、イシュカにいたっては、ライリーに感謝の祈いのりを捧ささげはじめた。関係ないことで感謝されても神も困るとは思うが。

　一人、スランだけが何も言わなかった。少し、眉まゆをつりあげただけだ。

　いちばん冷静だったのは、当の本人たちだった。

「ソアラ、お前、どうしてこんなところにいるんだい？」

　十年の歳月をへだてての、衝しよう撃げきの再会であった。はずなのだが……。

「いや、話せば長いんだけどさ」

　そのわりには、緊きん張ちよう感かんとか歳月の重みとかいったものに欠ける母おや子こであった。なんだか、つい昨日別れたような調子である。

　しかし、なんにせよ長い話をしているわけにはいかなそうだった。

　ケローチが、羽をこすりあわせて、吠ほえ声のような音を発している。勝利の雄叫おたけびだ。

　気がつくと、巨漢以下のバドネス信者たちは、あらかた地面に転がっていた。死んではいないようである。どうやら、巨大ケローチは、触角ばかりではなく、吐はく息にまで毒が含ふくまれていたらしい。それに冒おかされると、痺しびれて動けなくなってしまうのだ。たぶん、そうなってからゆっくり食べるか、卵でも産みつけるのだろう。

　もっとも、今日はそのどちらでもないようだが。

　周囲に動くものがなくなって、巨大ケローチはソアラたちに気がついたようだった。

「話は戦った後にしようか」

　ソアラの言葉に、母はうなずいた。

　戦いが再開された。

　巨大ケローチの体は油でぬめっていた。

　しかし、竜りゆう脂し兵へいほどではなかったのである。

　とどめを刺さしたのは、やはりスランの一いち撃げきだった。

　だが、マーニーは、スランが体と武器と鎧よろいを洗うまで近づこうとしなかった。

　恐るべしケローチ。
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　ゴルダイの谷は、タンターフェの北東にある。

　谷の近辺を、天てん井じようから見ると、巨きよ大だいなクワレラを切りわけようと斧おのを叩たたきこみ、ナイフを使えばよかったことに気がついてひっこぬいた直後のように見えただろう。

　ちなみに、クワレラというのは、スバの実とクラの実をすりつぶして粉にし、水と卵とミラクラットの乳を発はつ酵こうさせたものをまぜあわせて、木の切り株によく似た円えん筒とう形に焼きあげたお菓か子しである。

　だからといって、木の切り株に斧で切れ目をいれたような、という比ひ喩ゆは、この谷についてはなりたたない。

　この台地の上部には、年輪がなく、張りだした根っこもないからだ。

　それはともかく。

　その切れ目こそがゴルダイの谷だった。

　このあたりは、同じような谷がいくつもあって、谷の原と呼ばれている。

　もはや、何かを言う気にもならない地底の人々の命名パターンであった。

　周囲には村もまばらで、人が訪おとずれることもめったになかったこの谷に、今、多くの人間が集まりつつある。

「おおい、それはこっちだぁ」

　叫さけび声が、切りたった右側の岩いわ壁かべに反はん響きようした。けして狭くはない谷なので、左側の岩壁にまでは反響しない。

「はいよ、親方」

　ソアラは、ぐいとツタを編んだ綱つなを引いた。綱は、石を削けずって作られた円柱、コロの上に載のせた大きな石に結びつけられている。

　額に汗あせを浮うかべながら、ソアラは石を運んでいった。

　美しい勤労青年、いや勤労少年の姿である。古い価値観かもしれないが。

「ばか、親方と呼ぶな。司祭様と呼びやがれ」

　ひげをはやした屈くつ強きようそうなおやじは、ごつい拳げん骨こつで、ソアラの頭のてっぺんを殴りつけた。手の甲こうには、奇き怪かいな紋もん章しようの刺青いれずみがある。

「痛いてえなあ、司祭様」

　ソアラは、ぽりぽりと頭をかいた。その手の甲にも、同じ紋章があった。こっちは刺青ではなくて、染せん料りようで描かいてあるだけのものだ。

　バドネスの信者の印である。

　最近はじめられた決まりらしいが、今では、ほぼすべての信者にこの印がつけられていた。

　あたりで働いている者たちも、みんな同じ印が手の甲にある。身につけているのは、質素な灰色の衣服だ。

「皆みなさぁ～ん。食事ですよ～」

　若い娘むすめの華はなやかな声が、現場に響ひびき渡わたった。

　何人かの女たちが、パンとスープを運んでいる。

「ようし、それをこっちに据すえつけちまったら昼飯にするかあ」

　親方と呼ばれた司祭が、胴どう間ま声ごえをはりあげた。

　それというのは、ソアラが引いている大石のことだ。

　信者たちは、黙もく々もくと仕事にはげんでいる。石を積みあげ、石いし杭ぐいをうちこみ、隙すき間まにしっくいを詰つめこみ続けていた。

　真しん剣けんな表情である。

　なにせ、この建物を完成させなければ、今夜自分たちが眠ねむる場所がないのだから、真剣にもなろうというものであった。

　まあ、外で寝ねたって、頭の上には天井があるのだが。

　ここには、日々、新たなバドネス信者が集まってきていて、とてもではないが住居が足りないのである。

「それにしても、親方」

「司祭って呼べと言ったろう。苦労を重ねて、やっと司祭の資格をもらったんだ」

　肩や腕うでに筋肉がぐぐっともりあがったたいそう立派な労働者の肉体であった。あまり司祭風には見えないが、それを言うならイシュカだって神官には見えない。

　彼は神官騎き士しだけど。

「司祭様は、信者になって長いんですか？」

「おう、もう二月と半になる」

　長いのか、短いのか、判断が難しいところである。

「もっともこの工事がなけりゃあよ、俺の出世はもっと遅おそかったろうな」

　がははと豪ごう放ほうに笑いながら、信者になる前は館やかた造りが本業だったんだと司祭は言った。

　あたりには造りかけのものも含めて、数十軒けんの石造りの小屋がならんでいる。すべて、彼の指示のもとに、ここ数週間で建てられたものだそうだ。

「すごいですよねえ。でも、信者用の宿舎って、ほんとにこんなに必要なんですか」

「なんだ、知らないのか？」

「いやあ、俺、今日の朝、ここに来たばっかりなんですよ」

　司祭の問いに、ソアラは悪びれもせずに答えた。

「そうか、そういや、そうだったな」

　親方こと司祭様は、鷹おう揚ようにうなずいた。ソアラは、どんな場所にもなじむのが早い。傭よう兵へいのころも、たいていの部隊では、入隊した次の日には、もう熟練兵のような顔つきでいたものだ。

　十五歳の熟練兵というのも、あんまりな話だが。

「しかし、いくらなんだって二週間後の祭のことは聞いてるだろうがよ」

　ソアラは、ぶんぶんと首を左右にふった。

「ぜんっぜん」

　司祭は顎あごの無ぶ精しようひげをぶちっと引き抜いた。

「村でさそわれて、入信したばっかりだし」

「はあ、そうなのかい」

　司祭は、ぷっとひげを吹ふき飛ばした。

「奇き跡せきが起こるんだよ」

「は？」

　司祭はうっとりとした表情で、ソアラの背後にあたる方向を見つめていた。

　夢見るような瞳ひとみで。

　ちなみに、司祭はどうみても四十より下だとは思えない。

　くわえて、顔つきは熊くまに似ていた。あ、クリュオにはいないけど。

　ソアラは、くるりとふりむいた。司祭の視線を追っただけのことである。夢見る乙女おとめみたいな表情の熊男程度で胸が悪くなっているようでは、冒ぼう険けん者などつとまらない。

　つとまらなくてもいい、とタリアあたりなら思うだろう。

　そんな表情で親方こと司祭が見つめているのは、谷の奥だった。谷は先細りになっている。近づきあった両の崖が、結びつく頂点。

　そこに神しん殿でんがあった。

　バドネス教団総本山である大神殿だ。縦横五十歩あまりの正方形の建物が本ほん殿でんだ。白い大理石造りで、柱や壁には精せい緻ちな彫ちよう刻こくがほどこされている途と中ちゆうだった。そして、神殿の屋上には、二十身長ほどはあろうかという、あぐらをかいた男性の巨きよ像ぞうが鎮ちん座ざましましていた。周囲の崖より頭の分だけ高い。

　バドネスの大神像である。

　正しくは教祖像であった。

　長衣をまとった、いささか貧相な風ふう采さいの中年男の彫ちよう像ぞうだ。あまり、ありがたく拝もうという気にはなれそうもない。

「二週間後には、すべてのバドネス信者の前で、偉い大だいな奇跡が起こり、人は神になるための第一歩を踏ふみだすんだ」

「やあ、そいつはすごいや、楽しみだなあ」

　ソアラは、純じゆん朴ぼくな少年のように期待をこめた声でそう言った。

　白々しさを、表に見せない技術には長たけているのだ。案外、多少の本気も混じっているのかもしれないけど。

「さあ、昼にすっか」

　我に返った建築作業担当司祭は、大きく伸のびをすると、女たちのほうに向かった。

　ソアラも、やれやれと表情にあらわしながら、食事をとりに近づいていった。

　食事は、生きてゆくのに最低限必要な程度でしかない。バドネスの教義では、そうすることで心身が純化され神に近づくのだそうだ。

　みんな平等にそうしている。最上級司祭の食事風景は、ここにいる誰だれも見てないけれど。

　ソアラは、パンとスープの碗わんをかかえて、他ほかのみんなとは少し離はなれたところに座った。

「いい？」

　そう言って、脇わきに腰こしをおろした女の子がいた。

　ウィブである。

　足元に、紫むらさき色いろの猫ねこがまとわりついていた。

「あっちにいこうか？」

　二人は、崖ぎわに移動した。

　普ふ通つうなら、口笛だのなんだのが飛んできて、茶ちや化かされそうなものである。

　しかし、冷やかしの言葉一つ、飛んでくるわけでもなかった。

　みんな、ひたすら黙々と、食べ物を口に運ぶばかり。

「元気のない人たちだね」

「正義がないからだ」

　ソアラは断言した。

　そうだろうか。

「それはともかく」

　ウィブの受け流しも、堂に入ったものである。

「さらわれたシェレラは見つかったの？」

「いいや、どこにも。そっちにはなんかリィズの手がかりはあったのか？」

「さっ……」

　ぐっきぐっきと首をふって、

「……ぱり」

　ぐうっと間を溜ためて、さっぱりぶりを強調するウィブであった。

「そうか」

　ソアラは腕を組んだ。ウィブは、ちょっと心配そうにソアラを見つめた。

「あんまり考えこむと、また熱がでるよ」

　出したのか、ソアラ。

「熱には気をつけるけどさ。次は、どこを調べるのがいいかな……？」

　もちろん、この二人がバドネス教に、本気で入信するわけはない。信者のふりをして入りこんでいるだけだ。審しん査さもなかったので、意外なほど簡単にもぐりこめた。

『バドネスというのは、ずいぶん杜ず撰さんなやりかたをしているのです』

　と、そう教えてくれたのはミレニアだった。

　確かにそうだ。とりあえずの信者さえ増えれば、あとはどうなってもかまわないようなやりかたである。

　だが、バドネス教団の本当の企たくらみよりは、リィズの行方ゆくえを探すほうが優先だ。

「リィズの手がかりはなかったんだけど」

　と、ウィブは続けた。

「他になんかあったのか？」

「あいひゅやよ」

　ウィブは、パンを口一いつ杯ぱいにほおばりながら、ソアラの背後を指さした。

　親方司祭となにやら話しこんでいる、背が高くて顔色の悪い中年男がいた。親方司祭はいまさらだから、ウィブが言ってるのはもう一人の男のほうだろう。

「誰だい？」

「司教だよ」

「なるほどあれが司教か……。で、なんなんだ、司教って？」

　もちろんソアラが知ってるはずはなかった。司教ってのは、司祭たちを統とう轄かつする、教祖の側近たちのことである。

「司教たちの部屋が神殿の奥にあってね。さっき、お昼を運んでたんだけどさ」

　当番制になっているのだが、舌先三寸で、替かわってもらったのだ。

「みゃあみゃあ」

　足もとのエムが騒さわぐ。ずっと台所の外で待たされていたのである。好こう奇き心しんが、いっこうに満足させてもらえなくて、使い魔ま猫の御ご主人様は欲よつ求きゆう不満だ。

「それがさ、全然、変わったとこもないのよ」

　神殿の奥に、司教たちの部屋があった。彼らは、そこで修しゆ行ぎようや修行やそしてさらなる修行にはげむらしい。

「寝しん台だいとかがあるきりだし、それも板と布だけの質素なやつなの」

「そんなとこで暮らしてれば、顔色も悪くなるよな」

「それどころかさ、聞いた話だと、ご飯もほとんど食べないらしいんだよ」

「みゃあみゃあ」

　エムは、信じられない、という主人の感想を伝えた。

「そりゃあいけないよな。体に悪い。だからあんな風なんだな」

　ソアラは、ぐっと背中を丸めて見せた。

　確かに司教たちは、一様に顔色が悪く、姿勢も悪い。今、親方司祭と話している司教なぞは、腐くさりかけた死人のように青黒い。

「教祖っておっさんは、見つかったのか？」

「ううん」

　ウィブは言った。

「なんか、長いこと姿を見せてないらしいわよ。神様になりかかってるんだってさ」

「みゃあ」

　エムが、地面になにやら書きつけた。地上で使われる共通語である。使い魔であるエムは、心でタリアと通じあっている。エムが見聞きしたことはタリアに知らせられるし、タリアはエムの行動を操あやつることができるのだ。

『た・か・ら・も・の？』

　寄進されたという信者の財産のことだろう。

「見当たらなかった」

　ウィブの答えに、エムが、タリアの不満を伝える声をあげた。

「うう～ん」

　ソアラが考えこんだ。

「宝物か、どこに隠かくしてあるんだろう」

　こらこら、悩なやみどころが違ちがうだろう。
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「……だってさ」

　谷の出入り口を見張れるあたりに潜ひそんでいるタリアは、ウィブとソアラのやりとりを、他の皆みなに伝えた。

　いくつもの地面のでこぼこと、十人がかりでもまわりを囲めないくらい大きな岩で視線がさえぎられているので、簡単には見つからない。

　スランとクリス、ミレニア、そしてシェレラの若わか長おさが一いつ緒しよにいる。

　ミレニアは不安そうだ。

　タリアが何を言ってるのか、よくわからなかったからである。ふだんなら、めんどうくさがってほうりだすところだが、ミレニアが相手なので、ぐっと我が慢まんしてタリアはもう一度説明した。

「あのね、司教がね、顔色が悪いんだけど、ソアラが見ると、なんか精せい霊れいが変なの、そいつらが固い寝台で寝ねてて、貧びん乏ぼうだけど、宝物は隠してるの」

　いっこうにミレニアの不安は解消されない。

　シェレラの若長は理解できているような落ち着きぶりだ。

　もう一人、クリスは、ずけずけと必要なところを訊たずねた。

「宝物はいただくとして、リィズちゃんって子は、ほんとにあそこにいるのかい？」

　ソアラの母は、息子むすこのように正義を信じているわけではなさそうである。彼女の性格はともかく、クリスの言葉への、くぐもった声の返事は、岩と岩との隙すき間まから聞こえてきた。

「ほんとだってば。あの女の子は、あそこまで連れてったよ」

　リィズを連れさったゼンドトという名のモグラ族だ。長老の命令で、ここまで案内してきたのである。いやはや、一苦労だった。

「けど、そっからどうなったのかは、俺、知らねえ」

　たよりないことである。

「我らの仲間たちがやってくれば、なんとかできると思うのだがな」

　シェレラの若長が言った。

　同族の行方不明事件を追ってきた彼は、地底湖の東とう壁へきにびっしりはえたツタの森を伝わって、ここにやってきたのである。

　行き着いたのがバドネス信者だった。

　シェレラ族も何人かここに連れていったと、ゼンドトが証言したのである。

「まったくテルケッツのやつ、何を企んでいるんだか……」

　クリスが、ぼやいた。

　テルケッツ・オ・バドネス。

　それが教祖の本名だった。自分自身の名を、創つくりだした神と教義の名にするという、自己主張の激しい男である。あるいは、わかりやすさを重視するクリュオ流に染まったか。

　数日前に話は戻もどる。

　巨きよ大だいケローチを退治した直後のことだ。

　冒ぼう険けん者たちとミレニアにクリス、そしてシェレラたちが、お互たがいに知っていることを話しあった夜明けの騒ぎは、もう大変なものだった。

　結局、どういうことだったかというと。

　まずは、十年前のことを、クリスが説明した。ソアラの父を探して、クリスも旅に出た。

「まあ、ソアラはしっかりした子だったからね。六つまでしてたおねしょもようやく治ったし、隣となりに頼たのんどけば大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだよ」

　だ、そうである。

　ソアラの父は、すぐに見つかった。すでに他の女と暮らしていたが。

　クリスは、その場で冒険者の仲間に加わったのである。

「なんで、その時、帰ってこなかったんだよ」

「はっはっは、ついうっかりあんたのことを忘れててさあ」

　じつにソアラの母親らしい返答だと、みんなは思った。

「ちくしょう、うちの家族はばらばらじゃないか。ぐれちまうぞ、俺は」

　ソアラは、けっこう腹にすえかねるところもあったようだが、誰だれも、彼の言葉を本気にはしなかった。

　当人も、本気で言ったようすはない。

　ソアラは正義の人なのだ。

　さて、クリスは、こうして冒険の旅にでた。

　冒険というよりは、どうやら荒あら稼かせぎの旅だったらしい。宝が落ちていれば拾い、宝が隠されていれば暴あばき、宝が抱かかえこまれていれば手を放させる。

　こういう冒険の旅をともにした仲間の一人が、バドネスの教祖テルケッツであり、別の一人が、サミスーラの叛はん乱らんに加わっていた魔ま術じゆつ師しラムソンだったというわけである。

　クリスたちもまた、息子たちと同じような経けい緯いで地底にやってきた。ここに来てすぐに、行動方針の違いから喧けん嘩か別わかれした。クリスは、もう九年以上、そのうちの誰とも会ってはいない。

「宝を手に入れるには都合のいいやつらだったけど、ぶっちゃけ、たちの悪い連中だったからねえ。それで別れたのさ。どうせいまも、ろくなことはしちゃいないだろうよ」

　ちなみに、夜妖よう精せいに連れこまれた時、老人に助けられたところも同じだった。

「ゾウグ？　あの爺じいさんに、あんたたちも会ったのかい」

「おば……クリスさんも？」

　ウィブは、険悪な視線を感じて、あわてて言葉をつくろった。衣服の繕つくろいはともかく、言葉をつくろうのは得意である。クリュオに来てから、いっそう磨みがきがかかった。

「あたしらも、地上への道が見つかったら迎むかえに来てくれとは言われたけどね。なんだかんだで地底にいついちゃったしね」

「やっぱり、ぐれてやる。俺のことなんか忘れてたな」

「いや、そういうわけじゃないけどさ。あんた、ちっちゃいころから、しぶとかったから。覚えてるかい？　呪じゆ文もんの練習に失敗して、炎ほのおの精霊に黒くろ焦こげにされたことがあったろ？　あん時もだめかと思ったけど、三日くらいでけろっとしたじゃん」

　それは、ソアラを燃やしたのが炎の精霊王復活派だったからだが、まあ、そんなことはここにいる誰も知らない。

「けど、ゾウグさんって……なんか怪あやしくない？」

　ウィブが気がついた。

　そりゃそう思うだろう。いくらなんでも偶ぐう然ぜんがすぎる。

「ま、夜妖精が、いつもあそこに地上からひっぱりこんだ人間を捨てるっていうんなら話はわかるんだけどさ」

　というウィブに、タリアが反論した。

「けど、母おや子こを二人とも捕つかまえてくるなんて、ちょっと偶然すぎない？」

　それどころか、もう一組の父子おやこがいる。

　当人しか知らないが。

「あんたらも会ったとなれば、偶然じゃないね。なんせ、あたしらよりさらに前に、地上から連れこまれた男も、ゾウグに会ったって言ってたからね」

　それが、リィズの父ボークトだ。

　じつのところ、スランは、リィズの父が地上人だったことは、ミレニアからリィズ、リィズからソアラに渡わたされた戦棍メイスを見た時、既すでに推測していた。名前を聞いて確信した。彼の母を捨てた男だ。

　ただし、今に至るまで、ボークトが自分の父でもあることを誰にも口にしていない。

「そのゾウグさんのことは気になりますが、今の問題は、バドネス教団です」

　口をはさんだのはミレニアであった。

　地上から来た男との間に子をもうけただけあって、うすうす地上の存在も知っている。今の会話は聞かなかったふりをしていた。それはシェレラたちも同じだ。

　ミレニアは、サミスーラの叛乱の後始末に関かかわっているうちに、魔術師ラムソンがバドネス教とつながっていたことを知り、調査することになったのだという。

「でね、古い知りあいのクリスさんに、お手伝いを頼んだの」

「あたしは、もともと、この人のもと亭てい主しゆと知りあいだったんだけどね」

　ボークトのことである。

「そういえばさ、そのリィズのお父さんって、どこに行ったんだい？」

　ソアラの問いに、ミレニアは首をふるばかりで答えなかった。

「娘むすめが生まれてからすぐに、どっかに消えちまったんだよ、あのバカ」

「どしたの、スーちゃん。怖こわい顔して？」

　マーニーに言われて、スランはなんでもないと態度で示した。

「わかったかい、ソアラ。つらい思いをして育ってきたのは、あんただけじゃないんだよ」

「おふくろに言われたくはないぜ」

　頭を撫なでようとしたクリスの手を、ソアラは、はねあげた。

「痛いじゃないの。あたしは、そんな子に育てた覚えはないよ」

「俺も、育てられた覚えはないからな」

「まあまあまあ」

　睨にらみあう二人のあいだに、イシュカが割ってはいる。

　そのみぞおちにクリスのつま先が、顔面にソアラの拳こぶしがめりこんだ。

「ま、このくらいで勘かん弁べんしてやるけどね」

　手をうちあわせて、埃ほこりをはらいながら、クリスは言ったものである。

「それはこっちのセリフだよ」

　ソアラも、舌を出した。

「ど、どうして、私が……」

　うめくイシュカを、ウィブが慰なぐさめた。

「いいじゃないの。なんだかんだ言っても、久しぶりに会った母子なんだもん、お互いを殴なぐったりできないんだよ」

「ウィブは、まだ、母の愛ってものに幻げん想そうを抱いだいているんだね」

　タリアが、そっと呟つぶやいた。彼女にも、色々と過去はあるのだった。

「あの、いいかしら」

「おっと、ごめんよ、ミレニア」

　旧友らしい気安さで、クリスがあやまった。

「ともかく、あのバドネス教というのが、色々、おかしなことをしているのは確からしいのです」

「そうだ、だから、こんなところでぐずぐずしとらんで、叩たたきつぶしてしまえばいいんだ」

　その時、いきなり喚わめいたのは、ス＝サグだった。

「だいたい、このモグラ族という連中は……」

「あいかわらず、せっかちなんだね、この人」

　タリアに言われて、ス＝サグはあらぬかたへとそっぽをむいた。

「ま、そう言わないでくれ。彼は戦士としても、わたしの副官としても優ゆう秀しゆうなのだ」

　若わか長おさは、反論を我が慢まんしているス＝サグに代わって言った。

「ふうん、シェレラって、よっぽど役にたつ人が少ないんだね」

「きっ……さっ……」

　あっという間に耐たえきれなくなって激げつ昂こうしたス＝サグを、若長が制した。

「タリアさん」

「姫ひめとお呼びくだ……っ」

　言いかけたイシュカは、ウィブに足を踏ふまれて口を閉じた。

「なあに？」

　少し険しい若長の声に、タリアは腰こしを引いた。

「わたしやス＝サグはともかく、シェレラ全すべてに対して、そんな風には言って欲しくないな」

　タリアは、たちまちしょげてしまった。

「ごめんね……」

　指を一本、くちもとにあてて、すがるように上目づかいで若長を見あげる。

「わかってくれればいい」

「これにこりたら、少しは言葉をつつしむことだな」

　黙だまっていればいいのに、ついス＝サグは口にしてしまう。

「あんたが変なことを言わなければいいの」

　ス＝サグも、少しこりたほうがいいのかもしれない。

　そんなわけで、互いに別々にバドネスを追ってきたミレニアとシェレラたちだったが、両者の出会いは、クリスを通じてだった。

「前の亭主が、クリュオじゃ珍めずらしい、精せい霊れい使いだったからね」

　前の亭主といわれて、ウィブたちはソアラの顔を見つめた。

「俺の親父おやじは戦士だったろ？」

「あんたの父親は、前の前の亭主だよ」

　無言の世界に行ってしまうソアラであった。

「ねえ、クリスさん。前のってことは？」

「今のは、平へい凡ぼんな商人さ」

　恐るべしクリス。思わず、尊敬の念を抱いてしまうウィブとタリアであった。

　そんなこんなのやりとりがあって、彼らは一いつ致ち団結して、このゴルダイの谷にやってきたのである。

　旅は数日かかった。

　マーニーはラーファ教団に、ス＝サグとク＝リーア──若長の妹だ──は、近きん隣りんのシェレラの部族に、救きゆう援えんを求めるために、途と中ちゆうで別れている。

　彼らが、応おう援えんを連れてくるまでに、捕まえられているはずのシェレラや、リィズの居場所を探さぐりだそうと、ウィブたちがまず潜せん入にゆうしたのである。

　さらに、彼らだけが入りこんでいるわけではない。




「動きはないか」

　シェレラの若長は、谷を見つめてじっと立ちつくすスランに声をかけた。

　スランは、黙って首をふった。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　タリアが、若長を慰めるように言った。

「イシュカとピコが行ったんだもん。静かなままのはずがないよ」

　彼女の足もとには、脱ぬぎ捨てられた鎧よろいがまとめて置かれている。

　イシュカのものだ。

　そのかたわらには、ピコのリュート。

　ますます不安はつのるばかり。

「イシュカやピコはともかく……」

　ともかく、なんなのか。それは口に出さないタリアであった。

「ミュー」

　ポコが鳴いた。
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　で、そのイシュカとピコである。

「こんちは」

「こら、あんまりこっちによるな」

　神しん殿でんの入り口で、門番としての労働奉ほう仕しを行っていた信者は、思わず、そう口走っていた。

　門番の前にあらわれた大と小の二人組は、仕事に不慣れな連中らしく、腰がさだまっていないのである。

　桶おけがぶらんぶらん揺ゆれて、今にもしぶきがはねかかってきそうだ。

「待て待て、そこに置いて止まれ。いいか、持ち上げる時は、もっと腰を入れろ。俺が、もとの村にいたころはだな……、ああ、そんなことはどうでもよかった。許可証を見せろ」

　肥汲くみの許可証を受け取って、門番はがさごそと広げた。

「大丈夫だよ、まだこの桶に中身は入ってないから」

　やたらやせっぽちのドワーフが、どういうわけか妙みように嬉うれしそうに言った。

「わざわざ新品を買ってきたんだからね」

「新品？」

　うさん臭くさそうな、というか単に臭そうなというか。そんな顔つきで門番はドワーフを見た。

「そういえば見たことのない顔だな」

「はあ」

　ドワーフの後ろにいる大男が気の抜ぬけた返事をした。ぼろぼろの服を着て、やっぱりぼろぼろの布を頭にまきつけている。

「じつはですね」

「新人なんだよ、うん」

　大男の言葉を、ドワーフがさえぎった。

「新人ねぇ」

　門番は、じろじろと頭のてっぺんから足のつま先まで視線を往復させた。

「まあ、いいだろ。しかし、ドワーフにしちゃ、瘦せてるな、あんた」

「ごほごほ、じつはちょっと病気をしちゃってねぇ」

　わざとらしい演技だが、門番は騙だまされてくれたようだ。勧かん誘ゆう相手が見つかったぞと、気合いの入った顔つきになる。

「病気？　それはいかんなぁ。バドネス教団に入信したらどうだい？　修しゆ行ぎようをつみさえすれば、自分の病気どころか他人の病気さえ治せる神様の力が身につくんだ。いまなら、俺の紹しよう介かいで特別に入門試験を……」

　新規の入信者を紹介すると自分の地位もあがるので、熱意が一いつ杯ぱいである。

「あのですねぇ」

　突とつ然ぜん、ぬぬぅっと、大男がのしかかるように近づいてきた。

「な、なんだよ」

　門番は、少し後ずさった。建築奉仕ができるほど腕わん力りよくに自信がないから、門番をしているのだ。じつのところ、喧けん嘩かも苦手なのである。

「まあまあ。入信はそのうちするからさ。通してもらっていいかな？」

「あ、ああ。いや、ちょっと待て、許可証を確かめるから」

　許可証は確かに正規のものだった。何か、心の片かた隅すみにひっかかるものもあったが、この妙な二人組にあまり長く関かかわりあっていたくもない。

「通っていいぞ。肥汲みは大切な仕事だ。早く慣れて、しっかりつとめるんだな」

「はいよ、ありがとう」

　門番は、追い払はらうようなつもりで二人組を通した。

「モノを入れてから、あまり揺らすんじゃないぞ。こぼれるからな。腰でかつぐんだ、腰で」

「へいへ～い」

　ほくそ笑えみながら、ピコとイシュカは教団の敷しき地ち内に入りこんだ。

「ったく、そもそも神というものは」

　イシュカは口の中でぶつぶつ言っている。

「いいじゃないか。もっと気楽にやろうよ」

　ピコは、肩かたにかついだ棒の両りよう端はしにさげた肥壺つぼを盛大に揺らしながら言った。わざとやってるのかもしれない。

「神様になんかならなくたって、世の中って充じゆう分ぶんに楽しいところだと思うよ」

「まったく、おまえという……」

「おいっ、そこの二人」

　急に人ひと影かげがあらわれた。

　ピコを叱しかろうとしていたイシュカは、あわてて口を押さえた。

　ピコは動じたようすを毛ほども見せなかった──見せなかっただけじゃなく、もともと動じていないのだろう。

「なんだい？」

　ピコは、いけしゃあしゃあと言った。

「肥料だな？　便所はこっちだ」

　案内してくれた。

　便所は、神殿のかなり奥にあった。

「あの門番は、新入りの信者でな、構造にくわしくない」

　その男は、自分は司祭だと言い、その証しよう拠こに手の甲こうの刺青いれずみはこすっても消えないだろうと言った。

　消えるやつは、あんまり刺青とは言わないのではないか、とイシュカは思ったが、タリアとは違ちがって口にまではしなかった。ピコは、珍しがってこすらせてもらっていたが。

　男は、数日前に司祭になったばかりだそうである。自じ慢まんしたいのだろう。

「ここじゃないの？」

　それらしい臭においがただよってくる扉とびらの前を、男は通り過ぎた。

「そこからじゃあ、汲み取りにくいだろう」

　裏口からいったん外に出た。

「ここだ」

　便所の裏手にあたる場所の地面に、大きな蓋ふたが落ちていた。いや、落ちているわけではないか。とりあげると、ぽっかり大きな穴がある。

「神殿の中は、通らなくてもいいようになってる」

　男は、終わったらあっちから帰るようにと道を教えると、去っていった。

「じゃあ、はじめようか、イシュカ」

「ほんとにやるつもりなのか？」

「あたりまえじゃない、仕事しなきゃ疑われるよ」

　ピコの言うこととしてはすじが通っている。

　イシュカは、蓋を取りのけると、顔を布きれでおおって、溜たまったものを長なが柄えの柄ひ杓しやくを使って、壺の中に移しはじめた。

「じゃあ、頑がん張ばってね。そのあいだに、おいらは中をさぐってくるから」

　何ごとにせよ、一度始めてしまえば熱心なイシュカは、ピコの言葉にこっくりとうなずいた。額に汗あせを浮うかべて作業にはげむ、立派な神官騎き士しの姿がそこにあった。

　で、ピコは、出てきた裏口からこっそりと神殿の中に入りこんだ。

　廊ろう下かが二本延びている。正面はやってきた方向、もう一方は左の方向。

　ピコは、腰こし袋ぶくろから一枚のシェル貨をとりだすと、宙に投げあげた。

　器用な手つきで、手の甲に受け止める。

　表だ。

「表だな」

　そう口に出して言ってから、彼はどちらに行こうかと考えた。

　耳を澄すませてみると、左から、まだかなり遠いが足音が聞こえてくる。

　迷わずピコは左に向かった。

　ううむ。ある意味でぶれないやつだな。

　神殿は、柱が多い上に廊下も曲がりくねった構造になっているため、身を隠かくすところには不自由しなかった。

　足音の主をやりすごすと、ピコはそこら中の扉を開けてまわった。

　雑品倉庫。

　からっぽの寝しん室しつ。

　祭具倉庫。

「つまらないねぇ」

　と呟つぶやきつつ、ピコの服はあちこちの隠しポケットがふくれあがっていた。

　入った品のほとんどが、ピコには名前も使い方もわからないしろものである。倉庫にはけっこうな額のシェル貨なども置かれていたのだが、まったく手をつけていない。

　そっと足音を忍しのばせながら──草原妖よう精せいで盗とう賊ぞくとくれば、忍び足は第二の天性になっている──ピコは、次の部屋へと歩を進めた。

「これ、そこの方」

　背後から、突然声をかけられても、ピコは背すじをぴくんともさせなければ、飛びあがったりもしなかった。

　ふりかえりすらしなかった。

　悠ゆう然ぜんと、扉の取っ手を引くと、部屋の中をのぞきこんだ。

　やはりからっぽの寝室だ。ただ、床ゆかの石いし畳だたみの一つが、ほんの皮一枚ほど他ほかのそれからうきあがっている。

「ふうん？」

「もしもし」

　部屋をのぞきこんでいるピコの肩が、軽く叩たたかれた。

「なんだい？」

　ようやくピコはふりむいた。

「こんなところで、何をしておいでかな？」

　灰色の質素な服を着た中年の男である。ここにいる信者は、誰だれも彼も同じ格好なので、ピコには区別がつかなかった。

「ちょっと捜さがし物」

　ピコは、笑みを浮かべてそう言った。

「は？」

「女の子知らない？　連れなんだけど？」

「い、いや」

「あ、そ。じゃあ、いいや」

　すたすた。

　去ってゆく彼を、声をかけてきた信者は、しばらく見送っていた。ピコがあまりにも平然としていたので、そのまま受け入れてしまったのである。

　ピコが角を曲がって姿を消した頃ころになって、ようやく気がついた。

　何か変じゃないか、あいつ？

「ま、待て！」

　信者は、あせって追いかけて角を曲がった。

　ピコは、とっとっと、と走っていた。

「待たんか、おい！」

　ピコは裏口を開けると、外に出ていく。

「おいっ！」

　その信者も、扉を引き開け、外に駆かけだした。

「投げてっ」

　先に飛び出したピコの声が聞こえた次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな物がバドネス信者の眼前にあった。

　ぐわしゃ。

　壺が砕くだけたのである。

　信者の頭にぶつかって、いや、ぶつけられて。追いかけてきた信者は、一言も発する暇ひまさえなくぶっ倒たおれた。完全にのびている。

「さすがだねぇ、イシュカ」

　ピコは、感心したように、と思えば思えなくもない口調で言った。

　言われて、ライリーの神官騎士は、ようやく我に返った。ピコの言葉に、瞬間的に従ってしまった自分に気がついたのである。

「ああ、またこんなことを」

　不ふ意い討うち、騙だまし討ち、背後からの一いち撃げき。どれも立派なライリーの神官騎士なら、決してしないたぐいのことであろう。

　なので、長生きしているライリーの神官騎士には、〝立派な神官騎士〟はあまりいない。

「帰るよ、イシュカ。あんまり、いいものは見つからなかったけど」

「ううっ、神よ、お許しを」

　イシュカは、祈いのりを捧ささげながら、気を失った男を縛しばって、便所の個室の一つにほうりこんだ。許しさえもとめれば、何をしてもいいというものではないと思うのだが。

　ともかくも、イシュカとピコは神しん殿でんから素す早ばやく立ち去った。

　もちろん、演技は続けている。

　壺が一つ割れてしまったので、イシュカは肩にかついだ棒の釣つりあいがとりにくそうだった。なにせ、中身がたっぷりなので、重いのである。

　ぐらぐらと揺ゆれながら彼らが立ち去った後に。

　ただ、異い臭しゆうだけが残っていた。

　こぼすなと言われたろうが。
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　それからしばらくして。

「あ～、みなさん。ちょっと手を止めてください」

　ソアラたち、作業中の信者に、司祭が大声で呼びかけた。声明担当司祭だ。かたわらに立つ司教の一人が何か囁ささやくのを、大声で繰くり返す役目の司祭である。

　ソアラが知っているだけでも、他に睡すい眠みん時じの点呼係司祭とか、朝の目覚まし係司祭などもいた。なんでもいいから、担当する役目さえあれば司祭なのだ。ちょっと乱発しているような気もする。

「なんでしょうね、親方」

　作業の手を止めて、ソアラは言った。

「さあな？」

　作業していた信者たちは、それぞれに司祭に注目した。

「ぼそぼそ」

「さきほど、何者かが神殿内に侵しん入にゆうし、司祭を殴なぐり倒して逃にげ去るという事件がありました」

　ソアラもウィブも、侵入したのが誰なのかわかったような気がした。

　あのバカ。

「ぼそぼそ」

「どうやら、肥汲くみに変装して入りこんだようです」

　ほら、やっぱり。

　別々の場所で、同じようにソアラとウィブはうなずいた。

　打ちあわせじゃあ、しばらくしてから連れん絡らくをつけにやって来るはずだったのに、もう来たのか。そして逃げたのか。

「え～、おそらくは我々をいわれなく邪じや教きようなどと非難している既き成せいの神殿の手先であろうと思われます。みなさんもくれぐれも気をつけてください」

　気をつけてどうするのかについての、具体的な指示はなにもなかった。信者たちも、特に反応は示さない。

「なお、調査のため、しばらくのあいだ、手洗いの使用は制限されます」

　不安の声が、いっせいにあがった。

「できることなら、しないでください」

　できるか、そんなことが。

「これも修しゆ行ぎようのうちです」

「ううむ、修行なら仕方ない」

　親方司祭が納なつ得とくするのを耳にして、ソアラは、バドネス教の恐おそろしさが身に染しみる思いだった。




　で、もちろん。

　タリアは、エムを通じて、声明担当司祭の声明を聞いていた。

「まことにもうしわけございません、姫ひめ」

　謝罪しているのは、もちろんイシュカであった。

　ソアラたちに任せているだけだと進展しないから偵てい察さつにいってきなさい、と追い出したのが誰だったかとか、実際に不ふ審しんな行動をとがめられたのが誰であったか、などというささいな事実関係は、とりあえず無視されていた。

　ささいではないと思うが、ともかくも、誰かが誰かを責めはじめる前に、イシュカ自身が謝りはじめてしまったのだ。いまさら、それをひっくりかえそうとする者はいなかった。

　ス＝サグがこの場にいれば、また余計なことを口にしていたろうが、彼がシェレラの援えん軍ぐんを連れて戻もどってくるのは、いくら早くても夜になってからだろう。

「これで、かえって調べにくくなってしまいました。まことに……」

　イシュカは、くどくどと謝り続けている。

「もういいからさ、イシュカ」

　タリアは、鼻の頭にしわをよせて言った。

「洗ってきなさい、はやく」

　いくつかの染みが、イシュカの服についている。

「はあ、ですが、川までは一時間ほどかかりますし、そのあいだに何か起きましては」

「いいから、洗ってきなさいっ！」

　タリアは、思いきり、怒ど鳴なりつけた。

　ちなみにその日、ソアラは熱心に働き続け、三さん軒げんの小屋を建てて夕食時に表ひよう彰しようされた。




　そして、夜。

　真夜中になる直前に、ス＝サグは戻ってきていた。

　彼一人である。

　残りは遅おくれている。四十人ほどのシェレラがク＝リーアに率いられて、夜明け前には着くはずだという。

「着いてすぐに動けるように指示してあります。夜明けは奇き襲しゆうには最適の時刻です、若わか長おさ。ここは一気にやってしまいましょう」

　ス＝サグは、簡単な報告の後、いきおいこんでそう言った。

　しかし、若長は軽々しくは答えなかった。

「今、あそこにいるバドネスの信者は、何人ほどだと言ったかな？」

　若長の問いに、タリアは首をかしげた。

「えっとねえ」

「おおよそ、二百か三百ほどだということでしたが」

　イシュカが、恐る恐る口にした。

「そうだっけ？」

「姫が言ったんじゃないか」

　ピコの指し摘てきに、タリアは涼すずしい顔で答えた。

「わたいは、ウィブが言ったのを、そのまま言っただけだもん」

　自じ慢まんにはならない。

「ふうむ」

　繊せん細さいそうな顎あごを親指で撫なでながら、若長は考えこんだ。

「考えることはありませんよ。我ら一人につき、人間が五人から六人。二本の剣けんと呪じゆ文もんの力をもってすれば充じゆう分ぶんです」

　ス＝サグは意気盛んであった。

「ほんとに？」

「本当だ。我らの精せい霊れい魔ま法ほうと剣は、人間どもなど軽く片付ける」

　タリアの軽い一言にも、彼はむきになって反論した。

「しかしな、ス＝サグよ」

　若長の言葉は、常に冷静である。

「むやみに突とつ入にゆうしたところで、同どう胞ほうたちの居場所がわからねば、無む駄だな犠ぎ牲せいを出してしまうかもしれぬ」

「しかし」

「私どもの手の者も、おっつけ参ります」

　ミレニアが、ものやわらかに言葉をはさんだ。

「あるいは、夜が明けてからになるかもしれませんが……。突入は、人数がそろってからでも遅おそくありますまい」

「そうそう。戦力の集中は大事よ」

　クリスがものうげにうなずいた。単に眠ねむいだけにしか見えない。

「その物言いもわからんではないが、兵は拙せつ速そくを尊たつとぶとも言う」

　女性陣じんの集中攻こう撃げきを受けても、ス＝サグはくじけなかった。

「そちらの神官が来ても、人ひと質じちの血を流すことになるのは変わりないはず」

「だから犠牲を甘かん受じゆせよ、というのか？」

　若長は、彼に真意を確かめた。

「あ、いえ……。むろん、同胞たちの居場所をつきとめておかねばなりませんが……」

「つきとめるんだ？　どうやって？」

　そう訊きいたのはタリアだった。

「それは、だな」

「それは？」

「それは……」

　仲間の精霊使いが来れば、呪文で身を隠かくして偵察に忍しのびこんでくれるだろうが、あいにくス＝サグにはそれはできない。

「お前のほうこそ、なにかいい考えはあるのか」

　そう言ってから、ス＝サグは激しく後こう悔かいした。

　タリアの顔に笑いが浮うかんだからだ。

「うん」

　こっくり。

　彼女はうなずいた。

「姫、どうか思いとどまってくださいっ」

　いきなりイシュカは彼女にすがりつこうとした。

「イシュカ、まだ臭におう」

　確かに。かなりの距きよ離りをおいても、イシュカには臭いが染みついていた。しぶきを散らしたりするからである。

「申し訳ございません。しかし、姫、どうかそれだけは止やめてください」

「イシュカ」

　タリアは、冷たい瞳ひとみで、彼を見た。

「わたい、まだ、何をするとも言ってないよ」

「は、はあ、そうですが」

　イシュカは、言った。

「いやな予感がしたもので」

　いやな予感がしたのは、彼だけではない。

「わたい、やるからね」

　黙だまっていればよかったものを、かえって彼女のやる気を増してしまった。

「わたいが調べてきてあげる」

　タリアは、若長を見て、にっこりと笑った。

　そして、ス＝サグは、ついにひきつったまま何も言えぬ若長の口もとを見て、虚むなしい勝利感にひたったのである。
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　バドネス教団では、自分が建てた小屋は、まず本人が眠ねむるのに使われる。

　ソアラが建てた小屋は、ソアラと、そして彼の希望でウィブに割り当てられた。

　もう一つの小屋には、誰だれだかわからないが適当な信者が割り当てられたはずだ。

　ただし、小屋の一つは、結局からっぽのままだ。ソアラの小屋には、誰もいない。

　昼間の労働で疲つかれたのか、ソアラはウィブの部屋にやって来てすぐに、ぐっすり眠りこんでしまっていたのだ。

「はりきりすぎなのよ、だいたい」

　いくらつついても目ざめないソアラにあきれ返って、ウィブは呟つぶやいた。

「この後どうするか、打ちあわせるんじゃなかったっけ？」

　ぶつぶつ。

　言いながら、眠るソアラを見守っていたウィブも、いつの間にか眠りこんでしまった。

　そろって、体を丸めて、ぐーと寝ね息いきをたてている。

　こうしていると、まるで仲のいい姉弟きようだいのようであった。それ以外のものを連想させないところが、この二人の人格のなせる業わざである。

　健全な少年と少女は、安らかに眠りつづけていた。

「みゃあ」

　一声鳴いて、エムも眠った。

　やがて真夜中をすぎて、神しん殿でんも信者の宿舎も静まりかえっていた。

　ところどころ、籠かごに入った周期違ちがいの発光苔ごけが照らす場所以外は、闇やみが支配している。

　動いているのは、夜の警備を担当している何人かの信者と、陰かげから陰へと走る二つの影かげ。

　あ、つまずいた。

「姫、こっち、こっち」

「わたいは、まだ新米なんだから、もうちょっとゆっくり動いてよ」

　建てかけの宿舎の陰に転がりこみ、小声で言葉を交かわしているのは、ピコとタリアであった。

「練習だよ、なにごともね」

　ピコは、他人に説教するというめったにない機会を得たが、だからって、どうということもなさそうである。

　タリアが覚えようとしているのは、盗とう賊ぞくの技ではなくて、じつをいうと狩人かりうどや野の伏ぶしの身ごなしに近い。野山で暮らす森妖よう精せいや草原妖精には、なじみが深いはずの技術だった。

　はずなのである。

　素質的にも、むいていないことはないのだが……。

「足の裏での体重のかけ方が悪いんだよ」

「どうせ、わたいの肉のつき方は変だよ」

　意味が違ちがう。

「もが……」

　言葉を続けようとしたタリアの口を、ピコの手がふさいだ。子供ほどしかないピコの手でも、充分ふさげるくらいに、タリアの口は小さい。

　ここから、どうやって、あれほどに切れ味鋭するどい言葉がつむぎだされるのやら。

　じっとものかげに身をひそめる二人のかたわらを、明かりを手にした夜警役の信者が通り過ぎていった。何も気づかなかったようだ。

「じゃあ、いくよ」

「うん」

　夜警の目をかすめて、二人は谷の奥へ、奥へと入りこんでいった。

　神殿までは、あと少し。

　見張りが、訓練を受けた本物なら、タリアは何度見つかっていたかわからない。

　めんどうくさいのとまわりくどいのが嫌きらいな彼女のことである。つい、陰を選ばず、まっすぐ歩いてしまいそうになる。

　幸い、見張り担当の信者は単なる元農民だ。これまでの生活で、キノコを盗ぬすみにくる近所のやんちゃ坊ぼう主ずや、作物を食い荒あらすコウモリを見つけるのには熟練しているだろうが──。

「おい、そこにおるのは誰じゃあ！」

　ううむ。その程度に熟練していれば、タリアを見つけるには充分だったようだ。

「ピコ、なにしてんのよ」

「いやあ、ちょっと、靴くつ紐ひもがゆるんじゃってさ」

　おやおや。見つかったのはピコだったか。

「おうい、侵しん入にゆう者だぁ！」

　なにせ、昼間の出来事が出来事である。ふだんならろくにいない見張りが、今日は十数人。さらに、用便を我が慢まんして眠れずにいた信者たちが、騒さわぎのおかげで次々と起き出してくる。

「せでる・だー」

　とっさに、タリアは、眠りの空気の呪文を飛ばした。

「やあ♪　みんな♪　おいら、あんた、ともだっちさ♪　あ、そっれ、キレッテ、キレッテ、キレキレテ」

　ピコは、真しん音おんを模した言葉をおりこんだ呪曲をかなでた。

　もちろん、呪曲は曲そのものに効果があるのであって、歌詞にはたいした意味はない。

　ま、どっちにしろ、無駄な努力だった。

　ばたばたと眠りこんだり、ピコに求愛する信者が続出する中、神殿の中からあらわれたいくつかの人ひと影かげがあった。

　司教たちだ。

　彼らは、みんな背を丸めており、ゆったりした長衣を身につけ、そして、曲がりくねった杖つえを手にしている。

　集まってくる信者たちに気を取られて、タリアたちは司教に気がつかない。

　そのうちの一人が、杖を持った手を宙にふりあげた。もう片方の手は、なにかをふりまくような動作をした。

　くらっとくる感覚で、タリアは眠りの空気の呪じゆ文もんをかけられたことに気がついた。

「空気のくせに、偉えらそうにするんじゃない」

　怒ど鳴なりつけられて、自分の本分を悟さとったか、空気はもとの空気に戻もどった。

「誰？　わたいに変なことしたのは」

　タリアがふりむくと、司教たちの姿が目に入った。

　その時には、もう次の司教が呪文を唱え終えていた。

「せでる・だー」

　同じ、眠りの空気の呪文だ。さっきよりさらに、だらけた感じで唱えられた。

　今度は、タリアも耐たえられなかった。

「ふんにゃ」

　タリアが地面に崩くずれおちた。

「眠くないぞ」

　ピコは、断言した。

　そして倒たおれこんだ。

「むにゃむにゃ、もう食べられない」

　いきなり、ありがちな寝ね言ごとであった。

「ほんとに寝ねてるのか？」

　近よってきた信者の一人が、そっとつついてみた。

　そのとたん、ピコの目がかっと見開かれた。

「わっ！」

　信者は、あわてて後ろにさがった。

「むにゅむにゅ」

　その目は、すぐに閉じられた。

「みなのもの、さがるがよい。このものたちは、我らが処置をする」

　すべるような足どりでやってきた司教たちは、重々しく、そう宣言した。




　同時刻。

「みゃあみゃあみゃあ」

　エムが騒ぎだしていた。

　主人──あるいは本体と言ってもいい──の危機を知って、というか、命令されて飛び起きたのである。

「むにゃ」

　顔をなめられて、ウィブが目を覚ます。

「みゃあみゃあみゃあ」

　かりかり。

「どうしたの？」

「みゃあみゃあ」

　かりかり。

　いくらひっかいても、石の床ゆかに猫ねこの爪つめでは、字は書けないのであった。

　まして、タリアが眠ってしまえば、後はエム自身の知能しか頼たよりになるものはない。

「はいはい」

　ウィブは、体を起こした。

「おしっこね。今つれていってあげるから」

　眠い目をこすりながら、ウィブは猫の首をつまみあげた。正しい猫の持ち方である。

「ふぎゃふぎゃ」

　エムはあばれまくったが、しょせん猫の身、半分眠っている女の子にかなうはずもない。

「はい」

　扉とびらの外に、ほうりだされてしまった。

　その時、ウィブが少し顔をあげていれば騒ぎが目にはいったはずだが。

　あ、駄だ目めか。

　まだ目を閉じている。ふだん寝ね起おきはやたらいいウィブだが、今日ばかりは疲れきっていたようだ。

「ちゃんとするのよ、あんた、賢かしこいんだから」

　扉を閉める。

「ふぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ」

　ぐー。

　ウィブは、扉によりかかって、また眠ってしまった。どこでも眠れるのが、彼女の特技である。冒ぼう険けん者には不可欠な特技ではある。

「みゃあみゃあ」

　かりかりかり。エムはひっかき続ける。




　そして。

　離はなれた岩かげから谷を見ている者たちは、何かが起きていることに、さっぱり気がつかなかった。

　それほどの派手な騒ぎになる前に、タリアとピコは眠ねむらされてしまったのだ。

「動きましたか？」

　イシュカは、心配そうな表情でスランに訊たずねた。

　臭においで目立つという理由で、居残らされたのである。

　スランは、ただ首を左右にふった。

　夜明けは、まだ遠い。
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　バドネス神殿のォ朝はァ早いィ。

　ラーファ神殿が眠りに落ちる頃ころ、バドネスの神殿では、はやくも槌つち音おとが響ひびきはじめるのだ。

　だが、さすがに夜明け前には、まだ起きるものはいない。

　人々が目覚めるまで、もう少し。

　そのくらいの時分であった。

「起きなよ、姫ひめ」

「うにゃっ!?」

　背中をつつく指を、タリアは撥はねのけた。

　で、体を丸めこんでしまう。

　寝起きのよいほうではない。それどころか、明らかに悪いほうである。

　一度眠ってしまうと、こんな牢ろうのじめじめした石いし畳だたみの上でも、なかなか目覚めようとしないのであった。

「二十回目っと」

　ピコは、牢の壁かべの苔こけをはがすように、もう一本線を引いた。

　起こした回数を数えていたのである。

　何のために数えているのか、それは彼自身にしかわからないことだった。

　ここは、おそらくは地ち下か牢ろうだろうと、ピコは思っていた。じめじめしているし、窓がない。塔とうの上の牢には、小窓がつきものである。ピコは、その二ヵ所以外に、牢ろう屋やのありそうな場所を思いつかなかった。間に合わせの牢屋がわりの納な屋やに、ほうりこまれたことはあるが、間に合わせなら鉄てつ格ごう子しはついていないだろう。

　鉄格子の向こうには廊ろう下かが左右に延びていた。廊下というよりは、部屋と言うべきか。幅はばは広い。その部屋の片方の壁に牢が三つ並んでいると考えたほうがいいかもしれない。ピコたちがいるのは、その真ん中だ。天てん井じようが低いその部屋には、あちこちに茶色いしみがあった。反対の壁へき面めんには、ピコのリュートや、タリアの杖が置いてあり、そして、手て枷かせのついた鎖くさりがぶらさがっていたりもした。寝しん台だいに見える家具には、用よう途と不明の器具がついている。

「まだ、タリアお姉さんは起きないの……？」

　か細い声が、壁の向こうからピコに呼びかけた。左の牢からだ。

「そうだね、もう二十回くらいで起きると思うよ。いつもイシュカが、何回くらい起こしてるか、ちゃんと数えておけばよかったんだけど」

　ピコは、声の主に、そう答えた。

　声の主は、柔やわらかそうな金きん髪ぱつをもった少女、のはずだ。少なくとも、声と名前は同じだった。彼女は、隣となりの地下牢に閉じこめられているので、まだ顔を見ることはできないでいたが。

「ここの場所がわかったら、お兄ちゃん、助けに来てくれるよね？」

「さあ？」

　ピコの返答は、はなはだ頼りない。

「来てくれるよ、きっと」

　少女の声は、かすかに震ふるえていた。

「ソアラじゃなくていいから、誰だれか来ないかなあ。来れば、おいらが踊おどらせるか、友だちにしちゃうんだけどなぁ」

　そうは言うがピコよ、それに必要なリュートは、タリアの魔ま術じゆつ師しの杖ともども、奪うばわれてしまっているぞ。ともあれ、ピコはまた、タリアの肩かたを揺ゆすった。

「あと、もう少しだけ……」

　タリアは、かなり目覚めの領域に近づきつつあった。

「二十一回目っと」

　ピコは、もう一本、線を引いた。楽しげである。

「お兄ちゃん」

　ぽつりと呟つぶやいた声は、涙なみだの響きを含ふくんでいた。

「リィズのお母さんも近くまで来てるしさ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ピコの言葉に、顔をごしごしとこする音がした。並の耳では聞こえまいが、盗とう賊ぞくとしても野の暮らしの専門家としても鍛きたえられたピコの耳は鋭するどい。これだけ鋭くても、なぜか自分の音程だけは聞き分けられないのである。

「ところでさ、教団が貯ためこんだ宝物がどこにあるか、リィズは知らない？」

　しばらくして、答えが返ってくる。

「……知らない」

「そうかぁ。宝物があれば、ソアラのはりきりかたも変わってくると思うんだけど」

「噓うそっ！　噓だもん。お兄ちゃんもお母さんも、そんなことないもん」

　誰もお母さんのことは言ってない。

「そんなことはあると思うよ、うん」

「ないもん。お兄ちゃんもお母さんも、必ずあたしを助けに来てくれるよ、宝物なんかなくたって！　信じてるもん！」

　叫さけんでいるうちに、少女の声から、湿しめった響きは消えていた。怒いかりは活力を湧わかせることだってあるのだ。リィズの声を聞きながら、ピコはにこにこと笑っている。

　たぶん偶ぐう然ぜんこうなっただけだ。

「うるひゃいのよ、ごちゃごちゃと」

　タリアが、とうとうむくりと上半身を起こした。

「思ったより早かったなぁ」

　ピコが、半分開いたきりの彼女の目をのぞきこむ。

「静かにしてねっ！」

　たぶん、誰に言っているのか認にん識しきはしていなかったろう。

　こてん。

　また、横になってしまう。

「今のは、数に入れたほうがいいのかな」

　しばらく考えて。

「二十二回目、と」

　ピコは、また横棒をひいた。

　咳せき払ばらいをする。

「姫っ、起きてください」

　イシュカのもの真似まねである。

「似てない」

　壁の向こうから言われた。

「……二十三回目」

　ピコは、また線を引いた。

　そして、タリアが完全に目を覚ましたのは、三十六回目のことだった。

　ピコの予想より、やや早かった。




　で、タリアが目覚めてからしばらくして。

　場面があちこちに飛んで申し訳ないが、彼らが分ぶん離り行動するのでやむをえない。なんとかついてきていただきたい。

　ええと、なんだっけ？

　そうだ、ウィブとソアラがどうしているか、それを語ろうとしたんだった。

「ふわあああああ」

　ウィブは、おもいきりのびをした。

　まだ、あたりは暗い。

　変な姿勢で寝ねたわりには、体はそれほど痛くなかった。若さのおかげである。

「顔、洗ってこよ」

　ソアラは、まだ眠っている。起こそうかと思ったが、やっぱり多少の身み支じ度たくをしてからにすることにした。泥どろだらけの顔も、徹てつ夜や明けの顔も知っている冒険者仲間だが、どうしようもない時以外、そのくらいの気は遣つかいたいものだ。

　扉を開ける。

　転げるようにエムがはいってきた。どうやら、今の今まで扉によりかかるようにして騒さわいでいたらしい。エムは、頭から床ゆかに突つっ込んで、三回前転して、体半分ひねって二本足で立ちあがった。

「おおお」

　小さく拍はく手しゆ。

「にゃにゃにゃ」

　エムはあせったようすでウィブに呼びかけた。足の革かわ靴ぐつを嚙かんで、どこかに引っ張っていこうとしている。

「どうしたんだぁ？」

　騒ぎで、ソアラも目覚めたらしい。

「あれ、ウィブ。なんで俺の部屋にいるんだ？　……はっ、まさか」

　着衣の乱れをあらためるソアラを、ウィブは思いきり冷たい目で見てやった。

「冗じよう談だんだよ、冗談。スランじゃあるまいし」

　その頃。

「やだ、下品」

　スランがげっぷをして、クリスにそう言われていた。

「スーちゃん、誰を泣かせてるの」

　マーニーは、むきになって問いつめたりなんかしている。げっぷをするのは、女がそいつのことで泣いている証しよう拠こだ、などという言い伝えがクリュオにはある。

　それはともかく。

「ここは、ソアラのじゃなくて、あたしの部屋でしょ」

　ウィブは冷静である。言われて、ソアラはようやく昨夜ゆうべのことを思いだしたらしい。打ちあわせをするつもりが、うっかり眠ってしまったことを。

「そうだった、そうだった。で、今日はどこを調べる？」

　今さらながら、唐とう突とつな少年であった。

「ふぎゃふぎゃ」

　エムが、ウィブのつま先に嚙みついた。

「なんだ？」

「あ、ひょっとして姫ひめからの連れん絡らくがあるのかな？」

　今まで気がつかなかったあたり、ウィブもやはりまだ寝ぼけているのだろう。

「ついてこいって？」

　エムにひきずられるようにして、ウィブとソアラは外に出た。

　夜明けは遠くない。東のほうからだんだんと、発光苔が明るさを増しはじめている。

「なんだ、これ？」

　地面には延々と文字が書かれていた。エムが、タリアに指示されて記したものである。

　昨日のいきさつだった。

「何て書いてあるんだ？」

「えっとね」

「えっとはいいからさ」

「まず、そう書いてあるんだよ」

「間ま違ちがいなく、姫の伝言だな」

　正しい推察である。

　ウィブは地面にかがみこんだ。

「えっとね、しのびこんだらね、ぴこがこけちゃって、それでみつかったの、わるいのはしきょうなの、そいつらがね、やあっとねむらせちゃったの、ねむったのはわたいとぴこなのね」

　ここまで読んで、ウィブは一息いれた。頭がくらくらとしてきたからである。

「続きは？」

　ここまでで、全体のほぼ三分の二であった。

　すでに隣の宿舎の扉とびらの前にやってきている。

「ええっと……、りぃず、みつけた」

「えっ、リィズを！」

　ソアラが思わず、声をあげる。

「誰ですか、朝っぱらから」

　扉の向こうから、不ふ機き嫌げんそうな声がした。

　しまった。

　ウィブは中ちゆう腰ごしになって立ちあがった。

　次の行動を決断しかねているうちに、音をたてて、扉が開いた。

「おや」

　隣の宿舎の住人が、顔を出していた。

　地面には、タリアの伝言。

　住人は、ウィブとソアラの顔を見、視線をおろし、そして足もとを見た。

　はっとした表情になる。

「しまった、もうそんな時間ですか！」

　慌あわてた顔つきで叫んだ。

「え？」

「まだ、天てん井じようが暗いもので、つい。すいません。修しゆ行ぎようは早くからはじめるんですね」

　その住人は、ソアラとウィブの衣服を見ていた。着き替がえもせずに眠ねむったので、昨日の作業着のままである。

　住人は、すその長い寝ね間ま着きを着ていた。

「すいません、すぐに支度します。起こしていただいたのに、あんなことを言っちゃって」

「いいんですよ。まだ慣れてらっしゃらないんでしょうし」

　愛あい想そ笑いを浮うかべて、ウィブは言った。

　住人は恐きよう縮しゆくしながら、奥に引っこんだ。

　ソアラとウィブは、顔を見あわせた。

「なんで、これに気がつかなかったんだろう」

　足もとに視線は落ちたはずなのに。

「だって、これ、地上の共通語だよ」

　ウィブは、平然として言った。

「ああ、そうか」

　クリュオの住人には、単なる曲がりくねった線にすぎないはずだ。

「にゃにゃにゃあ」

　エムがやっきになって注意を引こうとしている。

「あと少しだから、さっきの人が出てこないうちに読んじゃおう」

　ウィブは、もう一度地面にかがみこんだ。

「りぃずがねいってるんだけど、しぇれらが、つれてこられたんだって、またつれていかれて、ひめいきこえて、いきてもどったひと、いないの」

　書かれていたのは、そこまでだ。

「まいったな」

　ソアラは呟つぶやいた。

「姫、今、どこにいるの？」

　エムは、地面に文字を書こうとした。

「ちょっとまって」

　隣となりの住人が出てきそうだ。

「中に入ろう」

　二人と一いつ匹ぴきは、ウィブの部屋に戻もどった。

「で、姫？」

　かりかりかり。

　部屋の床には、石がしきつめてある。

「ちょっとまってて」

　ウィブは、荷物の中から、インクとペン、獣じゆう皮ひ紙しをとりだした。

「みゃあ」

　ひとしきり悪あく戦せん苦く闘とうしてから、エムはインク壺つぼをけっとばした。そりゃ、猫ねこにペンは持てない。悪戦苦闘する前に気がついてもよさそうなもんである。

「もっぺん、外にでようか」

「ううん」

　ソアラの言葉に、ウィブは首をふった。

「こうすればいいのよ」

　獣皮紙をひろげると、ウィブは一文字一文字、順番に並べていった。子供に字を教えるときの、文字順表の順序である。

「さあ、姫、これを順番にさしていって」

「なるほど」

「みゃあ」

　エムは、一声鳴くと、主人にいわれるまま、紫むらさき色いろの前足で、一つずつ文字を示していった。

「わ・か・ら・な・い・ね・て・た・も・ん」

　わからない。

　寝てたもん。

　まことに、そのとおり。理り屈くつは通っている。

　ソアラとウィブは、頭をかかえこんだ。

　しかし、いくらなんでも、それだけで、タリアも言葉を終えたわけではなかった。

「は・や・く・た・す・け・に・き・て・ね」

　早く助けに来てね。

　行きたいのはやまやまなんだが。

　どこにいるのか、わからなくては。
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「……なのよ」

　息を切らせながら、ウィブは言った。

「許さん！　我が同どう胞ほうを虐ぎやく殺さつするなど」

　飛び跳はねるようにス＝サグは言った。まだはっきりした証拠はないが、ここまできて外れってこともないだろう。

「姫！　ああ、やはりついていくのだった」

　ついていっても、どうなるものでもなかったような気がするが、ともかくイシュカは身もだえせんばかりに、いや、身もだえしながら後こう悔かいしている。

「それで、ソアラのやつはどうしてほしいって？」

　クリスは、ウィブに問いかけた。めんどうくさそうに、顎あごの下をぼりぼりと搔かいている。

「今……、魔ま法ほうで隠かくれて……神しん殿でんの司教たちを見張ってる……」

　谷からここまで、見つからないように気を遣つかいながら駆かけてきたので、さすがに疲つかれたらしい。ウィブの動どう悸きはなかなかおさまらない。

「なるべく目立つように……谷に攻こう撃げきをかけてくれって、そしたら司教が動くだろうから、あとをつけるって」

　ようやく呼吸が整ってきたようである。

「ようし、わかった。みんな、戦いの準備だ！」

　ス＝サグは、はりきって叫さけんだ。

　先ほど到とう着ちやくしたばかりの、シェレラ戦士たちから、疲れを知らぬような雄お叫たけびが返ってくる。どうやら、若わか長おさよりはス＝サグのほうが、標準的なシェレラであるらしかった。

「私も参りますぞ」

　イシュカは身み震ぶるいして立ちあがった。

　ミレニアも青い顔でうなずいた。

　そのかたわらには、こちらも戻ってきたばかりのマーニーがいる。

　ミレニアは、マーニーを見やった。青ざめたくちびるに、精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮かべて。

「私は、ソアラさんを信じます。だから、私たちも、自分にできることをしなければ、ね」

　マーニーは、こっくりとうなずいた。彼女は、二十人あまりのラーファの女戦士たちを連れて来ている。彼女たちも、戦支じ度たくをはじめた。まずは、重いマントを脱ぬぎ捨てる。続いて服も脱ぎ捨てる。ぎりぎりのところだけは隠していたほうが、効果は大きい。なんの効果だかはともかく。

　スランは、何も言わずに、そっと剣けんの重さを確かめただけだった。

「それにしても」

　シェレラの若長は、考え深げな声で言った。

「なんのためだ。我々の同胞を殺したのは？　意味もなく？　宗教的理由？　違ちがう、何かまだ、我々の知らないことが……」

「行けばわかるよ。叩たたきのめしてから聞きだせばいいのさ」

　クリスが言った。若長はまたも考え深い声で応じた。

「しかし、充じゆう分ぶんに敵を知らなければ、戦術を間ま違ちがえる可能性が高くなる」

「悪いやつなのはわかってるんだ。それで充分じゃないか」

　クリスは、やはりソアラの母であった。

　発光苔ごけが明るくなりきる直前に、戦いは始まった。
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　まだ薄うす暗ぐらいゴルダイの谷に、巨きよ大だいな炎ほのおの華はなが開いた。

　きれいな光景である。

　遠くから見れば。

　熱気をもろに受けた者にとっては、それどころの話ではなかった。

　炎の精せい霊れい王破は壊かい派の力を借りた、炎の渦うずの呪じゆ文もんだ。シェレラの精霊使いのしわざである。ひときわ大きく華か麗れいな炎は若長の妹ク＝リーアと、ソアラの母クリスの呪文によるものだった。

「キュルリリキュリリキュキュウウウ（きぃー！　ああ、くやしい。ちょっと聞いてくれます？　あのね…………なんですよっ！　まったく、ねえ。ひどい話だと思いません？　くどくどくどくど……。きいぃぃぃぃ。わたしにあなたくらいの力があれば、そこらを焼きつくしてすっきりしちゃうのに。くどくど……あれ、かわりにやってもらえるんですか？）」

　炎の精霊王破壊派、またの名をイフリートは、嫉しつ妬とを司つかさどる精神の精霊でもある。というか、もともとはそうであった。まいどまいど、こんな話を聞かされていれば、何もかも焼きつくしたくなっても無理はない。かくして破壊派と呼ばれるようになったのだ。

　だが、魔法に呼ばれた火か焰えんの渦は、直接の被ひ害がいを信者たちや建物に及およぼさないよう、慎しん重ちように計算されていた。

　とは言っても、先にも言ったように、熱気くらいは広がっている。

　おまけに、見た目の迫はく力りよくはかなりのものだ。

　たちまち、右往左往の大混乱がまきおこった。

「大変だぁ！」

「火事だぁ！」

「地じ震しんだぁ！」

「最後の裁判がはじまったぞぅ！」

「神の怒いかりだぁ！」

「何、別に俺は怒おこっていないぞ」

「あんたじゃなくて別の神様だ！」

「なんだ、そうか」

　信者たちは、口々に勝手なことを叫びながら、宿舎から飛びだしてくる。

「どけ、どけ！」

「抵てい抗こうしなければ、危害は加えませんわよ」

　信者たちは、そう叫びながら、乱入してくる異形の集団の姿を目にして、あわててまた宿舎の中に逃にげこんでしまった。

　なにせ、バドネスの教えには、危難に対して勇ゆう敢かんに立ち向かえ、というのはない。

　しかし、自分を捨て、我が欲よくを捨て、すべてを捧ささげよ、というのならばある。

　だからといって、乱入してきた集団にふらふらとついて歩きはじめた連中が、みずからの命を教団の平和と自由に捧げようとしている高こう邁まいな信者だとも思えなかった。

　どちらかというと、欲よく望ぼうがぬぐいきれない修しゆ行ぎよう不足の信者だろう。彼らの視線は、肌はだもあらわな鎧よろいを身につけたラーファの神官たちに、特にその胸と腰こしに向かっていたのである。神官たちの中にはマーニーより過激な鎧を身につけている者までいた。なにせ、彼女たちは、慈じ愛あいを与あたえる専門家なのだ。禁きん欲よく生活を続けてきたバドネスの男性信者が太刀たち打うちできるものではなかった。

　さすがに司祭たちの中には、立ち向かおうとする者もいたが。

「あら、こんにちは」

　長い修練によって鍛きたえあげられた百万シェルの笑顔を向けられれば、思わず微笑ほほえみ返さずにはいられなかった。

「ちょっと、ごめんなさい」

　すっと、右手の戦棍メイスがふりあげられる。

　おろす。

　ごき。一いち撃げきである。

　戦いなど、めったに経験することのない地底の人々は、こうしてあっさりと気絶していった。

　まれに、笑顔だけで油断しない相手がいても。

「やだ、戦棍メイス、落としちゃった」

　とか言って、胸の谷間を強調しつつかがみこめば、もう。

「あ、拾ってやるよ」

　などと称しようして、胸むなもとを奥までのぞきこもうとしてくる。

　ぐきっ。

　おしまいである。

　ラーファの神官たちは、マーニーによって選びぬかれた者たちだったのだ。どういう基準で選ばれたのかについては、言葉を費ついやす必要もないだろう。

　しかし、バドネスの信者は男ばかりではない。それどころか、男女はほぼ半々であり、さらに言えば、女性は優ゆう秀しゆうな恐おそるべき戦士になりうる存在である。

　マーニーをはじめとするラーファの神官たちを見れば、そのことはわかるだろう。

　タリアやウィブを見ても、優秀かどうかはおいても、恐るべき戦士になりうることはわかるはずだ。

　でもって、バドネスの女性たちは、頼たよりにならない男たちに代わって、神聖な教祖様や司教の方々を守るべく、剣を取った。

　そんな女たちには、しかし、シェレラの魔法が飛ぶ。

「キュリキュリラ（魅み力りよくを司る精霊よ。偉い大だいなる芸術家よ。あなたの技わざは比類なく、いかなものもあなたにかかれば、人の目をひきつけてやまない。……と、まあ、そういうようなわけでですね。ちょっとばかり力をふるっていただいて、あそこの人に、わたしの真の魅力を気がつかせてやってくれませんか。え、お前じゃ無理だ？　いや、そこを、あなたの腕うでを見こんでお願いしてるんじゃないですか。他ほかの精霊じゃ無理、あなたにしかできないんですから）」

　かくして、女たちはシェレラへの剣を捨て、熱い視線を彼らに向けるのであった。

「やれやれ、これでは出番がない」

　どすどすと走りながら、イシュカがぼやいた。

　なんとなく、スランは不ふ機き嫌げんそうである。

「スーちゃん」

　いきなり、肩かたを叩かれて、スランはその細い手を払はらいのけた。

「あたしだけは、いつでもスーちゃんを見てるからね」

　なるほど、まわりの女性はすべてスランを見ていない。

　スランは咳せき払ばらいした。

「そうそう、もちろん、彼はそんな程度のことで不機嫌になったりはしませんよ」

　イシュカが、すべてわかってますよ、という顔で言った。

　スランの機嫌は、ますます悪くなった。

　谷の奥は、もう近い。
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　火焰の渦が爆ばく発はつした音は、神しん殿でんの中に入りこんでいたソアラにも、はっきり聞こえた。

「炎の精霊王の呪文か」

　精霊王ともなれば、おべっか追つい従しようには慣れきっているから、なまなかなお世辞では動かせない。ソアラは、ふと、伝説の精霊使い、ラ・スーダラのことを思った。彼は、揉もみ手一つで、水の精霊王に艦かん隊たいを壊かい滅めつさせる大渦を作りださせ、『いよっ、さすがですねぇ』の一言で、大地の精霊王に軍隊を吞のみこませたという。いつか自分もそんな精霊使いになれるだろうか。

　なりたくないような気もするソアラだった。

「おっとっと」

　精霊魔ま法ほうで姿を消している時は、気をそらしてはいけない。

　まして、廊ろう下かの真ん中では。

　姿があらわれてしまうからである。

　いつのまにか、ぼけっと廊下の真ん中に立っている自分に、ソアラは気がついた。

　ソアラが、姿隠かくしの呪文を唱えなおし終わるのと、扉とびらが次々と開いて司教たちが姿をあらわすのとが、ほぼ同時だった。

　ウィブに聞いてきたとおり、ここにずらりと司教たちの居室が並んでいた。

　司教たちは、無言のまま、一列に並んだ。やっぱり顔色が悪くて背が丸まっている。あと、表情がほとんどない。ずらりと並んだみんながそうだと、かなり不気味だ。

　おまけに、ソアラの目で見ると、精霊の異常までがそっくりだった。

　普ふ通つうの人間と、動物、あるいは魔ま法ほうで作られた動く構造物や不死の怪かい物ぶつとでは、欲望のあらわれ方に差がある。他のものは、人間に比べるとどうしても欲望が少ない。そのかわりに、純じゆん粋すいである。人間のように、あれもこれもと考えず、ただ生きのびること、あるいは他者を殺すこと、あるいは子孫を作ることだけを望む。人間のように、子孫を作ることよりその過程を、だとか、子孫の子孫を管理しようとか、子孫を作る相手はあれじゃなきゃとか、余計なことは考えない。

　司教たちのまわりに見える欲望の精霊の形は、人間のものではなかった。少なくとも、ソアラには何だかわからない形だ。

『ひょっとして、ほんとに、修行で欲望を捨てたんだろうか』

　とも思ったが、どうもそれとも違ちがうらしい。

　あまり深く考えていると、また姿をあらわしてしまうので、ソアラは考えるのを止やめた。

　廊下の、いちばん奥にある扉が開いたのは、その時だった。

　いちばん奥の部屋ってなんか大事なところだっけ。

　ソアラはウィブに聞かされた内部の造りを思いだそうとした。

　彼が思いだすより早く、その部屋の住人が廊下に姿をあらわした。質素な長衣の形は変わらないが、色は白だった。ただ一人、教祖テルケッツにだけ許された色だ。

『いよいよ、動きだしたな』

　ソアラは、何が起きても対応できるように、テルケッツの動きに注意をはらった。

　顔はほとんど隠されているので、はっきりとはしないが、やっぱり顔色は悪いように思えた。司教と同じように背は丸まっている。いや、司教よりもひどい。むしろ、背中がぐっと盛り上がっているような感じだ。

『ん？』

　ソアラは、どこかで見た誰だれかに似ていると思った。雰ふん囲い気きや、体形が……。

　誰だか、思いだせない。

　思いだそうと考えこむわけにもいかない。姿隠しの呪文が解けてしまうからだ。

　とにかく、黙だまって見張っていた。

　外からは、かなりの騒さわぎが伝わってくる。司教や教祖たちも、動どう揺ようしているようだ。

　しているのではないだろうか。

　していてほしい。

　していてくれないと困るじゃないか。

　彼らは、しばらくの間、頭をよせあって相談していた。

　ほんとに頭をくっつけあっていたのだ。

　囁ささやき声すら聞こえてこない。

　怪あやしい行こう為いであった。

　声も出さずに、彼らは瞬しゆん時じに打ちあわせをすませたようである。そろって、移動を始めた。

　ふふん。ソアラは納なつ得とくした。何がわかったというわけではないが、足音を忍しのばせて、彼らのあとを尾つけた。

　教祖たちが向かったのは、礼拝堂だった。神殿で、もっともだだっぴろい部屋である。神殿全体の、半分ほどの面積を占しめる部屋だ。数百人の信者を集めて説教をするための部屋だから、狭せまくては話にならない。神殿の正面の大扉を入ってすぐである。

『なんだ、わざわざ裏に回らなくてもよかったんじゃないか』

　というのは、ソアラの結果論である。

　七人の司教たち──教祖をあわせれば八人──は、祭さい壇だんに近づいた。

　特に飾かざりがあるわけでもない。説教をするために、一段高くなっているだけの場所だ。

　教祖が、祭壇の前面にまわって、何もないように思える場所に手を伸のばした。

　干ひからびた黒い手が、袖そでからはみ出す。

『やっぱり、どっかで見たよなぁ』

　ソアラは思った。

　死にアンぞこないデツドの怪物モンスターめいたその手が祭壇に触ふれると、一角がぐっとへこんだ。

　すると、金属がこすれあうような奇き妙みような音とともに、二つの現象が起きた。

　まず祭壇がずれて、下に通じる階段があらわれたのだ。同時に、天てん井じようの細長い一部が、がくんとおりてきた。上に通じる階段だ。二つの階段は、一つにつながった。

『この神殿って二階建てだっけ？』

　ソアラは忘れていた。

　もちろん一階建てである。ただし、神殿の屋根の上には、巨きよ大だい教祖像が建っている。

　司教の一人だけが下に、あとの者たちは上に向かった。

　さて、どちらを追うべきか。

　あまり、深く考えているわけにはいかない。

　ソアラは、自然にまかせて進んでいった。

　自然にまかせれば、ものごとはすべて落ちてゆく。

　下へ向かったのである。
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　で、その頃ころ。

　タリアやピコだって、のんびりと助けを待っていたわけではない。

　脱だつ出しゆつしようと試みていたのだ。

　しかし。

「ダク・レイ（鍵かぎなんかかかってないんだもん。すっと開くんだもん。ひっかからないんだもん）」

　この程度の解かい錠じようの呪じゆ文もんでは、なかなか。

「くすん」

　泣き真似まねをしたところで、鍵は同情もしてくれない。

　どうやら、魔法で強化されているらしい。

「せめて、魔ま術じゆつ師しの杖つえがあったらなぁ」

　タリアは向かいの壁かべに立てかけてある杖を見た。ピコのリュートや鍵開け道具も、その下に転がしてある。

　魔術師の杖は、一人前の魔術師に与あたえられる、いわば免めん状じようのようなものだ。持っていれば、魔術師としての自信がつく。つく、つく、絶対につく、と修しゆ行ぎよう時代に言い聞かされるのだ。自信がつけば、それだけ強く思いこめるというものである。

　だから、なくたって、魔法を使うことくらいできるが、他人のかけた魔法を破るには、ちょっと力不足かな、と思えてしまう。その弱気が、呪文を失敗させるのだ。しかし、タリアをして、そんな気をおこさせるのだから、教育というのは恐おそろしいものである。

「誰か、来ないかなあ。そうすれば、踊おどらせちゃうんだけどねぇ」

　まるまっちい指を鍵かぎ穴あなにつっこもうとひとしきり苦労したあとで、ピコがそう言った。

「踊らせて、どうするの？」

　好こう奇き心しんに満ちた声で、リィズが訊たずねた。

「踊らせると、面おも白しろいじゃない」

「あのね」

　タリアが睨にらむ。

「噓うそだよ。友だちになる呪曲を使おうかなと思ってさ」

　ほんとに噓だったのだろうか。

　タリアは疑わしそうな目で、ピコを見つめた。

「どっちにせよ、楽器がなくちゃ無理でしょうに」

　と言うタリアに、にっこり笑ってピコは言った。

「おいらには最後の楽器があるよ」

「どこに？」

　壁の向こうからリィズが訊ねてきた。

「ここさ」

「だから、どこなの」

　指さしたって、壁の向こうのリィズには見えないのである。

「歌えばいいんだよ」

「ピコ、自分の音程の確かさがわかっていて言ってるの？」

　タリアだって、呪曲は演奏の正確さが重要なのだということくらいは知っている。

「もちろん。よくわかってるよ。だから自信があるんじゃないか」

　どこまで本気で言っているのか。おそらくは、九割九分が本気であろう。

「ねえ、タリア。杖が取れればいいの？」

　ピコのことはほうっておいていいと、リィズも思ったらしい。タリアに、そう訊ねてきた。

「うん、そしたら鍵が開けられると思う」

　タリアは答えた。

「わかった、ちょっと待ってて」

「どうにかなるの？」

　返答はなかった。代わりにかすかな衣きぬずれの音が伝わってくる。

　そして、何かが、隣となりの牢ろうから投げだされた。

　薄うすい紫むらさきと、ピンク、そして青。三色の布が結びあわされた紐ひもだった。ま、紐というには、少し幅はばがありすぎるが。

　その先せん端たんは、杖からかなり離はなれたところに落ちた。

　長さが足りないのだ。

「リィズ、そんなものどこに持ってたの？」

　返事の代わりに、こんどは可愛かわいいくしゃみが返ってきた。よく見れば、それはリィズが身につけていた衣服だったのである。

「ふふん。やっぱり子供よね」

　タリアとしては、身長を問題にしているのだろう。そんなことではるかに年下の少女に勝って嬉うれしいか？

「ちょっと、待ってなさい」

　ずるずる。

　引き戻もどされる衣い裳しようを見ながら、タリアは言った。

　腰こし帯おびを解ほどきかけて、はっと気がつく。

「ピコ、目を閉じてなさい」

「え、もちろんだよ」

　にこにこ。

　草原妖よう精せい、三十九歳。立派な大人である。

　タリアは、ピコの上着をまくりあげると、頭の上でしっかりとくくりつけた。

「これで解けないわね？」

「もう全然」

　妙みように嬉しそうな声で、ピコは言った。

　タリアは、下着姿になると、服を結びあわせた。身長の分、リィズの服よりは長いはずだ。

「えい」

　ばらばらばら。

　鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから投げられた彼女の服は、壁に届くどころか、空中で結び目が解けて、ばらばらとあたりに散らばった。

「ひ～ん」

　泣いたって戻ってきてはくれないのである。

「えい」

　タリアのようすを見ていたリィズが、隣の牢からまた彼女の服を投げた。

　上着の袖が、こんどはしっかりと杖にひっかかった。

「っしょ」

　引っ張る。

　杖が倒たおれた。

　引く。

「ゆっくりだよ、ゆっくり」

　タリアは呼びかけた。引っかかった袖は、今にもはずれてしまいそうだ。

　じりじりと杖がひきよせられる。

　かつん。杖の先端、くるりとまるまった飾りが、床ゆかに転がされていたとげのついた棒に引っかかった。杖は動かずに、服だけがずるりとひきよせられる。

「う～ん」

　タリアは、鉄格子の隙間からできるかぎり手を伸ばした。

　あと少し。

　あと少しで届かない。

　タリアはぐいっと肩かたをひねった。少し伸びた。指先が、杖に触れる。

　その時、音を立てて左の扉とびらが開いた。

　灰色の長衣の男が入ってくる。バドネスの司教だ。足音も立てずに、牢に近づいてきた。

「こら、見るな、すけべ」

　牢の奥の暗がりにひっこみながら、タリアは怒ど鳴なった。その声が耳に入ったかどうか。近づいてきた司教は、杖を蹴けり飛ばした。

「わたいの杖だよ。粗そ末まつにあつかわないで」

　今度の抗こう議ぎも無視された。

　司教は、リィズの牢の前に立ちはだかった。

「娘むすめよ、準備はいまだ調ととのわぬが、やむをえぬ。役に立ってもらう時がきた」

　司教は、かすれた声で言った。まるで喉のどが腐くさり落ちかけているような声だ。

「やだ！」

　リィズは叫さけんだ。

「なんで、あたしがおじさんの手伝いなんかしなくちゃいけないの」

「お前は、そのような肉体に作られているのだ」

　司教は、動じることなくそう答えた。

「まあまあ、おじさん、あせらないでさ」

　呼びかける声。ピコである。上着は元に戻っていた。

「ちょっと、ピコ。解けないんじゃなかったの!?」

「姫ひめ、考えすぎると、しわが増えるよ」

　盗とう賊ぞくにとっては、縄なわ抜ぬけも得意技わざの一つなのだ。

　ピコは、にっこりと笑った。

　タリアは、身体からだを隠かくすように回していた両手を手首だけひるがえして、耳をふさいだ。

「やあ♪　みんな♪　おいら、あんた、ともだっちさ♪　あ、そっれ、キレッテ、キレッテ、キレキレテ」

　昨夜ゆうべも歌った呪曲を、ピコははりきって歌いはじめた。友情と愛情をかきたてる呪曲だ。ただし、今回は伴ばん奏そうがない。

「ぐ……」

　司教の口から、ほんの小さな唸うなり声がもれた。

「がああぁぁっっ」

　いきなり吠ほえた。

「きゃっ」

　リィズの口から、小さく悲鳴がとびだした。

　しかし、司教は向きを変えて、ピコのいる牢に向かった。

「がるぅ！」

　司教は、痙けい攣れんするような動作でもって、素す手でで鉄格子を殴なぐりつけた。

　ピコは、ますます、声をはりあげて歌った。

　司教は、鉄格子を蹴りつけた。

　ピコは、感情をこめて歌った。

　司教は、鉄格子に体当たりをかました。

　ピコは、音程をはずしていた。

　司教は、狂きよう乱らんしていた。怒いかりか、あるいは痛みかが、彼の肉体を動かしているのだ。

「ピコ、効いてないわよ」

　タリアが、耳に突つっ込んでいた指を抜ぬいて叫んだが、ピコは自分の声に酔よいしれていた。

　司教は、がんがんと鉄格子に攻こう撃げきを繰くり返している。本来の呪曲の効果ではないが、何かのそれもかなり悪い影えい響きようを及およぼしているのは間ま違ちがいない。司教の体当たりを受けて、イシュカの指ほどもある太い鉄格子が、ぐにゃりと曲がった。

　司教の身体のほうも、しかし、無事ではすまない。肉がはじけ、骨は砕くだけている。しかし、血は流れていなかった。

「ピコ！」

　タリアが悲鳴をあげる。

　牢の鉄格子が、ついにはじけとんだ。

　それをとびよけて、ピコは歌を止やめた。

「さあ、逃にげよう」

　歌が終わると同時に、司教の動きが止まった。だが、よろけはしたものの倒れなかった。

「あで？」

「お……の……れ」

　長衣のフードが取れて、隠されていた顔の上半分がむきだしになっている。その瞳ひとみは、白く濁にごっていた。頰ほおの肉は腐れ落ちている。

「ありゃりゃ」

　ピコは、はじけた鉄格子をよけた拍ひよう子しに、牢のすみに飛びこんでしまっていた。

　逃げ場がない。

「困ったねえ」

　全然、そうは聞こえない口調で、ピコは言った。

　司教が、腕うでをふりかぶった。その指先では、いつの間にか長い鉤かぎ爪づめがぬめりと光っている。

「ちょっと、ピコ？」

「どうしたの？　何がおこってるの？」

　うろたえたタリアの声に、事態がわからず怯おびえているリィズの声が重なる。

「助けて、お兄ちゃん！」

「リィズ！　無事かあ」

　駆かけこんできたソアラの姿が、空中からにじみでるようにあらわれた。あせるあまり姿隠しの呪じゆ文もんが解けたのだ。

「お兄ちゃん！　ほんとに来てくれた！」

　司教が、くるりと首を回した。

　その時には、すでにソアラが彼の眼前にせまっていた。

「よくもリィズを！」

　戦棍メイスがふりあげられる。

「このすけべ野や郎ろうが！」

　あれは自分で脱ぬいだんだが。

　しかし、ソアラにそれがわかるはずもない──よく考えれば、わかるかもしれないが──。司教の全身がふりかえる前に、彼の戦棍が背の真ん中めがけてぶちかまされていた。

「ぎっぎいいいい」

　怒りにまかせた、さほど効果的だとも思えない一いち撃げきだったが、司教は人間のものとは思えない悲鳴をあげて倒れ伏ふした。ま、死んではいないはずだ。

「リィズ」

　ソアラは、牢に駆けよった。

「お兄ちゃんのエッチ」

　リィズも下着姿である。

「ばか、そんなことを言ってる場合か。正義は羞しゆう恥ち心しんを越こえるんだ」
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　よくわからないが、ソアラの場合、下心がないことだけははっきりしている。

「はいはい、ちょっと待ってよ」

　あわただしく服を身につけて、魔ま術じゆつ師しの杖つえを手にしたタリアが解かい錠じようの呪文を唱えた。もちろん、リィズもその間に服を着ている。

「じゃあ、行くぞ」

　ソアラは言った。

「どこに？」

　タリアが訊たずねる。

「上にいる教祖を問い詰つめるんだ。なんでリィズをさらったのか」

「ここを、ちょっと調べてみない？」

　ピコが提案した。

「なにか、面おも白しろいものがあるかもしれないよ」

「あのな……」

　言いかけたソアラを、リィズがさえぎった。

「お兄ちゃん」

　ソアラのすそを引っぱったリィズは、倒れた司教を見つめていた。

「リィズ、あんまり近づくな」

「お兄ちゃん、こいつ、あれだよ」

　長衣の背中が裂さけていた。

　そして、そこから異様なものがはみでていた。黒い塊かたまりだ。小さな蝙蝠こうもりの翼つばさのようなものがはえている。

「こいつは……」

　ソアラは呻うめいた。

「……なんだっけ。どこかで見たような気はすんだけどなあ」

「義叔父おじさんにとりついてたやつだよ」

「おお」

　リィズの冷静な答えを聞いて、ソアラもはっきりと思いだした。ルーフ・ウォーカーの街で出くわした、古代魔ま法ほう帝てい国こくで作られた魔法生物だ。

「確か、やっつける薬があったよな」

「もう、ないよ」

　くやしげにリィズは言った。

「作り方を書いた本も崩くずれちゃったし」

「そうそう、イシュカのうっかりでねぇ」

　ほんとに、そうだったか、ピコ？

「なるほど」

　何が、なるほどなんだ、ソアラ。

「とにかく、上に行こう」

「うん」

　元気よくリィズは返事をした。

「お前は、逃げるんだ」

「ええ～」

「ええ～、じゃない」

　がくん。

　その時だった。部屋が大きく揺ゆれた。

「にゃっ」

　タリアは、大きく転てん倒とうした。

　揺れはおさまるようすを見せず、ますます大きくなっていくばかりだ。

「なんだろ、お兄ちゃん」

「なんでもいいから、脱だつ出しゆつするぞ」

　ソアラは、右の扉とびらを開けた。その手が、凍こおりつく。彼がめったに見せない表情が浮うかぶ。恐きよう怖ふとおぞましさを感じているのだ。

「お兄ちゃん、こっちからきたんじゃない？」

　リィズが、ソアラの背後から呼びかけた。

　彼女が近づいてくる気配に、ソアラは我に返った。リィズやピコの位置からでは、右の扉の向こうはまだ見えない。見せるべきではないと思った。ピコはどうでもいいが、リィズには。

「そうだったなー、うっかり間ま違ちがえちゃったよ」

　別に言い訳ではなく本当のことを口にして、ソアラは、あわてて扉を閉めた。

　そして、タリアたち三人を急せき立てて、階段をあがった。地下から一階に戻もどったが、なんだかもう勢いがついていたので、つながったままの屋上への階段を上って行った。

「いいか、リィズ。絶対に俺から離はなれるなよ」

　四人が神しん殿でんの屋上へ続く階段を駆け上がって行く、その途と中ちゆうのことだった。

　ふわりとみんなの身体が浮いた。一いつ瞬しゆんだけ、神殿全体に大規模な浮ふ遊ゆうの呪文がかけられたのだ。
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　地じ響ひびきは、ゴルダイの谷の全域をゆるがしていた。

　シェレラ戦士たちも、そしてラーファの神官たちも、いささかの混乱におちいっている。

　谷のおよそなかばまで来たところであった。

　スランも、イシュカも、立ち止まってしまっている。信者たちの抵てい抗こうは、すでにほとんどなく、立ち止まっても反はん撃げきされる恐おそれもない。

　谷全体を見下ろせる崖がけの上で、同様にウィブも立ち止まっていた。彼女は、頭上からの状じよう況きようの監かん視しを頼たのまれて、そこに登っていたのだ。

　地響きは、ますます激しくなっていった。規則正しいリズムを刻んでいる。

「おいっ！」

　ス＝サグが叫さけんだ。

「なんだ、あれは？」

　返答はなかった。シェレラ戦士たちは答えがわからず、他の者はシェレラ語を知らない。

　もっとも言葉がわからなくたって、ス＝サグが何を言っているのかくらいは推察できたろうが、結局答えようがなかった。

「神殿が……」

　ミレニアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「動いてますぅ」

　神官の一人が、後ろにいやんいやんとでもつきそうな口調で言った。

　彼女の言った通りだ。

　巨きよ大だいなバドネス神殿が動きだしていた。

　まず、それは、上に動いた。

　神殿が建物ごと持ちあがったのである。神殿には、地下部分があったのだ。それが今、地上にせりあがりつつあった。

　地下部分の左右には、いくつもの車輪を、鋼鉄の帯でつつんだような、奇き怪かいな機関がとりつけられていた。

　それは、かつて、古代魔法帝国の時代に無限軌き道どうという名で知られていたものなのだが、今、それを見ている者たちのなかに、その名前を知っている者は一人としていなかった。

「こっちに来る」

　よん、とでもあとにつづきそうな調子で、ラーファの神官の一人が言った。何が起こっているのか、現実としてとらえられないのかもしれない。

　すさまじい軋きしみ音を立てながら、無限軌道が回りはじめている。

　神殿は、前進をはじめた。

「見ろ、腕が動く」

「ええい、神殿が全部動くんだ、その一部が別に動いたからって、いまさら驚おどろくな」

　ス＝サグは、おののく戦士の一人をそう怒ど鳴なりつけた。

　神殿の上で、教祖の巨大な彫ちよう像ぞうが、胸の前で組んでいた手を離し、挑いどみかかるような姿勢に変わりつつあった。さすがに、足は伸のびないようだ。

「あれは、巨大な魔動彫像ゴーレムだったらしいな」

　若わか長おさが、共通語で言い、クリスがそれに同意した。

「生きもんじゃないのは確かだしね」

「それにしても、どうやってあんなものを造ったのでしょう」

　ミレニアが感かん嘆たんしたように言った。

「そんなことは後から考えればいい」

　ス＝サグは喚わめいた。

「若長、御ご命令を」

　両手に摑つかんだ曲刀シミターが、彼のはやった心を映している。

「落ち着け、ス＝サグ」

　若長は、いったん谷の出口までひきあげるように命じた。

「相手の力がわからぬうちは、正面からぶつかるべきではない」

　自身の思おも惑わくはともかく、ス＝サグは、若長の命令には絶対服従である。

　ミレニアとクリスも、同じ判断を下して、ラーファの神官たちに退たい却きやくを命じた。

「出番のないまま退場ですか」

　イシュカは、迷うようにそう言った。

「姫ひめが、もし、あの中にいらっしゃるのだったら、私はお見捨てするわけにまいりません」

　口調に、かすかに、できるものならそうしたい、という響ひびきが混じっていたかもしれない。

　神殿を睨にらみつけながら引きさがりつつ、スランが彼の腕うでを引いた。

「あの中にいるとは、限らないわよ」

　マーニーが言う。

「それもそうですね」

　イシュカは、大彫像を睨みつけながら、じりじりと後ずさりをはじめた。

『我はははは神なりりりり!!』

　そんな大だい音おん声じようが響き渡わたったのは、その時だった。谷に反はん響きようして、わりと聞き取りにくい。

『神にににに従えええええ!!』

　その大音声は、大彫像から響いていた。

「誰だれが神だ、誰が！」

　イシュカは思わず、怒鳴り返していた。

『従うべししししし!!』

　巨大な教祖像のてのひらが、ラーファとシェレラの戦士たちに向けられた。

「待ちたまえ、きみ。まずは神学的論争を行って、相そう互ごの理解をだねえ」

　タリアがいないと、どうもいさぎよくないイシュカであった。

　大彫像のてのひらが、かっと赤熱すると、灼しやく熱ねつの炎ほのおがはなたれた。

「おわわっ」

　幸い、まだ距きよ離りがあったので外れたが、炎は岩を溶とかし、大地をえぐった。

『従うべし、我が司祭たちよ。その命を捧ささげ、我が敵を滅ほろぼせ！　デラス・デラス』

　音量が若じやつ干かん調整され、反響が抑おさえられて聞き取りやすくなった。

　おかげで、最後の奇き妙みような単語は、ちゃんと効果をあげた。それは魔ま術じゆつに使われる、真しん音おんだったのだ。

　その言葉がはなたれたとたん、宿舎に隠かくれていた信者のうち、司祭の刺青いれずみをもつ者が手の甲こうを押さえてのたうった。

　瞬しゆん時じの後、手の甲の紋もん章しようから奇怪な影かげが飛びだした。

「ひぃぃ」

「あぁぁ」

　悲鳴、悲鳴、悲鳴。

　影は、司祭たちの脳の半分を、一瞬で喰くらいつくした。

　そして。

　死んだ司祭たちは、周囲の生き物に、無差別に襲おそいかかりはじめたのだ。一いつ般ぱん信者は逃にげまどったが、神殿の無限軌道は助けを求めてきたそんな信者たちを、容よう赦しやなくひきつぶそうとする。

　シェレラたち、そしてラーファの神官たちの退路は、群がる司祭たちの動く死体ゾンビーによって塞ふさがれた。

「うろたえることはありません」

　ミレニアは決然と叫んだ。

「神の慈じ悲ひを、死者たちに示してあげなさい」

　死にアンぞこないデツドの怪物モンスターたちの魂たましいを浄じよう化かするのは、神官の得意技わざだ。そのへんの事情は、クリュオでも変わらない。

「シェレラの戦士よ、今こそ、真の力を見せよ」

　若長もまた、みずからが率いる戦士たちを鼓こ舞ぶした。彼はいつも、まっとうな判断を下す。

　神殿がふたたび前進してくる。逃げ惑まどう一般信者たちが、状況をさらに混乱させる。

　いよいよ激しさを増していく戦いを一望できる崖の上で、ウィブは思わず叫びをあげていた。

「いたーっ！　あんなとこに！」

　走る神殿の屋上に、タリアたちがいるのを見つけたのだ。ウィブは、それをみんなに知らせようとした。しかし、これだけ全員が叫んでいると、なかなか聞こえるものではない。

「ねえ、いたよ、姫たち！」

　ウィブは、声の限り叫んだが、やっぱり聞いてもらえない。下では、炎の渦うずや冷気の風といった大規模な呪じゆ文もんが炸さく裂れつし、鉄と鉄、剣けんと鎧よろい、楯たてと戦棍メイスがはげしくうちあわされているのだ。

「ねえ、イシュカ、スラン、マーニーちゃぁぁん」

　個人を名指しで呼んでみたが、答えはない。みんな、忙いそがしそうである。

「う……」

　しかたない。ウィブは決断した。

　あれをやるしかないのかなぁ。

　呪曲を知っているのは、ピコだけではないのだ。

　うまくいかないかもしれないけど。

　ウィブは、横笛をとりだして、くちびるにあてた。そっと目を閉じる。軽かろやかで、それでいてくっきりした旋せん律りつが、その笛から流れだした。

　呪曲の旋律は、戦場を流れていった。

　その音を気に留めたものは、その源をつきとめたくなる。

　それが、この注目の呪曲の効果だった。かつて、多くの英えい雄ゆうがこの種の曲とともに戦場にあらわれた。この呪曲ほど、同一の効果がありながら、多くの異なる旋律をもつ呪曲はない。

「おい、どこだ」

「どこだ、どこだ」

　死せる司祭たちの攻こう撃げきをかいくぐりながら──死人はふつう呪曲の影えい響きようを受けるほどの感受性をもちあわせていない──、戦士たちは曲の源を探した。

　ウィブ、一世一代の名演奏だった。

「どこだ、どこだ」

「あっ、あそこだ」

　一人が指さし、みんなが崖がけの上にたたずむウィブに注目した。

　すっ。

　ウィブは笛をおろした。

　思わず、演芸団当時の練習がよみがえって、芝しば居いがかった仕草になる。笛をぶんとふりおろして、胸のあたりでかまえたもう一方の手がぴたりと決まる。

「リィズがいるよっ。姫とピコもいる。ソアラが助けたんだ」

　ウィブは、笛で大彫像の腰こしの裏あたりをさした。

　つもりだった。

　さっきまで、あったところに、もう神しん殿でんはない。

「ウィブさん、危ないわっ」

　ミレニアが、崖の上を見ている隙すきをつこうとした司祭の動く死体をあっさり返り討うちにしながら、呼びかけた。

「へ？」

　下ばかり見ていたウィブは、はっと顔をあげて、よく前を見た。

　大彫像の頭が、彼女のすぐ目の前にあった。大彫像の目の奥に、人ひと影かげが見える。

　そう思った瞬しゆん間かんに、ウィブの足元が崩くずれた。

　大彫像が、崖を殴なぐりつけたのだ。

「あでっ？」

　ウィブは、空中に投げだされていた。
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「ダル、ルルルル（ウィブの身体からだは軽い！　絶対に軽い、え～と軽いんだよ、わたいとどっちが軽いかっていうと、その……）」

　ウィブが、宙に投げだされたのを見て、タリアはあわてて呪文を唱えた。

　唱えようとしたのだが。

「うう」

　何か、心の深いところに抵てい抗こうするものがあるらしい。

　ウィブは、空中で手足をじたばたさせている。軽かる業わざの腕うで前まえで、多少の高さなら平気だというものの、下が尖とがった岩では着地は難しい。

　その時、ウィブの腰にエムがくっついているのがタリアの目にはいった。心と心の接せつ触しよくを切っていたので、うっかり忘れていたのである。

「ダルダ！（軽い、羽毛より軽い、絶対軽い）」

　ほとんどやけくその唱えっぷりだった。

　ウィブの落下速度が、ゆっくりになる。ついでに、ウィブは崖を蹴けって落ちていく方向を調整した。神殿の屋根めがけて落ちられるようにしたのである。

「ふう」

　ソアラが出てもいない額の汗あせをぬぐった。

　ピコとリィズがそのかたわらにいる。

　地下の牢ろうから直接通じる階段をあがってきたら、ちょうど、あぐらをかいている大だい彫ちよう像ぞうの後ろにでたのである。

　目の前に、扉とびらが一つある。

　大彫像の中にはいる扉だった。




「姫！　ただいま参ります！」

　まとわりつく死体を大剣グレートソードで跳はねとばして、イシュカは突とつ撃げきした。

　どうしても跳ねとばせそうにない大おお柄がらの死体──工事用の槌つちをもった、ひげの親父おやじの死体──には、呪文を使った。

「神よ、偉い大だいなる光をもたらしたまえ。迷えるものを汝なんじがもとへ導くまばゆき光を。もしできなかったら、私は死にます。評判が落ちますよ。信者減りますよ。いいんですか、そんなことになっても」

　イシュカはまだ、神の奇き跡せきを願う祈いのりの、真の意味を知らない。知らなくても効果はある。彼のてのひらからほとばしった光は、司祭の動く死体を崩れ去らせた。

「スーちゃん、行って」

　同じ呪文を、マーニーが唱えていた。

　スランは、彼女の瞳ひとみを正面から見つめた。

「行って、いいよ」

　マーニーは、しっかりとうなずいた。

　スランは、つ、と手を伸のばした。二本の指で彼女の頰ほおに軽く触ふれる。

　そして、駆かけだした。

　マーニーは、その背中を見送った。

「スーちゃん」

「がっ」

　迫せまりくる動く死体。ひるがえった細剣レイピアが、その足の腱けんを断たち切る。

「スランバード」

　もう一度、そっとその名を呟つぶやく。

　その瞬間、スランは背すじにとてつもない悪お寒かんを感じていた。何か、自分が恐おそろしい罠わなに落ちてしまったような予感が、ひしひしと彼に迫っていたのである。

「どうわああああ」

　そのスランの前をいくイシュカが、神殿に突撃した。

　べちゃ。

　飛びつくのに失敗した。

　だんだんと加速され、神殿はもう人が走るほどの速度で動いている。あやうく無限軌き道どうの下した敷じきになりかかったところを、イシュカは、ほうほうのていで逃げ出した。

「だぁっ」

　こりずにまたつっこむ。

　今度は、なんとか車輪にとりついた。

「わわわわっわわわっわあ」

　ぐるぐる回って、ついに耐たえきれずに跳ね飛ばされた。

　ごろんごろんと地面で二、三度転がった。

　むくりと起きあがる。不ふ屈くつの男であった。また、神殿めざして駆けだした。

「どりゃっ」

　伸ばした指先が宙をひっかく。

　今度は顔面から落ちた。

　スランは、どうしたものかと悩なやんだ。彼はイシュカほど頑がん丈じようにはできていない。試ためす前に、よく考えたほうがいいだろう。

「ミュー」

　そんな鳴き声が聞こえて、スランはおのれの右側を見た。

　大きなネズミが駆け寄ってきている。もちろんポコだ。主人を心配して駆けつけてきたらしい。ポコもすっかり大人のアングラット。すでに、ウィブの身長と同じくらいの体高にまで成長している。

　スランの脳のう裏りに、閃ひらめくものがあった。

　ポコに指示を飛ばす。ピコのように動物語が話せるわけではないが、ポコはわかってくれたらしい。

　一人と一いつ匹ぴきは、神殿の前に回った。

　正面衝しよう突とつの進路である。

　正面の大扉が迫ってくる。それに続く石段は、今は宙に浮ういている。スランの身長の三倍よりも少し高いくらいか。

　距きよ離りがみるみる縮まった。

「ミュー」

　ポコが、鳴く。

「ミュ」

　間合いを計っている。

「ミッ」

　スランは、ポコの背に飛び乗り、そして思いきり蹴った。

　宙に舞まう。

　同時にポコは身体をひらべったくして、地面と神殿底部の隙すき間まに身を潜もぐらせた。

　ざりざりっという音がして、ポコの背中の毛がそぎとられた。

　だが、命に別状はない。

　そして、スランはぎりぎりで石段に指をひっかけていた。

　顔が歪ゆがみ、肩かたの筋肉がもりあがる。

　スランはどうにか体を石段の上にもちあげた。

　大扉はわりと簡単に開いた。魔ま法ほうの鍵かぎでもかかっているかと、危き惧ぐしていたのだが。中に入ればすぐに礼拝堂だ。祭さい壇だんの階段は、下りたままになっていた。

　一気に屋上まで駆けあがる。

「よう、久しぶり」

　ソアラが出で迎むかえた。

「はい、元気？」

　ウィブも挨あい拶さつをよこす。

「いよっ」

　と、クリスは言った。

　スランは、片方の眉まゆ毛げをつりあげた。落ちたウィブはともかく、クリスはなぜここにいる。

「ウィブちゃんのやりかたを、参考にしたのよ」

　と、こともなげにクリスは言った。

　いったん、崖に登って、飛び降りてきたらしい。

　タリアが、横目で睨にらんでいる。落下制せい御ぎよの呪じゆ文もんを唱えさせられたのだ。

「そんな顔をしなさんな。回復石をあげたでしょうが」

　クリスが言った。回復石というのは、文字どおり元気をとりもどす魔法の石のことだ。細い針状になっていて、腕うでの内側につきさして使う。中毒になる危険もあるから、乱用はできない。

　スランは、どことなく憮ぶ然ぜんとした表情でうなずいた。

「姫ひめェェェ！　イシュカが参りましたぞ！」

　ぼろぼろに汚よごれたイシュカが、屋上のはしっこから顔をだして叫さけんだ。鎧よろいの胸のあたりなど、ぼこぼこにへこんでいる。神殿の外がい壁へきに取りついてよじ登ってきたらしい。

　いったい何回失敗したことやら。

「姫ッ、御ご無ぶ事じでしたか」

　屋上にはいあがると、イシュカは駆けよってきた。ぼろぼろに見えるが元気いっぱいだ。

「イシュカ、ピコに似てきたね」

「は？」

　きょとんとするイシュカに、タリアは上を指さしてみせた。

　およそ四身長ほどの高さ。

　大彫像の表面、長衣のひだをはい登っていくピコの姿が、そこにあった。

「やほ～」

「……どうして、彼は？」

「好きなんでしょ、登るのが」

　ウィブは無雑作にそう答えた。

「さあ、行こうか」

　ソアラは元気よく宣言した。

「母さんは、リィズを連れて下りてくれ」

「あいよ」

「やだよ、あたし」

　ぼこ。

　クリスは、リィズの頭を遠えん慮りよなく殴りつけた。

「わがまま言うんじゃないよ」

　クリスは、リィズの腰こしをつかんでひょいとかつぎあげた。

　リィズの頭には、一目でわかるこぶが、もう膨ふくれあがっている。

「わたいでも、あそこまではやらないよ」

　イシュカは、曖あい昧まいに笑っただけで答えなかった。

　げし。

　答えようがどうしようが、どうせ蹴られるのである。

　落下制御の呪文でクリスとリィズが飛び降りた後、ソアラたちは、大彫像の内部にはいりこんだ。目の前にあった扉からである。

　あぐらをかいて座った彫像の背後側の最下部。

　なんとなく臭くさそうな顔で、彼らは飛びこんでいった。
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　炎ほのおの渦うずの呪文が、神しん殿でんの外壁に炸さく裂れつした。

「駄だ目めだ！」

　ス＝サグは叫んだ。

「傷一つ、ついていないぞ」

「対呪文の結界がはってありますわ、お兄様」

　若わか長おさの妹ク＝リーアは、シェレラ族でも随ずい一いちと言われる精せい霊れい魔ま法ほうの使い手である。

「直接、魔法で傷つけようとしても無む駄だのようですわね」

「かといって、我らの武器が通用する相手でもない」

　シェレラたちの意見には、ミレニアやマーニーも賛成だ。

「よけろ！　ひとところに固まるな」

　若長の指示が、シェレラ戦士たちに飛ぶ。大だい彫ちよう像ぞうのてのひらからはなたれる火か焰えんは、ますます強きよう烈れつになり、その間かん隔かくが短くなっていた。

「どんな仕組みになってるんだか」

　クリスが、吐はき捨てるように言った。

「あれは、古代魔ま法ほう帝てい国こくの秘宝のかたまりみたいなものです。外からの攻こう撃げきは通じませんね」

　ミレニアは、ラーファ戦士たちの指揮をとらねばならず、ようやく取り戻もどした娘リイズを抱だきしめてやる暇ひまも持てないでいた。

「内部から攻せめるしかない。だが簡単には近づけさせてはくれまい」

　若長は言った。

「ええ、だから、私たちは逃にげる者たちを助けるのに専念して、あとは彼らを信じるしかありませんわ」

　ミレニアがそう言ったとたん、全員がいっせいに不安そのものの表情になった。

　リィズまでである。

　おいおい。

　ま、彼らの身を案じたのだ、というふうに解かい釈しやくしておこう。




　大彫像の内部には、シェレラの肉体を利用して作られた、生きた動力機関がみっしりと詰つまっていた。動く死体ゾンビーと、生肉のフレツシユ魔像ゴーレムの中間くらいの存在だ。

　腕を増やされたシェレラが、頭を石造りにすげかえられ、動かされている。

「こいつらが、これを動かしてるんだ」

　地下の牢ろうで、右の扉とびらを開けた時に見た恐おそろしい光景を思いだして、ソアラは言った。

　ばかでかい水車小屋の内部のような光景だった。改造され心を喪うしなったシェレラの肉体が、人力で巨きよ大だいな歯車を回していたのだ。

　一部の改造死体が、ソアラたちを止めようと立ちはだかった。斬きり倒たおされる彼らに詫わびの言葉を呟つぶやきつつ、ソアラたちは、大彫像の内部を駆かけあがっていった。

　めざすは頭部。

　ウィブは、落ちてくる途と中ちゆうで、窓になった大彫像の目の奥に、司教たちの姿を見たのだ。

　腹から胸へ。

　胸から首へ。

　首は螺ら旋せん階段になっていた。

　そのてっぺんに扉があった。

　どん。

　ソアラが、戦棍メイスを叩たたきつけた。破は片へんをまきちらしながら、扉が開く。

「来たか、小こ僧ぞうども」

　そこは、暗くて狭せまい部屋だった。聞こえてきた声は、部屋より暗くて、心が狭そうだった。

「わたい、小僧じゃないもん」

　室内のようすも、発言したのが誰だれかもみきわめることなく、いきなりタリアが反論した。

「元気のいい小こ娘むすめだ」

　そこには七人の司教と、その中央に干ひからびきったような男がぎゅうぎゅうに詰まっていた。皮ひ膚ふは黒ずみ、瞳ひとみは白く濁にごっている。しかし、よく見ると、大彫像の容よう貌ぼうの面おも影かげがあった。

　教祖テルケッツだ。

「わたい、小娘でもないもん。うら若い乙女おとめだもん」

　タリアが、どうでもいいことにこだわった。

　狭い部屋にはほとんどなにもなかった。

　床ゆかに、複雑な魔ま法ほう陣じんが八つ、描えがかれているだけだ。司教たちはそれぞれ魔法陣の中心に立っていた。彼らは、とびこんできたソアラたちに何の反応をみせるでもなく、じっと立ちつくしたままだ。

　壁かべには、像の目にあたる場所に覗のぞき窓──かなり大きい──、耳にあたる場所に空気穴が開けてある。

「お前は何者だ！」

　イシュカは、怒ど鳴なった。

「あのね、イシュカ。あの人はテルケッツっていってね」

「いえ、そういう意味じゃないんですけど」

　主従のやりとりにかまわず、あらためてソアラは問い詰めた。

「なんのためにリィズをさらったんだ!?」

　テルケッツは、干からびた唇くちびるを歪めた。

　笑ったようだ。

「神になるためだ」

「なってどうするの？」

　タリアが言った。

「へ？」

　けっこう間の抜ぬけた返答である。テルケッツという男も、意外と底は浅いのかもしれない。

「だからさ、なんのために神様になるわけ？」

「……あー……ええと……」

　テルケッツは考えこんだ。考えて、やっと口を開いた。

「我が研究によれば、このクリュオは、神の繭まゆなのだ」

「は？」

　今度は、タリアが訊きき返した。

「闇やみの彼方かなたに消えたとされるこの世界の創造神が、みずからの後こう継けい者しやを産みだすために造りあげたのが、このクリュオなのだ」

「どうして、そういうことがわかるわけ？　何か古代の本でも読んだの？」

　好こう奇き心しんに満ちた声で、ウィブが言った。

「あたし、最近、ちょっと学問にころうかと思ってるから、本があるんならちょうだい？」

　どうも、学者の演技を、演技だけでなくしたいと思いだしたようなのである。

「なぜ、わしがそのようなことをせねばならん」

　いちいち返答してくれるあたり、テルケッツは底の浅さに加えて、けっこう律りち義ぎな性格なのかもしれない。

「だって、どうせ、あたしたちにやられちゃうんだから。おじさんの頭の中にだけ知識が詰まったまま消えちゃうともったいないし」

「かかかかか」

　テルケッツの笑いは、どうしてどうして、干からびたおじさんどころの話ではなかった。

「神となる男を倒すというのか。たいした自信だな、おまえたち」

「だからさあ」

　言いかけたタリアを制して、テルケッツは言った。

「古代の知識はこいつから得たのだ」

　ばさり。

　蝙蝠こうもりのような翼つばさが、テルケッツの背中から飛びだした。

「今から十年近くも前だ、遺い跡せきでこいつを発見したのはな。いかに古代魔法帝国の産物とはいえ、わしには勝てなかった。わしがこいつの意思をねじふせ、古代の知識を逆に吸収したのだ。もっとも、完全に支配する前には、いろいろとおかしなこともしてしまったがな。実験のために、赤ん坊ぼうを、神の候補に造り替かえてしまったこともある」

「まさか！」

　ソアラは、はっとしたように叫さけんだ。

「その通りだ」

　テルケッツは言った。

「じゃあ、やっぱりお前が、メゾルーナで起きた連続幼児誘ゆう拐かい事件の犯人なんだな！」

「ちょっと待て、メゾルーナっていうのはどこにあるんだ？」

「セレネトックの隣となり街まちに決まっているじゃないか」

「セレネトックってのは、南部か？　北部か？」

「ラオンの近くだよ」

　タリアが言った。

「それは地上じゃないか！」

「違ちがうのか？」

　とソアラは言った。

「幼児を改造するって事件が確か三年前に」

「わしは十年前から、ずっと地底にいるぞ」

「うるさいやっ」

　ソアラは言った。わかってはいるけど、認めたくないことだと、ソアラはこういうはぐらかし方をする。

　テルケッツは、気を取り直して言葉を続けた。

「クリュオで頂点に立ったものが、この大いなる繭を破る神となり、創造神の後継者として羽う化かするのだ」

　テルケッツは、熱に浮うかされたような口調で言った。

「シェレラは、この世界で、今、神への最短距きよ離りにいる種族だ。だから、殺し、そしてその力を奪うばい取らねばならなかった」

　テルケッツは、どんどんと謎なぞを解いてくれた。たまにこうやって説明しないと、陰いん謀ぼう家や悪党というのは、自分の存在理由に不安を抱いだいてしまうものなのだ。

「あの娘むすめに与あたえた力も、それなりの儀ぎ式しきを行って取り戻さねばならない」

「あのね」

　うんざりしたように、タリアが言った。

「だから、どうやって神様になるのかは、どうでもいいのよ。わたいが聞きたいのは、おじさんが神様になってなにをしたいかなの」

「なんだと？」

　長ちよう広こう舌ぜつを中断させられて、不ふ機き嫌げんそうにテルケッツは言った。

「おじさん、やりたいことがあって神様になるんじゃないの？」

「いや、それはだな」

　テルケッツは、しどろもどろになりながら言葉を続けた。

「……神になると、色々、好きなことができるじゃないか」

「たとえば？」

「それは、まあ……色々だ」

　自分を納なつ得とくさせるように、テルケッツはうなずいた。やっぱり、底の浅い男だったか。

「お前は、神になりたいとは思わないのか？」

　逆に、タリアに質問を返してきた。

「別に」

　タリアは、あっさりとそう答えた。どんなひねくれた人物でも、その言葉を建前だとつっぱねることはできなかったろう。タリアは、いつだって、本音しか言わない。

「わたいは、今のままで、充じゆう分ぶん、面おも白しろいもん」

　テルケッツは、返す言葉を失っていた。

「確か、前にもそう言ったと思うけど」

「わしはお前とははじめて会ったのだぞ」

「別におじさんに言ったんじゃないよ。他ほかの人に言ったの。でも、神様だったら、そのくらい知ってなよ」

「あ、ああ」

　うなずいてしまうテルケッツであった。彼は、自分の人生を完かん璧ぺきに否定されて、恐きよう慌こうにおちいりつつあった。彼は、必死で自分の願望を正当化しようとした。

「神になれば、どんな望みもかなうのだぞ。そうだ、あの娘を渡わたせば、わしが神になったあかつきには、お前たちを地上に帰してやることもできる」

　もちろん、ソアラたちがどこからやってきたのかくらいは、彼にもお見通しだった。神の力がなくとも、同じ地上人なら推測できるはずのものである。

「おじさんが神になるのに、どのくらいかかんのよ？」

　ウィブが、訊たずねた。

「そうだな」

　脈ありと見てか、テルケッツは、どうやら背中の寄生生物と相談しているようだった。

「あと一千年くらい……」

　あわてて口を閉じても、もう遅おそい。底が浅いだけでなく、思し慮りよも浅かった。正直者なだけかもしれないが。

「そんなに待てるか！」

　ソアラとスランとイシュカが、一いつ斉せいに武器をかまえた。しかし、短ければ待つ気だったのか？

　テルケッツが、それに対たい峙じするかまえを見せる。

　どれほどの魔ま力りよくを秘ひめているのか。この狭い空間では、風の精せい霊れいは使えない。魔ま法ほうを封ふうじる沈ちん黙もくの呪じゆ文もんを使うのは不可能なのだ。テルケッツは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくであった。

　で、その時。

「やあ、みんな、待たせてごめんね」

　能天気な声が、狭い室内に響ひびき渡った。

　緊きん迫ぱくした空気が、ふにゃらかととろけてゆく。

「む？」

　テルケッツは、あたりを見回した。声の主の姿はない。

「それじゃあ、一曲」

　その声は、かすかなこだまをともなっている。

「外か！」

　その通り。ピコの声は、大だい彫ちよう像ぞうの耳に通じる空気穴から聞こえていた。

「ちぃっ、外からとは！　まんまと裏をかかれたわ」

「いや、そんな大層なもんじゃ」

　ウィブ、いちいち言い訳しなくともよろしい。




　♪踊ろ　踊ろよ　足踏ふみ鳴らし




　彼の歌には、また、伴ばん奏そうがなかった。

「ピコ？」

　ウィブの声は、不信感と押し殺した怒いかりに満ちていた。

「いやあ、登ってくる途と中ちゆうで楽器を落としちゃって」

「落とすな！」

　イシュカが怒鳴る。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと踊おどらせて魔法は使えなくしちゃうから」

　正しい旋せん律りつのない呪曲など、柄つかしかない長ちよう剣けんのようなものである。歌唱を得意とするものなら、みずからの喉のどで魔法の調べをかなでることもできるだろうが、ピコの歌では。

　期待できない。

　と、みんなが思った。

「そうはさせるか」

　しかし、テルケッツはピコの歌唱力を知らない。魔ま術じゆつの予備動作をはじめた。




　♪あ、それ




　ピコは、またもや楽しげに歌いだした。





　♪のっちゃえ　のっちゃえ　おいしい話

　　わんさか　わんさか　わんさか　お宝

　　怪かい物ぶつ出たぞ　怪物出たぞ　いっひっひっひ

　　やんやんしゅらんば　しびゅらびん

　　気楽なもんだよ　冒ぼう険けん者

　　明日の心配いりやせぬ

　　今日の命があるかしら






　歌詞は、ほとんど、でたらめである。

「ふんがぁ！」

　それまで黙だまって佇たたずんでいた司教が吠ほえた。

「があ」

「ががあ」

　次々に吠えた。

「ど、どうしたのだ、貴様たち」

　テルケッツがうろたえた。

　と、そのテルケッツも膝ひざを折った。死人めいた彼の顔に浮かんですら、それとわかるほどの苦く悶もんの表情だ。かなり激しい苦痛に襲おそわれているらしい。

「背中、背中がっ！」

　と言いつつ、耳を押さえている。

「どうなってんの？」

「さあ？」

　ソアラたちは、とりあえず、手を出しかねていた。

　司教たちは、もだえくるしみながら、手あたりしだいに殴なぐりつけ、蹴けりつけ、ひっかきはじめた。そして、がくん、と大きく神しん殿でん全体がゆらいだ。




　その頃ころ、神殿の周囲では。

「見て」

　と、リィズが言っていた。

「こりゃあ」

　逃にげる足を止めて、クリスはふりかえった。腕うでを一本失ったス＝サグと、彼の手当をしていたク＝リーアも見あげる。

「踊ってるよ」

　リィズは言った。

　あっちへふらふら。こっちへぐらぐら。

　神殿は迷めい走そうをはじめていた。

　腕は、ひきつけを起こしたような動きを見せている。

　確かに、無理をすれば踊っているように見えなくもない。

「お兄ちゃんたちが、やったんだね」

　息をはずませてリィズは言った。

「あいつら、何をやってるんだ、いったい」

　クリスは、呆あきれかえったように言った。

　本格的に呆れかえるのはまだこれからだ。




「はんぎゃああ」

　司教の一人はおもいきり壁かべを蹴りつけた。脚あしが折れる。

　彼らは完全に狂きよう乱らんしていた。

　魔ま法ほう陣じんも壊こわれている。

　司教たちの精神集中が乱れたことで、大彫像の制せい御ぎよは完全に失われていた。

「なるほど」

　イシュカが言った。何かに気がついたらしい。

「どうなってるの？　イシュカ」

　タリアの問いに、神官騎き士しはこう説明した。

「こいつらがこの神殿を操あやつっていたのです」

「そんなことはわかってんの！」

　イシュカは、思わず一歩後ずさりしながら、言葉を続けた。

「いえ、精神集中が必要だったから、今まで私たちを襲ってこなかったのだな、と」

「あのおっさんが一人であしらえるって、わたいらを見くびってたんでしょ」

　嚙かみつくように言ったタリアに嚙みつこうと、司教が襲いかかった。司教たちの攻こう撃げきは、壁や床ゆかや同族に向かうのをやめて、生きた人間に向けられようとしていた。

　音もなく移動したスランが、そいつを剣けんの平で殴り飛ばした。

　タリアは、気配に気がついて、ようやくふりむいた。

「今のうちに、やっつけちゃえばいいのよ」

　断言する。

「しかし、姫ひめ、ライリーは……」

　イシュカは、最後まで言い終える勇気を持てなかった。

「それもそうだよな」

　ソアラは、戦棍メイスで殴りかかった。

　そのつもりで精霊の影かげを見れば、本体の司教の肉体は死んでいる。生きていると言えるのは、魔法生物だし、それだって本当の意味での生き物じゃない。戦っても、その分、気が楽である。

「あぎゅううう」

「ぐるるる」

　司教たちは、鉤かぎ爪づめをひらめかせて襲いかかってきた。まるっきり野や獣じゆうのようだ。

「そっちからくるなら、遠えん慮りよはしないぞ」

　今まで遠慮してたか、ソアラ？





　♪クリュオへ来たならサミスーラ

　　サミスーラに決めた

　　僕の名前はピコ　彼の名前はポコ

　　二人あわせてピコポコだ

　　別に意味などありゃしない






　とにかく、思いついた言葉を並べているだけのピコであった。

「その、その歌をやめろぉ」

　テルケッツが苦痛に満ちた声で叫さけんだ。

「こいつらは、異常な歌声に過か敏びんに苦痛を覚えるのだ」

　言わなければいいのに。やはり根が正直者なんだろう。これまでも信者が『本当の狙ねらいはなんですか』と訊たずねることさえすればよかったのかも。

「やめろぉ、やめてくれぇ。お願い、もうやめてええ。らめええええ」

　おっと、そうじゃないな。すでに錯さく乱らんしているのであろう。おっさんの言こと葉ば遣づかいではない。

「殺人音を、その殺人音をやめろぉ。未来に向かって脱だつ出しゆつしなくちゃああああ」

　テルケッツは、耳をふさいでのたうちまわって、意味不明のことを口走っている。

「おじさん、人間じゃないんでしょ？　だったら殺人じゃないよ」

　そんな言い方はないでしょうタリアちゃん。

「音程を、まともな音程を」

　テルケッツは、背骨を大きくそらしてのたうった。

「そこまでひどいかな」

　タリアは言った。

「ひどいです」

　大剣グレートソードで、襲いかかってくる司教たちを、タリアの分まで蹴け散ちらしながらイシュカは言った。しかし、いくらなんでものたうちまわるほどではあるまい？

「せめて、せめて伴奏を！」

　苦しんでいるのは、背中に寄生している魔ま法ほう生物だった。それは、真しん音おんの響ひびきによって産まれた命だ。乱れた音によって、苦痛をひきおこされるのだ。並の呪曲であったなら、乱れによる苦痛もなく、それなりの魔法に対する抵てい抗こう力でこらえることもできただろう。サミスーラでバーデルにとりついていたやつは、ふつうに踊っていたのだ。あの時は、楽器の響きが、ピコの声をかき消したのだろう。

「伴奏をぉぉぉぉぉ！」

　その叫びも、むべなるかな。

「だから、楽器を落としちゃったんだって」

　ピコは、そう返事をした。返答する一いつ瞬しゆん、歌がとぎれた。

「駄だ目めだよ、ピコっ」

「今だ！」

　テルケッツは、すかさず、呪じゆ文もんを唱えた。




「あっ」

　リィズが悲鳴をあげた。

　大だい彫ちよう像ぞうの耳から、炎ほのおが噴ふきだしたのだ。

　いや、違ちがう。空気だ。空気そのものが真っ赤に染まったのだ。

　小さな人ひと影かげが、それをよけて、首のあたりまでずりおちるのが見えた。

「血の色？」

　ミレニアの言葉に、クリスが答えた。

「酸の空気の呪文だ」

　言葉が終わらないうちに、赤い空気にとりまかれて、大彫像の頭がなかば溶とけ崩くずれた。
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「ひどいこと、するんだね」

　とっさに螺ら旋せん階段に転がり出たウィブが、戻もどってきた。彼女は、ほとんど無傷である。

「あたひ、もうよれよれ」

　タリアが座りこんでいる。

　顔や身体からだに火傷やけどの跡あとがないのが、気合いというか根こん性じようというか。立派なものである。しかし、身体の内側は、悲ひ惨さんな状態だろう。口もとからしたたり落ちた、喀かつ血けつのあとが、ぼろぼろに傷いたんだ服を染めていた。

「髪かみの毛が傷んじゃった」

　呟つぶやく声もさすがに弱々しい。

　ウィブは、弓をかまえると、踏ふみこんできた。床に目をはしらせる。

「まただよ、この子は」

　ウィブは、頭をかかえそうになった。ソアラは、完全に意識を失って倒たおれこんでいる。

「ほんとに魔法に弱いんだから」

　心臓が動いていることを確かめて、ほっとした口調で言った。

「なぜだ」

　テルケッツは、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「なぜ、お前たちは一人も死なない」

　司教たちは、全員が死んでいた。ま、もともと死んでいたんだから、滅ほろんだとか、作動を止めたとか言うべきかもしれないが。

「ライリー神の御ご加護だ！」

　イシュカは胸をはって言った。ほんとに、そう思うか？　違うかもしれないぞ。

「見よ、この私を、真に神に仕える者の力を」

　イシュカは、多少の火傷もなんのその、元気であった。単に、彼自身が頑がん健けんなだけである。

「あたしたち程度もやっつけられないで、神様なんて言えるわけ？」

　ウィブは、弓でぴたりとテルケッツの胸の真ん中を狙った。かなり怒おこっている。

「自分の味方を、これだけまきぞえにしておいてさ、誰だれもなんともないよ？」

「うるさい、わしはこの先、神になっていく予定なのだ。まだ、なったわけではない！」

　とんでもない言い訳であった。

「なめてるのか、あんたは」

　杖つえにすがって、タリアが立ちあがる。

「姫、いけません」

　テルケッツをほったらかして、イシュカが走った。

「確かに、一度は耐たえただろう。しかし、もう一度の呪文には耐えられまい！」

　テルケッツが呪文の動作にはいった。

「させないもん」

　タリアの杖から稲いな妻ずまがほとばしる。しかし、それはテルケッツの胸を焦こがしただけだ。

「くらえ！」

　しかし、神になろうとした男の背後で、その時、風が動いた。

「がっ？」

　もう一度、呪文を唱える機会はテルケッツには与あたえられなかった。

　酸の火傷だらけのスランは、無言のまま、剣を鞘さやにおさめた。あの呪文のさなかに、苦痛をこらえて、とっくにテルケッツの背後に回っていたのだ。

　戦せん闘とうにおいて最後においしいところを持っていくのは、スランの得意技わざである。

「おうい、中はどうなってんの？　もうちょっと踊おどるかーい？」

　ふさがりかかっている耳の穴から、声が届とどいた。

「ああ、ピコ。そっちは大だい丈じよう夫ぶだった？」

「うん。姉ちゃんたちは？」

　イシュカが、タリアとソアラの傷を治ち癒ゆしてくれるよう、ライリー神に祈いのりを捧ささげている。

「どうにかね」

「そう、じゃあ、急いで逃にげたほうがいいよ」

「へ？」

「これ、今、暴走してるから」

　動かす者がいなくはなったが、止まりはしていない。

「目の前にさ、崖がけがあるんだよ。もうすぐ落ちるんじゃないかな？　え～っと、この大彫像の高さの三倍くらい深い谷」

　ゴルダイの近くには、確かにそんな谷がいくつか……。

　ウィブは大彫像の目の覗のぞき窓に駆かけよった。変形しているが、外は見える。おお、見る見るうちに谷が近づいてくるではないか。あと、数百歩程度しかない。しかも、神しん殿でんは、すでに走るよりも速く動いている。

「で～っ」

　落下制せい御ぎよの呪文を使って、ウィブたちはあわてて神殿から飛びだした。
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　ちゅどーん。

　崖から墜つい落らくして、バドネス神殿は、完全に崩ほう壊かいした。







　最終章
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　アイス・ウォーカー。

　それは〈輝かがやきに満ちたる地〉に住む、ルーフ・ウォーカーの親族である。

　あるいは分家というべきか。

　と、ソアラたちは考えていた。

「ほんとはね、お父さんとか、お兄さん格なの」

　と、リィズは教えてくれた。

　じつは分家ではなく、本家なのだった。

　アイス・ウォーカーの長老こそが、すべてのルーフ・ウォーカーの最長老となるのだ。

「きっと、大丈夫だよ。何を訊ききたいのか知らないけど、教えてくれるよ。だって、あの時、長老様、お兄ちゃんたちのことほめてたもん」

　ルーフ・ウォーカーの街での事件のことを言っているのだ。

　直接は会わなかったが、長老会議が、ソアラたちを評価してくれたことは聞いている。

「あたし、紹しよう介かい状書いてあげるね」

　アイス・ウォーカーの長老は、リィズの義父ハダートと親しかったらしい。リィズとも顔見知りだそうな。

　さて。

　北部地方プラムダを旅している時に、噂うわさで聞いたとおり、アイス・ウォーカーたちは、知識についての魔ま術じゆつ、探たん索さくや予言の呪文に通じているのだそうだ。〈輝きに満ちたる地〉を訪ねれば地上のことがわかるというのは、そういう意味だったのだろうか、とソアラたちは考えている。

「あたしもすぐに行くからね」

　と、リィズは言った。しかし、短かったとはいえ、牢ろうの生活で、身体が弱っている。しばらくはミレニアが手放さないだろう。

「ま、しっかりやっといで」

　そう言ったクリスは、もう地上に帰るつもりはないらしかった。

「気になってたソアラも立派に成長してることがわかったしね」

「ほんとに気にしてたの？」

「はっはっは」

　タリアの質問をわらっていなせるあたり、いかにソアラが頑がん張ばっても、まだまだ貫かん禄ろくでおよばない母である。

　彼女は、四番目の夫である──ソアラの父親の前に、もう一人旦だん那ながいたそうな──ゴーロックと一いつ緒しよに見送ってくれた。

　ま、要するに、そういうことだったのである。

　縁えんというのは不思議なものだ。

　そうだろ？

「それにしてもスランくん、きみもそろそろマーニーさんのことを真しん剣けんに考えるべきではないですか？」

　いきなりイシュカが言いだしたのは、アイス・ウォーカーの住む氷の街につながる壁かべ道みちを登りはじめた時だった。

　唐とう突とつな男である。

　マーニーは、何をどう言いくるめられたのか、タンターフェの街で待っている。

　早く帰ってね、と言っていた。

「やはり、噓うそはいけませんよ、噓は」

　イシュカに何を言われても、スランはだんまりを決めこんでいた。

「別に、噓をついたわけでもないでしょ？」

　タリアは言った。

「帰る道がわかったからって、そこからすぐ帰るわけでもないんだし」

「は、それはそうですが」

「帰るかどうか決めるのは、道があるかどうかわかってからで遅おそくないわよ」

　イシュカは、そう言うタリアの顔をまじまじと見つめた。

「何よ？」

「いえ、なんでもございません」

　タリアったら、はじめのうちは絶対地底なんていやだって言ってたのにな、と、そう思ったのはウィブである。

　ま、北部にはちょっと値は高いけど、タリアの大好物の果物もあったし。

　食しよく欲よくがすべてか、タリアの場合？

　ま、少なくとも決断にさいしての重要な要素ではあるかもしれない。

　それほど往いき来が激しいわけではないが、道はよく整備されていた。

　アイス・ウォーカーは、ルーフ・ウォーカーの一族の中では、例外的に、床ゆかの人々とも交流を持っている。

　下の人々が栽さい培ばいした果物とひきかえに、主に、占うらない師稼か業ぎようを行っていたのだ。

　登るのに、およそ一日。

　事件も、ごたごたもなかった。

　そして、到とう着ちやく。

　アイス・ウォーカーの街は美しかった。

　きらめく氷をくりぬいて、街路と家屋を造ってあるのだ。

　言ってみれば地下の街なのだが、それにつきものの息苦しさや、狭きよう隘あい感を感じさせることはほとんどない。

　ほぼ透とう明めいな氷からできていて、視界がとてつもなくいいのである。よすぎて、イシュカあたりは始終、壁にぶつかっていた。外部からの来訪者で、ぶつからない者はいないそうだが。

　もちろん、見られては困るところは、白い氷を使ってある。中には、赤い氷や青い氷なんてのもあった。

「思ったより寒くないね」

　下の街で買いこんできた毛皮をイシュカに背負わせているタリアは、ちょっと残念そうだ。

「氷たって、ある程度暖かい温度でも凍こおるようにしてあるやつらしいから」

　ウィブが、そこらのおじさんから聞きこんできた話をさっそく披ひ露ろうする。

　なにより、ここは明るかった。

　この街の光の源は、もちろん、発光苔ごけではない。きらきらと明るい光が、遥か彼方かなたにあって、常に輝いているのだ。

　いくら、透明度が高いと言っても、分厚い氷の層を透とう過かするほどに輝かしい光である。

　暖かい光。

　だと、ソアラたちは思った。

　太陽だと、思いこんでいた。
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「では、どうぞ。長老様は食事中ですが、予約外の方に会おうとすると、その時間しか取れませんので」

　ひょろ長い体格の召めし使いが、一度引っこんで、しばらくしてから、ふたたび案内にあらわれた。ここは、アイス・ウォーカーの長老の屋や敷しきである。

「ねえねえ、連れて入っていい？」

　ピコはポコにまたがったまま言った。このところ、常にこうである。

「御ご随ずい意いに」

　召し使いは表情を変えなかった。

　ピコはなんとなくつまらなそうに、ポコに乗って入っていった。

　天てん井じようが高いから、頭をぶつける心配はない。

　長老は、アイス・ウォーカーの中でも、もっとも優すぐれた占い師だという評判だった。

　だから、常に予約がぎっしりとつまっている。まして、最近は、ルーフ・ウォーカー全体が積極的に床の人々とまじわろうとしているので、どんどんと人々がつめかけているらしい。

　初はつ恋こいの人の行方ゆくえから、テーブルの下に転がったまま見当たらなくなった銀の匙さじの行方まで。さまざまな相談が、もちかけられていた。

　リィズの紹介状がなければ、とてもこんなに早くは会ってもらえなかった──。

　かというと。

　じつは、そんなこともなかったりする。

　なぜかは、しばらくおくとして。

　長々しい廊ろう下かを歩いて、奥まった一室に連れていかれると、重々しい装そう飾しよくの扉とびらがあった。

　このあたりは下から運んできた石と、おまけに木でできていた。贅ぜい沢たくな造りである。

　案内の召し使いはさがり、そして扉は開かれた。

「失礼しやーす」

　ウィブが、あまり上品とはいえない挨あい拶さつをしながら、入ってゆく。

「まーす」

　タリアが続く。

　長老は、書物のあいだに埋うもれた、小さなテーブルの前に座っていた。

「あぁっ」

　長老の顔を見るなり、いたずらした弟を叱しかるお姉さん──ただし弟は乳ち吞のみ児ごで、姉は三歳──のような口調で、タリアは言った。

「だいたい、そんなことだろうと思ってたのよ」

　ウィブは、うんうんとうなずいた。

「きみたちね」

　長老は、老ろう齢れいに似合わぬ軽い口調で言った。

「そういう言い方はないじゃろが」

　語ご尾びが百歳を越こえる年ねん齢れいをあらわにしている。

「やあ、お爺じいさん、久しぶりだねぇ」

　ピコはにこにこして言った。

「再会祝いの踊おどりならけっこうじゃ」

「ちっ」

　なにが、ちっ、だ。

「ゾウグ爺さん、これ、どういうことだ？」

「あのな、ソアラくん。爺さんは失礼じゃろうが」

「人を騙だますような爺さんは、爺じじいでもいいくらいだ」

　けっこう過激なことを言う。

「まあまあ、ソアラ。落ち着きなよ」

　ピコに言われたくはない。

「御説明いただきたい」

　イシュカが、胸むな倉ぐらをつかまんばかりの勢いで迫せまった。

「ほんとにわからんのか？」

　長老は、顎あごを撫なでながら言った。

「全部、おじさんのしわざだってことくらいはわかるよ」

　ウィブは言った。

「夜妖よう精せいだって、おじさんが操あやつってたんでしょ」

「人聞きの悪い言い方をせんでくれ。きちんとした報ほう酬しゆうは払はらっとる」

　飄ひよう々ひようと、長老は言った。

「わたいが訊ききたいのは……」

「この世界は閉じられておる」

　タリアの言葉を遮さえぎって、長老はそう言った。

「これをごらん」

「おいしそうだね」

「そういう意味じゃない」

　長老が指さしたのは、皿にもられたレファ・スープだった。ディーズ豆からつくった調味料を湯で溶とかして、具を加えたスープである。

「これもな、飲む前にかきまわしてやらんと、底にレファがたまってしまう。ほっておけば固まってしまう」

「固まるほどの時間ほっといたら、そのあいだじゅうかき混ぜても、やっぱり飲めなくなっちゃうよ。腐くさってるって」

　タリアは言った。

「いちいち、細かいことを指し摘てきせんでもよろしい。まぜっかえすなちゅうんじゃ」

「混ぜたがってるくせにぃ。とにかくさ、ちょっともらっていい？」

　言うより早く、タリアの指は、おかずの一品をつまんでいる。早はや業わざだった。

「つまり、あたしたちは、そのお匙みたいなものだったわけ？」

　ウィブは、スープ皿のかたわらに置かれた鉄製の匙を見て言った。

「ときどき、新しい血を混ぜないと、澱よどんだものは腐っていくものじゃ」

　長老は、重々しい声を作って言った。

「まあ、確かに、我々の仲間うちに、ものごとをひっかきまわすのが得意なやからがいることは否定いたしませんが」

　イシュカが言った。たくみに視線を宙に舞まわせている。

「そうだねえ、イシュカの言うとおりだ」

　ピコが言った。こっちも、特定の誰だれかを見るのは避さけている。

　少なくとも、双そう方ほう、自分だと思っていないのだけは確かだった。

「ま、血を混ぜるほうなら、スランがたくさんやってたし」

　タリアは、顔を赤らめすらしなかった。

「姫ひめ、なんという下品なことをおっしゃいますか」

　イシュカが嘆なげく。

「ん～、ごほん」

　ソアラが咳せき払ばらいをする。

「けどさ、てことは、あのテルケッツのおっさんとか、ラムソンとかも、あんたが呼びこんだわけか？」

　ソアラの言葉に、長老は顔を曇くもらせた。

「そうじゃ」

「じゃあ」

　言い募つのろうとしたソアラの腕うでを、ウィブが摑つかんだ。

「ソアラ、長老さんもあんなことをさせるために呼びこんだんじゃないしさ」

「うぅん」

「わしの人物眼もあてにはならんかった。だが、それを止めたのも、わしの呼んだ人物。それを考えれば……」

　長老は、ウィブとソアラとスランとタリアとイシュカとピコを見た。

「まあ、それはそれとしてじゃ」

「うん？」

「それは、それとしておいてくれ」

「う～ん」

　疑問には思いつつ、誰もこれ以上の余計な嵐あらしを起こそうとは思わなかった。

　ま、長老の人物眼よりは、地上の人間の性質に問題があるのかもしれないし。

「ともかく、あんたたちは地上に戻もどりたいのじゃろう？」

　長老は、強ごう引いんに話題を変えた。

「戻っていいの？」

「もちろんじゃ」

　長老は、ゆったりとうなずいた。

「いけないのなら、わざわざ、あんな紙切れを渡わたしはせん」

「紙切れって、これかい」

　ピコが取りだしたのは、バドネス神しん殿でんの肥汲くみ許可証だった。

「違ちがうわい」

「じゃあ、これかな？」

　次に取りだしたのは、ラーファ神殿の割引き券の束。

「これ？」

　まだまだ出てくる。タンターフェの街の商店のちらしに、ゴーロックがどこかの商人と交わした契けい約やく書。

「あ、こら、なんということを」

　イシュカの手が伸のびて、ピコが逃にげ回る。

「…………」

　長老は、あきらめたように何も言わなかった。

「これでしょ」

　ため息をつきながら、ウィブが取りだしたのは、サミスーラのクーダ神殿でみつけた例の紙切れだった。

「なんだ、それのことか。姉ちゃんが持ってたんなら早く出してくれればいいのに」

　ひょいとイシュカを飛び越えながら、ピコは言った。

「ミュー」

　ポコが鳴いた。

「ま、そういうことじゃ。あちこち旅をしてもらうためと、最後の決断をしてもらうためにな」

「最後の決断？」

「ま、それはこの先の話じゃ。ともかく、地上に続いている道について教えよう」

　長老は、ソアラたちの疑問を軽くいなした。

「けどさ、地底世界の秘密を守んなくてもいいの」

　ウィブの疑問ももっともである。この世界のことが知られれば、なんとかしてやってこようとする者は、あとをたつまい。

　長老は、黄色い歯を見せて笑った。

「まあ、そういうことも含ふくめて、今から教える道の途と上じようで、決着がつくことになる」

　長老は、書物棚だなから大部の書物を一冊取りだすと、その奥に指を入れてぐっと押しこんだ。

　書物棚は横にずれて、そこに光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんがあらわれた。

「これが、地上へと通じる道に導いてくれる」

　みんな、じっと見つめるだけで動こうとしない。

「ま、信しん頼らいできないのも無理はないが、身体からだの危険はない。安心せい」

「身体の、ね」

　ウィブは言った。

「心のほうは？」

「鋭するどいのう」

　長老は、こともなげに言った。

「なに、記き憶おくを一部失うかもしれんというだけのことじゃ。あくまで、かもしれん、だしな」

　まだ、みんな、動かない。

「あまり、長く悩なやんでいる場合は、魔法陣を閉じる」

　みんな、顔を見あわせた。

「戻って、こられるかな？」

　タリアが訊たずねた。

「案ずるな。地上に帰るにせよ、クリュオに戻ってくるにせよ、わしの師が、いいようにしてくれるじゃろう」

「お爺さんのお師し匠しようさん？」

　きっと、とてつもない年寄りだろうなあ、とタリアは思った。

　ま、あたっていないこともないが。

「そういう回りくどい言い方は止やめて、はっきり言ってくんない？」

「くんないではなく、くださらない、です、姫」

　イシュカは、注ちゆう釈しやくをいれた。

「戻ってこられる」

　長老は、簡潔に答えてくれた。

「これでよいかな？」

「えぇっと」

　長老に、これ以上のことを言う気がまったくないのは、タリアにもわかった。

「じゃ、行こうか」

　そう言ったのは、ピコだった。

「なかなか、面おも白しろそうじゃない」

「ミュー」

　ポコはいつでも、ピコに忠実だ。

「じゃあ、お先に」

　魔法陣に飛びこんだピコとポコの姿が、すっと消えた。

「あ」

　止める暇ひまもない。

「しかたないなぁ」

　彼らは、魔法陣に足を踏ふみいれた。
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　瞬しゆん間かん転移の魔法陣は、通廊につながっていた。

　長い通廊だ。

　氷をくりぬいた通廊のように思えたが、はっきりとしなかった。

　そこは、不思議なものに満たされていた。

　空気ではない。しいて言えば呼吸できる水のようなものだ。と言っても、水中呼吸の呪じゆ文もんがかけられているときとは、明らかに違っていた。

　タリアには、濃のう密みつな魔法の気のようにも思えたし、ソアラにはすべての精せい霊れいの力をそなえた何かのように思えた。

　長い時間、ひょっとすると何日も、そこを歩き続けたような気がしていたが、お腹なかはすかなかったし、眠ねむくもならなかった。

　どれほどの時間がすぎたのか。

　唐とう突とつに通廊は終わっていた。それは、ごく普ふ通つうの洞どう窟くつのような岩穴に続いていた。もっとも、普通の洞窟にしては、壁かべがなめらかすぎたけれど。

　それは、すぐに表に続いていた。

　岩穴を出ると、見み渡わたす限り、岩だらけの荒こう野やが続いていた。

　空は一面の星空。

　そして。

　光の源が、ソアラたちの前にあった。

　すなわち。

　彼らは、私の前に立っていたのである。

「あれ？」

　タリアが言った。まぶしげに目を細めているので、私は光の量をおさえてやった。アイス・ウォーカーたちが騒さわぐかもしれないが、短い時間のことだ。

「あんた、誰？」

　光の量をおさえたので、ぼんやりと人型が見分けられたのだろう。

　ソアラが訊ねてきたので、私は答えてやった。私は、今まで、この物語を語ってきた者。神の視点でしか知れぬことを知る者。

　すなわち。

「私は始源の創造神である」

　ファイブリアの創造神。それが私だ。

　どーだ。驚おどろいただろう。




　　　　４




「まあ、だいたいだな。なんで気がつかなかった？」

　と、私は言ってやった。

「どうして、太陽が沈しずみもせずに延々と輝いているはずがある」

　考えてもみろ〈輝きに満ちたる地〉は、つねに明るかっただろ？

「太陽は沈むぞ？　一日一回」

　彼らは、あんぐりと口をあけたままである。

　しかたがないので、私は言葉を続けた。無理に話させることもできるし、そもそも話さなくたって彼らが何を考えているかくらいはお見通しなのだが、すべてを知り、すべてを予測してしまってはつまらないではないか。

「ここは、ファイブリアの裏側なのだ、闇やみの彼方かなたとか、呼んでいるやつもいるが」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに、私は解説してやった。空中に幻まぼろしのファイブリア像を映しだすほどの親切さである。

「このようにファイブリアは、お前たちにわかりやすい比ひ喩ゆを使えば、皿を伏ふせたような形をしている。お前たちがもともと暮らしていたのは、この表側」

　こっちには凝こった。知性のある生き物を住まわせる予定だったから、動植物に起き伏ふくに富んだ地形、彼らが信しん仰こうする神まで用意したのだ。いやあ、苦労したものだ。

　それでも実際に住まわせてみると、色々な不都合が次々にでてきて、修正におおわらわだったが、それも今となっては、よい思い出である。あ、言っておくが、これは人間にわかりやすいように、かなり事象の階かい梯ていをひきさげて表現しているのだぞ。

「でだな、クリュオがあるのは、この中。そして、お前たちがいるのは、こちら。裏側だ」

　さすがに裏側にまでは、凝っている余よ裕ゆうがない。だいいち、端はしに到とう達たつされないように、日々拡大していかなければならないのだ。下位の神々や、悪あく魔まや混こん沌とんに手伝わせていると言っても、これがなかなか大変なのである。

　表面が曲がっているから、延長していけばやがてくっついて、球体になるのだろうが。

　それまでには、後こう継けい者しやにあとをまかせたいものである。

「ま、そういうことだ」

「えっと」

　やはりな。

　最初に口を開いたのは、タリアだった。彼女は疑わしげにこう言い放った。

「神様、なの？　本物の？」

「そう言っとるだろう」

　私は、人間の形を崩くずし、一いつ瞬しゆんのあいだだけ、神としての姿のほんの一いつ端たんを見せてやった。

　本気で見せると、彼らの精神が焼き切れてしまう。

　それに、あまり畏い縮しゆくされて、言葉がでなくなったらつまらない。わざわざ、ここへ呼んだかいがないではないか。

「納なつ得とくしたか？」

　彼らはこくこくとうなずいた。わはは、さすがに威い圧あつされていると見える。

　イシュカなど、ひれふしている。うむうむ、彼は敬けい虔けんな神の信者であるな。

「私はな、お前たちを特別の関心をもって見守ってきたのだ」

　わかるか、イシュカ？　加護していたのは、ライリーの小こ僧ぞうばかりではないぞ。

「あのさ」

　と、タリアは言った。

　神に対する礼れい儀ぎを知らんやつである。

「神様、なんで逆立ちしているの？」

「ん？」

「姫ひめ、姫、なんという御ご無礼なことを。よろしいですか、相手は神ですよ、いくら間ま抜ぬけな姿勢をとっておられようと」

　お前な、イシュカ。

　まったく、誰だれが間抜けな格好だ。

　彼らが見ているのは、私の実体ではなくて投とう影えい像だが、それもまた、私が果たしている役割を象しよう徴ちよう的にあらわしているのだ。

　彼らには、確かにあぐらをかいたまま、逆立ちしている姿に見えるのだろう。

　間抜けかね？

「大地を支えとるから、こうなるのだ」

　親切にも私は教えてやった。神々の秘ひ儀ぎに属することだが、ま、どうせ忘れさせるんだしな。

「いいか、宇宙の法則というものがあってな」

　それは宇宙創造の神が定めた法則だ。

　神の世界も、これでなかなか上下関係が厳しいのである。

　言っておくが、私が話していることを、人間の基準で判断してはならない。あくまで、わかりやすく譬たとえて話しているだけで、本質的にはまったく異なっているのだからな。

「あの、それで、つまり」

　おう、そうだったな。

「すべての物は支えてないと下に落ちるんだ」

「下？　神様が支えてるなら、さかさなのはあたしらのほう？」

　ウィブが、不ふ審しんそうな声をあげた。やっとタリア以外の者が、口をきいたか。

「じゃあ、どうしておいらたちは落ちないんだい？」

　三人目は、ピコだったか。

「私がそうしているからだ」

　ファイブリア限定とはいえ始源の創造神の力を甘く見てはいけない。ファイブリアに住む者にとっては、より多くファイブリアの大地がある方が下になるようにしてあるのだ。

　私は、彼らにとっては星空にしか見えない方角を示した。

「だから、私がこうして支えていなければ、大地はあちらへ落ちてしまうのだ」

「でも、どうして神様は落ちないの？」

「神の力だ」

「…………」

　まだ、納得していないな。まあ、よい。信じさせたくなれば、私がそうしようと思えばいいだけのことだからな。

「しかし、いい加減、飽あきてきてな」

　これも、まあ、至高の神々に特有のある精神状態を、もっとも似ている──それでも、ピコとイシュカくらいはかけ離はなれているが──言葉であらわしたにすぎない。

　だいたいが、神と人間では精神という言葉の意味自体が……。

　まあ、いい。

「退たい屈くつなのかい？　じゃあ、おいらと踊おどろうぜ」

　イシュカが、ピコを押さえこもうとした。お前な、神が一いつ介かいの草原妖よう精せいの呪曲くらいで踊ると思うのか？　ひょっとして、お前がいちばん、私の力を信用してないだろう。

　断言しちまうぞ、最後には。

「で、代わりを用意しようと思ってな。クリュオを設定したんだ」

　そういうわけだ。

「じゃあ、何？　あのテルケッツって、そんな格好して、重たいもん背負うために苦労してたの？」

　タリアは、情けなさそうに、そして、ちょっと同情の色も見せて、そう言った。

「ま、そういうことになるな」

　本人の意図はともかく。

「ひょっとして、怒おこってます？」

　ウィブが兢きよう々きようとして訊きいてきた。

「いいや、どうしてだね？」

「神様、訊たずねないと、どうしてかわかんないの？」

「いいや、わかるとも。これは、お前たちが言うところの言葉の綾あや、というやつだ。すべて断言しようと思えばできるがな、会話が味気なくなるだろう？」

　私は、人間の心をすべて知ることもできる。自分で創つくったんだから当たり前だが。だから、物語のはじめから今までの『らしい』とか『だろう』も、すべてとりはらってもかまわないぞ。

「ま、それはともかくだ。あのテルケッツとやらが、有能な後継者になってくれるとは思えなかったからな。まあ、あと一万年くらいは待つさ」

　私にとっては、そう長い時間というわけでもない。

「神様」

　今まで、黙だまっていたソアラが、急に言った。今度は何かな？

「じゃあ、今まで俺たちがやってきたことって、全部、神様がやらせてただけなのか!?」

　いささか、喧けん嘩かごしのいきおいだった。いくら矮わい小しよう化した姿であらわれているとはいえ、私に嚙かみつくとは、いい度胸だ。

「とんでもない」

　私が狭きよう量りような神であったなら、肩かたをすくめるどころじゃすまなかったろう。

「すべては、お前たちの選せん択たくだ。だいたいだな、どうなるか知っていることを見守ったって、つまらないだろう。見守るというのは、どうなるかわからないから、やってることだぞ」

　そりゃ、途と中ちゆうで死なれては話にならないから、少しは干かん渉しようしたがね。せいぜい、脳天を直ちよく撃げきするはずの棍こん棒ぼうを、肩にあててやったり、その程度のことだ。

　三本の分かれ道を、二本にしたこともあったな。

　血けつ縁えん関係のある連中を次々にクリュオに引きこませたのも意図的だ。

　神たるものは、細かいことは気にしないでおこう。面おも白しろかったから、いいだろ？　ほっとけば、出会えなかったんだしな。

「俺たちは、神様のおもちゃじゃないぞ」

「当たり前だ」

　別におもちゃにしようと思って、人間を創ったわけじゃない。

　なぜ創ったかというと……。

　実をいうと、よく覚えてないのだ。

　確かに、はっきりしたよんどころない理由があったはずなのだが……。

「あたしは自分の意志で、生きてきたつもりだけど」

　悔くやしげな声。

　おやおや、ソアラだけかと思ったら、ウィブに……スランもかね。剣けんなどに手をかけて、神を斬きろうというつもりかい？　やっぱりピコは気にしてないし、もともと神に従うのが信条のイシュカも平気そうだが。

　タリア、きみはどうかな？

「心配ないよ、ソアラ、ウィブ」

　タリアが言った。

「わたい、誰かに何か言われて、その通りにしたことなんてないもん」

　まったく、それに偽いつわりはない。

　この私が保証してやる。

　何か言われて、絶対にその通りにしなかったことなら、数えきれないくらいあるが。

　いや、数えようと思えば数えられるぞ。……ほら、五千二十七回だ。

「わかった」

　完全に納得した表情ではなかったが、タリアの言葉に、ソアラは喧嘩ごしだった表情をなごませた。

「さて、と」

　私は、言った。この言った、というのも、意思を伝えたと表現したほうが正しいのだがね。

「では、とっておきの決断をくだしてもらおうか」




　　　　５




「地表に帰るかね？　それともクリュオに戻もどるかね？」

　彼らの顔に複雑な表情が浮うかんだ。

　そうだろう、そうだろう。

　くっくっくっ。

「どちらにせよ、少しばかり、記き憶おくは操作させてもらうし、クリュオの存在を言いふらせないように呪じゆ縛ばくさせてもらうがな」

　ん？

　おい、タリア。人間の魔ま術じゆつ師しごときに、創造神のかけた呪縛が解けると思うのか？

　こらイシュカ、何がライリー神のお力で、だ。あいつだって私が創ったものには違ちがいないぞ？

「どうした。お前たちらしくないな」

　いつもの素す早ばやい決断力は、どうしたのかな？　なんてね。

　私も、なかなか意地が悪い。ま、これだけ長い年月存在していれば、純真でもいられなくなるわな。

　ふふふ。もう一つ意地悪をしてあげよう。

「では、決断の手助けをしてくれる人々を、呼んでさしあげようかな」

　何を悟さとったのか、そんな必要はない、と言いたげにスランが両手をふった。

　もう遅おそい。




「あ、お兄ちゃん」

「あれ、ここ、どこだい」

「貴様、どうなってるんだ！」

「これは、タリアさん、いったい？」

「はじめまして、ウィブさん」

「ミュー」

「わあい、スーちゃん」




　それぞれの前に一人ずつ。ソアラの前にだけは二人。私は、呼び出してやった。

「幻げん影えいじゃないぞ」

　注ちゆう釈しやくをつけてやった。ついでに、呼び出されたほうにも状じよう況きようを理解させてやる。なに、ちょっと頭の中に知識を送りこむだけのことだ。

「リィズ……」

　ソアラは、柔やわらかそうな金きん髪ぱつの少女の小さな頭に、そっと手を置いた。

「お兄ちゃんはな、正義の味方になりたいと思ってる。だけどな、それにはまだ、いろんなことをしなくちゃならないんだ」

　おお、どうやら悩なやみの原因が目の前に出たことで、逆にふっ切れたらしいな。

　ふっ切れたな。

　言いきっておこう。またタリアにどうのこうの言われるのもわずらわしい。

「だから、リィズ、お兄ちゃんはな」

　ひし。

　リィズは、華きや奢しやな腕うでをしっかりとソアラの体に巻きつけた。

「連れていってって言っても、だめなんだよね」

　リィズは、顔をソアラの胸におしつけて、見せようとしなかった。

「ん」

　ソアラは、もう一度髪かみを撫なでてやった。

「お前を連れてっちゃうと、ミレニアさんが嘆なげくからな」

　しばらくじっとしていた。

「お兄ちゃん」

「なんだい？」

　ソアラの声は優やさしかった。

「いつか、お兄ちゃんが立派な正義の味方になったらさ」

　リィズは、ゆっくりと体を離した。

「そのころには、あたしも一人前になってるからね」

　さて、一人前の魔術師かな、それともラーファの神官かな？

「そうしたらさ、今度こそ正義のお手伝いさせてね」

　リィズは、ソアラの顔を見あげて、にっこり笑った。頰ほおはまだ乾かわいていないけれど、もう瞳ひとみは濡ぬれていない。

「頑がん張ばってね。あたしみたいに悲しい思いをする子が、少なくなるように」

「ああ、頑張るよ」

「迎むかえに来てね、約束だよ。リィズと……ソアラの」

「約束だ。リィズとお兄ちゃんの」

　そうなんだねえ。

　お兄ちゃんなんだよ、ソアラくんとしてはね。いつまでたっても。残念だろうけどね、リィズちゃん。

　ところで、ソアラくん、お母さんのほうはいいのかね？

「じゃあな、おふくろ」

「おう、頑張っといで」

　あ、それだけですか。




　がつん。

　大剣グレートソードと特大戦棍モールが火花を散らす。

　いきなり、何をしとるんだ、お前たちは。

「ウオリー、貴様、波にのまれたのではなかったのかぁ」

「うるさい、こんどこそけりをつけてやる」

　威い勢せいがいいわりには、腰こしがひけとるぞ、二人とも。

「クリュオから逃にげ出すつもりだなっ」

「馬ば鹿かを言うな。このイシュカ、敵に後ろを見せることはせん」

　そうか、じゃあクリュオに戻るんだな。

「いいか、よく聞け！　私はすべて姫ひめの意思に従うのみだ！」

　あ、そう。

　ま、しばらくかっちんかっちんやってなさい。




「なるほど、そういうことですか」

　シェレラの若わか長おさは、とりあえず納なつ得とくしていた。

　タリアの説明を聞いて、である。

　貴重な人材じゃのう。

「そういうことなの」

　タリアは言った。

「で、あなたはどうなさるのですか？」

「う～ん」

　タリアは考えこんだ。

「どうしようかな」

　ちらりと、若長を見る。

「ま、それはそれとして」

　なにかをかたわらに置く仕草をした。

「ねえ、シェレラって人間と商売している？」

　突とつ然ぜんの質問に、めんくらったようすもなく、若長は答えた。

「いいや。ほとんど」

　タリアが考えたのは、ゴーロックのことと、シェレラたちが住んでいる、〈輝かがやきに満ちたる地〉の真下にあった小さな地上樹の森のことだった。

「決めた」

　タリアが言った。

「わたい、クリュオに一大歓かん楽らく街を築いて、大女商人になるの」

「姫！」

　ウオリーの特大戦棍モールをかいくぐり、イシュカが駆かけつけてくる。こられるように私が操作してやったんだが。

「おやめください、高貴なお方は」

「やると言ったら、絶対にやるの！」

　どこから、そんな思いつきをひっぱりだしてきたのか知らないが、イシュカに止められた瞬しゆん間かんに、わずかにあったタリアの迷いはふっとんでいた。

「いやだったら、ついてこなくてもいいんだよ、イシュカ」

　できればついてきてくれないほうがいいな、と、半分以上、そう思っているタリアの声であった。

「いえ、私わたくしめは常に姫の従者でございます」

　二人目と、三人目が決めた。




「ミュー」

　どすんと、地面に落ちた主人を気づかって、ポコが鳴いた。

「さて、どうするね？」

「おいらは地上に帰るよ。あそこにこれ以上いたって、もう面おも白しろいことは少なそうだし」

「そうか、ならこのアングラットは置いていってもらうぞ」

「え、どうしてさ」

　ピコは、心底、不満そうに言った。

　こいつら、神を対等なもんだと思ってるだろう。

「アングラットはクリュオの生き物。外に連れ出されるのは困る。どうしても連れてゆこうと言うんなら、自力でなんとかしろ」

「わかった」

　ピコは、あっさりとうなずいた。おい、私が言っている意味がわかってるのか？

「じゃあ、歩いて帰る」

　へ？

「裏側なんだったら、はしっこをぐるりと回れば、戻もどれるんじゃないの」

　そりゃ、そうだが。

「二十年くらいはかかるぞ」

　ちょっとさばを読んでやる。

「食べ物と飲み物だけ、なんとかならない？」

　ずうずうしいやつだ。

　わかった、わかった。

　なんとかしてやろう。

　ほんとに、私って、優しい神様だなあ。




「あなた、誰だれ？」

　ウィブは訊たずねた。そりゃ、知らんだろうな。

　さわやかな笑え顔がおの好青年だ。一度会えば忘れられない印象を残すはずだが、なにせ一度たりとも出会ったことはない。

「僕は、あなたの未来の夫です」

「はあ？」

　そいつに代わって、私が説明してやることにした。

「クリュオにいれば、そいつはお前の夫になる。いいやつだぞ。性格はいいし、金も持ってる。子供にも恵めぐまれるし、長生きもできる」

「う……」

　ウィブは、じっくりとその若者を観察した。

「クリュオにいれば？」

「そうだ」

「地上に帰ったら、どんな人が相手になるの？」

「そいつは、お前さんの選せん択たく次し第だいだな」

「……じゃあ、地上に帰る」

　おやおや。

「先はわからないほうが面白いもんね」

　そうかい？　それだけかい？

　ま、そういうことにしとくか。私は、心の中を探さぐるどころか、彼女の視線さえ追わなかった。なんて、優しいのだろう、私って。




「スーちゃん」

　スランは、追いつめられていた。

　マーニーは、じわじわ近づいてくる。

　スランは、笑いともひきつっているともわからない表情を浮うかべて、じりじりと後退していった。しかし、ついに背中に固い岩がん壁ぺきがぶちあたる。

「はっきり言って。スランバード、あなた、あたしのこと好きなんでしょ」

　マーニーは、決めつけた。

　否定は返ってこない。

「で、どうするの」

　ぐいっ。

　顔を近づけてくる。吐と息いきが甘い。

「どっちを選んでも恨うらまないから、はっきり言って」

　スランは、まだ、迷っていた。

　じっと見つめる、マーニー。

　まだ、迷っている。

　まだまだ、迷っている。

　その時である。

　リィズとソアラの約束の声が耳に入った。

　ううむ。顔も忘れた父親と、そっくりだと言われた母親のことが、スランの脳のう裏りをかすめた。

「きゃっ」

　スランは、がばっとマーニーを抱だきすくめて、長い長いキスをかわした。

　結局、言いはしなかったな、こいつ。




　三人と三人。

　二組に分かれて、彼らは見つめあった。

「じゃあね、イシュカ。おいらがいなくなると寂さびしいだろうけど」

「お前こそ、世間の人にあまり迷めい惑わくをかけるんじゃないぞ」

　どちらも、本気で言っているのである。

「姫、元気でね」

「わたいは絶対元気だよ。ウィブこそ、がんばるんだよ」

「じゃあな、ソアラ。お前はいい相棒だった」

　スランは、一呼吸区切って言った。

「リィズの兄貴役は、俺が引き受けるさ」

[image: ]

「よろしく頼たのむぜ、スラン。昼間だけでいいからな」

　ソアラも、色々と成長しているのであった。

　そして彼らは、微笑ほほえみをかわしあった。

「さて、ではよいかな」

　私は、指の一本も動かすことなく、彼らを望んだ場所に送り届けてやった。

　地表もクリュオも、そろそろ夜が明けるころだろう。




　さて……。

　それから、しばらくして。

　私は、ちょっと姿勢を変えようとした。

　う。

　ぐき。

　ああっ。

　こっ、腰こしがっ。

　ててててて。

　がくん。

　しまった、世界が傾かたむいてしまった。

　よっと……。

　！

　ずきんときたなぁ。

　うわわわわわわ。

　釣つりあいが取れん。ますます傾く。

　早く進化して、誰か、代わってくれ。

　このままじゃ、どんどんずれていく。ひっくり返るぞ。

　上に乗っかってるものたちが落ちてしまう。







　エピローグ







「ミュー」

「ポコ、お前、どうしちゃったんだ？」

　草原妖よう精せいのピコは、肩かたにいるペットの子ネズミに呼びかけた。ポコは、てのひらに乗るほどの大きさの白ネズミだ。

「どうしたの、ピコ？」

　立ち止まったピコに気がついて、ウィブが、引き返してきた。彼女たちと、もう一人、精せい霊れい使いの熱血少年戦士ソアラは、ラオンからペダに向かう街かい道どうにいた。ペダの近くには、高名な遺い跡せき都市がある。時刻は、まだ早い。夜明けといっていいほどだ。

「え、いや、ポコがね」

「どこも変わってないじゃない？」

「え、……うん、そうだよね」

　そうだ、変わってはいない。

　耳元で強く言われたような気がして、ピコはきょろきょろと周囲を見回した。

「さあ、行くぞ」

　ソアラが、言った。

「あれ、イシュカたちは待たなくていいの？」

「何言ってるんだ」

　ソアラは、呆あきれたように言った。

「あいつらとはファードリで別れたじゃないか、もう何週間も前に」

「ああ、そうだっけ」

「そうさ」

　ソアラは笑った。

「どうしてるかな、姫ひめやスラン」

　ウィブは、少し寂しそうな声で言った。

「また、会えるさ、きっと」

　ソアラは、笑って、そう言った。確信に満ちた口調だ。

「少なくとも、元気だよ」

「うん、きっと、そうだね」

　少年のかたわらで、少女もそう言った。はいはい、わかりましたよ。

「それまでに、俺は立派な正義の味方にならなくちゃな」

　約束したもんなと、ソアラは口の中で呟つぶやいた。誰だれとだっけ？

　もう少しで思いだされそうだ。

　う～む、呪じゆ縛ばくが不ふ充じゆう分ぶんだったかな。

「ミュー」

「え」

　と、ピコがポコに訊きき返した。

「なんだい、ポコ。クリュオって？」

　しまった。アングラットの姿は変えたのに、記き憶おくのほうを消し忘れていた。

「ま、なんでもいいさ」

　と、誰かが言った。

　そうだ。細かいことを気にするな。

　そして彼らは、飛びだした。

　まだ見ぬ明日あしたに向かって。




　がくん。

　あ、あしもとが傾いた。



















　館やかたの中は、真っ暗くら闇やみだった。

　聞いていた通りだが、さすがに驚おどろいた。

　だって、外は夕暮れとはいえ、まだ陽光が赤く残っているのだ。なのに、窓を開けて館の中をのぞいてみても何も見えない。暗闇のままで、光が入っていかないのだ。

　ウィブとピコに救いを求めてきた女の子が、言っていた通りだ。

　ちなみに、窓に鍵かぎはかかっていなかった。夜の闇がよどんでいるおどろおどろしい館だから、窓に鍵をかける必要を感じないのかもしれない。扉とびらや窓を開けっ放しにしていても、これじゃあ、もぐりこむ気には、そうそうならないだろう。

　ただし、どうしてもこの中に入るぞと覚かく悟ごを決めていれば、話は別。鍵をこじあける手間がなくて助かる。あと、暗いから不気味だなあ、ではなくて、なにこれ変だよおもしろそーとつげきだー、という思考回路の持ち主に対しても無効。

　ちなみにウィブは前者のほうである。

　彼女は、そっと窓を乗り越こえた。

　日の沈しずむ前から盗とう賊ぞく稼か業ぎようってのも気がひけたが、入ってしまえば、ふだんと変わらない。

　いや、ふだんとって言うほどに、盗賊稼業の場数を踏ふんでいるわけではないけれど。

　ウィブは演芸団育ちだが、その演芸団はいろいろ裏稼業も請うけ負っていた。あれこれあって解散してしまったけれど、忍しのびこみや探たん索さくの手練手管はたっぷりしこまれている。

　まだ年若い少女だけれど、するりと窓から入りこむ動きは堂に入ったものだ。というか、若さならではのしなやかさである。……余分な凹おう凸とつもほとんどないしね。

　ゆっくりおろした足の先には、ふわりとした感かん触しよくがあった。毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しいてある。

　黒い石いし壁かべにはツタが巻きついて、澱よどんだ赤に塗ぬられた屋根はとんがって、不気味な雰ふん囲い気きの館だったけれど、やっぱりかなり内装は贅ぜい沢たくなのではなかろうか。

　ほんの目の前も見えない暗闇に包まれているから、絨毯と、それから壁紙の感触くらいしか判断材料がないけれど。

　さて、どちらに行けばいいのだろう。

　外から観察した限りでは、館は二階建て。ただし屋根裏部屋は複数ありそうだった。二棟むねに分かれてかなり広い。部屋の数は十個くらいではきかないだろうし、大広間くらいはありそうだ。地下にワイン蔵くらいはあるだろう。

　まずは耳を澄すませてみる。聴ちよう覚かくを鍛きたえるのも、盗賊の技わざのうちだ。

　いつもの調子っぱずれの歌声が聞こえてきて、どこにいるか知らせてくれるのではないかと期待したけれど、そううまくは行かなかった。

　こつこつという足音が遠くから聞こえる。

　あと、かすかな話し声が別の方角から。

　困った。なんの手がかりにもならない。

　ついこないだから相棒ということになっている、自じ称しよう吟ぎん遊ゆう詩人は、いったいどこにいるのだろう？　そして、彼が探しに行った──絶対に忘れているだろうと思うが──形見の人形は？

　どちらから探すべきだろう。

　ウィブは迷って、そしてすぐに決めた。考えたって、これじゃ仕方ない。何か手がかりにぶつかるまで、歩き回ってみるしかないだろう。

　暗闇だどうしようもない撤てつ退たいだ──というふうにはウィブは考えない。

　動き出したからには最後まで。ただしできれば動く前に最低限の準備はする。

　そういう気き性しようだから、ピコは、ウィブを相棒に決めたのかもしれない。

　てか、姉ちゃん姉ちゃんと、向こうが一方的につきまとっているだけなんだけれど。

　できれば姉ちゃんってのは、止やめて欲しい。

　ピコは、草原妖よう精せいである。いくつになっても人間の子供そっくりだが、実際にはウィブよりかなり年上のはずだ。ふだんは子供っぽいふるまいだが──というか天然で幼児なのだが──たまに中身のおっさんが顔を出す。そういう相手に姉ちゃんと呼ばれるのにも慣れてゆく我が身がちょっと怖こわい。人間、どんな環かん境きようにも適応ってできるもんなのだなあ。

　いや、だから適応したくないのである。

　であれば、こんなうさん臭くさい話につきあわず、ピコが勝手に先走ったのを幸い、ほうり出してもよかったのだ。そうせずに、こうして探しに来てしまった以上、これでハッキリ相棒ってことになるんだろう。

　おっとと、余計なことを考えていると失敗する。

　ウィブは、周囲の音や気配に注意しながら、そろそろと進んでいった。左手を壁に添そえ、そこから離はなさないようにして、静かに歩く。壁に手を触ふれたままにするのは、迷めい路ろの基本的な攻こう略りやく法のひとつだ。演芸団の団長に教えてもらった。この暗闇の館が、迷路というほど複雑な構造をしているわけじゃないが、先の見通しがきかないことは同じだ。

「あたしの人生もあんまり変わりないよね～」

　ちょっと心細くなって、自分で自分の状じよう況きようを茶ちや化かしてみた。

　……ますます切なくなった。家族がいなくて、家族代わりは合法非合法がぎりぎりの集団で、それもいまはちりぢりばらばら……。

　いかんいかん。集中集中。

　絨毯が途と切ぎれた。ついでに左の壁も。途切れたというか、直角に曲がっている。

　足を伸のばして感触を確かめた。正面はつるっと磨みがいた石の廊ろう下か、曲がると木の廊下だ。なんだか、ぎしぎし言いそう。

　さて、まっすぐ行くか、それとも曲がるか。これが選せん択たく肢しだな、と考えていた。

「おいっ！　そこにいるのっ、誰だれだっ」

　第三の選択肢が、背後から登場。

　背中からの若々しい声に押されるように、ウィブはそのまま正面に飛び出した。

　かちり。ぬるり。つるん。

　すべった。

「あれ？　罠わなッ？」

　ふつうそういうことにならないように、すべり止めのついた靴くつをはいているのだ。それでもすべったのは、足もとに油が流されたからであり。

　すべって、くるくるっとウィブは百八十度回転した。勢い余って倒たおれこむ。身の軽い彼女らしくもない失敗だ。これも何かのお導きってやつ？

「おい、待て……っとわっ!?」

　で、追いかけてきた声の主と、正面からぶつかった。

　まあ、そこで、おでことおでこがガツンといっただけでやわらかな触ふれあいはなしっていうのもまた、何かのお導きというか、将来を暗示しているというか。

「あいたたたた」

　目に火花が散るという、古典的な表現があるけれど、あれはホントだなとウィブは思いつつ額を押さえてしゃがみこんだ。

「いててて、まさか前に出てくるとは思わなかった」

　前方から、少年の声が聞こえてくる。どうやら向こうもしゃがみこんでるらしい。

「……っとか言ってる場合じゃなかった。おい、おまえ、泥どろ棒ぼうだな！」

　少年が立ち上がる気配がする。館の住人だろうか。とにかく、こりゃまずい。

　ウィブは、あわてて立ち上がって、走り出そうとした。

　もちろん、つるん、と。

「ふぎゃっ!?」

　また、すべった。ただし、悲鳴をあげたのは少年のほうだ。前のめりに倒れたウィブの拳こぶしが、ちょうどカウンター気味に、彼の急所に突つき刺ささってしまったらしい。

「おま……そこはいかん……そこは」

「あ、悪い。ごめん」

　ウィブは、けろっとした顔で言った。こういうやり口も、演芸団の猛もう獣じゆう使いだったネフ姉さんに、護身術で教わっている。ちょっと動どう揺ようしなくもないが、さっきの感触はきっぱり忘れて、いまのうちに逃にげるべきだ。

　しゃがみこんでいる少年の横を、そっと通り抜ぬけようとする。

　手首をがっちり摑つかまれた。

「逃にぃがぁさぁんぞぉ」

「え、なんで？　見えてんの？」

　言ってから、ウィブは自分の間ま抜ぬけさに気がついた。そりゃあ見えているだろう。さっき、声をかけてきたんだから。静かにすれば気づかれないかも、なんてとんだ勘かん違ちがいだ。

　向こうのほうは、ウィブが恥はずかしく思ってることには気がつかないまま、淡たん々たんと言った。

「目に頼たよらなくてもわかる。こっちは精せい霊れい使いなんでな。生き物のあるところ精霊ありだ。というわけで一いつ緒しよに来てもらおうか、この悪党め」

「悪党って……じゃあ、そっちは正義の味方？」

「その通り。俺はソアラ、正義に味方する者だ！」

　うわあ、きっぱり言い切ったよ、こいつ。

　ウィブは、思わず吹ふき出してしまった。ただ、ムカついたり、バカにする気にはなれなかった。少年の声が、あまりにもまっすぐで揺ゆるぎがなかったからだ。

　あと、自分が正義、じゃなかったなーとも思った。

　というわけで、ウィブは言った。

「じゃあ、あたしに味方してよ。悪党じゃないもん」

「泥棒は悪いことだろう」

　ソアラと名乗った少年は、きっぱりと言った。それに対して、ウィブはぐいっと押し返した。いわゆる決然とした態度、っぽい感じで言い返す。

「勝手に入ったのは悪いけど、盗ぬすみに来たわけじゃないよ。ちっちゃな女の子が取り上げられたものを、取り返しに来たんだから」

「どういうことだ？」

　戸と惑まどった声で少年が言った。声と態度で間ま違ちがいないと思うが、これで本当はおっさんだったらちょっと辛つらいなと余計なことを考えつつ、ウィブは説明した。

「あたしは旅の冒険者なんだけど、仕事で頼たのまれたのよ。お父さんの形見を取り戻もどしてって」

　噓うそではない。他ほかにも色々な仕事をしているだけだ。軽かる業わざ芸人とか伴ばん奏そう士とか、依い頼らいに応じてたいして価値のないものを盗んでくるとか。正直、冒険者としての仕事はまだ受けたことはないが。

「冒険者か。俺の本業と同じじゃないか。いまは、相棒がいないんで、つなぎにこの館の警護を引き受けてるんだけど。……ええと、それでなんだっけ？」

　話が大きくそれそうになったのを、ソアラは自分で引き戻した。

「この村は、単に通りかかっただけなんだけどね。女の子がしくしく泣いてるところを通りかかったから、どうしたのって訊たずねたんだ。そしたら、亡なくなったお父さんがくれた大事な人形を、暗闇館のお嬢じようさんに取り上げられたって言うから。それを聞いたあたしの相棒が、だったらすぐにその館に行ってくるって張り切っちゃって」

　相棒のピコは、女の子に同情したわけではない。暗闇館という言葉に、興味をそそられただけの話だ。ウィブの返事も待たず、すぐに見物に駆かけ出してしまった。

　まあ、ピコのことだから、正面から訪ねていって、早々に追い返されてくるだろうし、女の子の事情なんて話すこともしないだろう──覚えてないから──と、のんびりかまえて、暗闇館というのがどういうところか、女の子から聞いたりして帰りを待っていたのだが、朝、女の子に出会ってから、お昼ご飯時をすぎても戻ってこない。

　同情したセリフを口にしながら一向に動こうとしないウィブを見る女の子の目も、じわじわと険しくなってきたので、完全に日が暮れる前に、ウィブは館やかたへとやってきたのだ。

　いやもちろんソアラには、先に探さぐりに行った仲間が戻ってこない、と言っただけだが。

　彼は、ウィブの手首を摑んだまま、真しん剣けんな声で言った。

「ううん、知らなかったな。この館にお嬢さんがいるとは」

「え、そこなの？」

「ああ、そうだよな。俺も、昼飯前に雇やとわれたばっかだから。知らなくても無理はないんだよな。そう思うだろ？」

「そうじゃないでしょうが。今朝けさからってんなら、うちの相棒がこの館に来たかどうか、わかんないの？　入りこんで戻ってないなら、怪あやしいでしょう、この館。お嬢さんの存在より、そこんところを気にしてよ」

　ウィブにがみがみと言われて、ソアラは、はっとしたようだった。

「おお、言われてみればその通りだな。全然、気がつかなかったぞ。まあ、俺が見回りをはじめたのは、昼飯の後からだから、その前だったらわかんないけど。ん？　もしかして朝のうちに、そいつが忍びこんだから、俺が雇われたのか？」

　問い返されて、ウィブは首をひねった。

「うーん……そうかもしれないけど、手回しがいいんだか悪いんだか……。ソアラくんだっけ、見回りってきみだけなの？」

「酒場に、冒ぼう険けん者で、しかも暗くら闇やみでもさしつかえないのが俺しかいなかったからな」

　精霊使いは、精霊の動きを感知するので、闇の中でも問題なく行動できると、ウィブも聞いたことはある。出会ったのは、これがはじめてだが。

「ともかく、子供のものを取り上げるのは許せん。取り返してやらなくちゃな！」

　ソアラは、あっさりとウィブの味方についてくれた。

　期待していたとはいえ、仕し掛かけたウィブも、ちょっと戸惑うくらいだ。

「よし、この館の主人のところに戻ろう。さっき、紹しよう介かいされたとこだ。今日のところは帰っていいって言われたんだけどな、俺って正義の味方だろ？　働かずに賃金だけもらうわけにいかないから、自主的に見回ってたんだよ。てえことで、さあこっちだ」

　ソアラは、ウィブの手首を摑んだまま歩きはじめた。

　放して欲しいと思わなくもないが、この闇の中ではどうしようもない。

　館の主人のところに行く、というのに異論はないし。何かと手っ取り早く終わりそうだ。

　ソアラは、ウィブの手を引きながら話し続けている。

「いや、なんとなくおかしいとは思ってたんだ。だって、この館、中が真っ暗だろう？　まあそれは、ご主人が日の光に弱い病気だからって説明されたけど」

「あたしは、女の子に、主人がすごく醜みにくい姿だから、自分を見られないようにしてるって聞いたけどね。……まあ、あの子もどーっか怪しい感じはしたのよねえ」

　だから、話の穴をつこうと、のらくらと会話したのだ。結局、彼女から話を聞いているぶんには矛む盾じゆんはなかったけど。ピコさえ先走らなければ、ここに来ることもなかったのに。

「そうなのか？　俺のほうも、冒険者を雇いたいって酒場に来たおっさんが、見るからに怪しかったからな」

「じゃあ、なんで雇われたのよ！」

「人を見かけだけで判断しちゃいけないだろう」

　めちゃくちゃ正論であった。

「ああ、うん、そうだよね……。ところで、もうちょっとゆっくり歩いてもらえない？」

　暗闇の中をけっこうな速度で歩かされるのは、わりと怖こわい。

「おっと、すまん。急せかされちまって、ついな」

「は？」

　誰がいつ、彼を急かしたというのか。

「いや、俺の戦棍メイスに、戦いくさ乙おと女めの精霊が住み着いててな、そいつが……危ないっ」

　いきなりソアラが飛びかかってきた。

「うおのれい！」

　ウィブの喉のどから、豪ごう快かいな気合いが漏もれた。

　演芸団時代に習った護身術を駆く使しして、ソアラの袖そでと襟えりを摑み、そのまま地面に転がる勢いを利用して、彼を投げ飛ばした。もちろん自分も倒れこんでいる。スカートがまくれあがって、かなりあられもない姿だが問題はない。暗闇だし。精霊を感知しているから、ぼんやりとした位置はわかるが衣服の状態までわかるわけでは……あれ、ということはつまり……精霊使いは身体からだを直接感知しているわけで、つまりそれは……。

「あ、しまった」

　とウィブが言ったのは、そこに思い至ったからでも、ソアラを投げ飛ばしたのが勘違いだったことに気がついたからでもなく『女の子なんだから悲鳴はきゃあにしとくんだよ』というネフ姉さんの言葉を思い出したからだった。か弱く見せて、頼れる男を捕つかまえるんだ、というのが口くち癖ぐせだったネフ姉さんは、姉あね御ご肌はだすぎて、やんちゃで無む鉄てつ砲ぽうな弟ぶんから目が離はなせないでいるうちに、気がついたら結けつ婚こんしていた。

　ああはなるまい。ま、まだ恋れん愛あい経験はないも同然だけどね。わずかな……。

　いやいやいや、ウィブの幼い日々の淡あわい思いはさておき。

　倒れた二人の上を何かが飛びすぎていった。

　ギィギィと、嫌いやな感じの鳴き声をあげている。

「いたたた、怪かい物ぶつめ、よくも俺を吹き飛ばしたな。おい、えーと……」

「ああ、あたし？　ウィブよ」

　名乗ってなかったことに、いまさら気がつく。

「ウィブは大だい丈じよう夫ぶか、怪け我がはないか？」

　どうやらソアラは、ウィブに投げられたのではなく、彼女をかばおうとしたところを、怪物に撥はね飛ばされた、という感じに理解しているらしい。

　そういうことなら、彼の誤解を無理に正す必要もないだろう。

「大丈夫。それより、何が襲おそってきてんの？」

　もう手は触ふれていないから、頼りはソアラの声だけだ。ウィブは、自分でもびっくりするほど、心細さを感じていた。

「空を飛んでるものだ。鳥かな？」

　ソアラの言葉に応こたえるように聞こえたギィギィという鳴き声は、さっきのに比べるとなんだか怒おこっているように聞こえた。

「暗いところで飛んでるんだから、コウモリなんじゃないの？」

　ウィブが言うと、ギィギィという声が、満足そうな響ひびきになった。

　で、そのまま羽音がウィブに近づいてくる。恩を仇あだで返すとはこのことだ。……ちょっと違ちがうかもしれない。

　ともかく、ウィブに、小型犬くらいの重みが、ずっしりのしかかってきた。かばおうとしてあげた腕うでに、鋭するどい痛みが走る。かじられたっぽい。毒とかあるとやだなーと思いつつ、冷静に腰こしの短たん剣けんを抜ぬいた。やみくもに突つき出す。

「うわ、危ないって！」

「近づいてるなら、声に出してそう言ってよ」

　ウィブの刃やいばはソアラをかすめたらしい。のしかかっていた重みが消えたのは、ウィブの攻こう撃げきに怯おびえたのではなく、近づいてきた少年を警けい戒かいしたからだろう。

「キュキュッ」

　突とつ然ぜん、変な音が聞こえて、ウィブは驚おどろいた。次の瞬しゆん間かん、ギィッという声が悲鳴に変わった。

「おかしいなあ、炎ほのおの弾だん丸がんの呪じゆ文もんは成功したのに、見えなかったぞ」

　ソアラが不思議そうな声をあげる。さっきの変な音は、精せい霊れい魔ま術じゆつの呪文だったらしい。人間の喉から出せる高速おしゃべりの限界に挑ちよう戦せんするのが精霊魔術の呪文だと聞いたことはあったが、あれで本当に何か意味のあることを言ってるのだろうか。

「我がしもべに苦痛を与あたえたのは、きみなのかね」

　突然、しぶい男の声が聞こえた。

「コウモリの化け物を操あやつっているということは、きさま、悪党だったんだな、ご主人！」

　ソアラが叫さけんだ。たぶん、びしっとポーズを決めているのだろう。声でわかる。

　さすがにその決めつけはいかがなものか、とウィブは思ったわけだが。

「ぐぬぬぬぬ、わかってしまってはしょうがない！」

　あっさり肯こう定ていされた。

「一度は村に帰し、ひそませた手の者に偽にせ情報を出させて翻ほん弄ろうし、深夜にはゾンビに襲わせ、たっぷり恐きよう怖ふの感情を喰らってからと思っていたが……何もかもすっとばして、我がもとにやってきたからには是ぜ非ひもなし。おまえたちの若さ、存分に味わわせてもらおう」

　暗闇の中で声だけが響く。

　口のある位置は高い。並の大人の倍近い。低いが張りのある、朗々とした声だ。

　その声から想像される敵の姿は、貴族めいた容よう貌ぼうと分厚い筋肉の双そう方ほうをそなえた偉い丈じよう夫ふだ。コウモリを手先にし、若さを吸い取る。吸きゆう血けつ鬼き系の恐おそろしい怪物かもしれない。

　しれないんだが。

　ナニ言ってんだこのオッサン。

　と、ひとっかけらも怯えずに、もちろんセリフに共感もせずウィブは思った。

「きっさまあああ！　そんな恐ろしい陰いん謀ぼう、この正義の戦士ソアラが許さん！」

　彼のほうも、恐怖にはまったく縁えんがなさそうである。

「な……おまえたち、我を恐れぬというのか。ふふふ、気に入ったぞ。おまえたちのような生きのいい若いのは久しぶりだ。さぞかし美味うまいだろう。恐怖で味を調ととのえなくてもな」

　ウィブは、演芸団あがりである。演技には、ちょっと自信がある──間違った自信だ──そして、演技を見破るほうもそれなりにだが自信がある──もっと自信を持っていい──。

　最初の『な……』という戸惑いは本物。

　後半の『ふふふ』以降は演技。ただし一部は本当。『久しぶりだ』とか『美味いだろう』のあたり。

　想像の中の恐ろしげな姿が、だんだんと縮小されてくる。

　それはともかく、どうやらこの館の主人は、旅の若者を次々にさそいこんでは、恐怖でもてあそんで餌え食じきにするってことを繰くり返してきた怪物らしい。あの、めそめそ泣いていた女の子は、手先ってことだ。道理で、子供っぽくふるまってるわりに、お肌はだが微び妙みようにくたびれてた。あとでしめあげて、若く見せる化け粧しよう法を聞き出し、どこかに売りつけよう。

　だが、いまはこいつをなんとかしないと。

　それにこの展開だと、ピコはたぶん、もう捕つかまってるんだろうし。

　とか思っていたら、案の定、こういうやりとりがはじまった。

「いまは余よ裕ゆうがあるようだが、さて、この声を聞いても平気でいられるかな。おい、閉じこめておいたあいつを、連れてくるのだ」

「ははっ、ご主人様」

　ん？　もう一人の配下が答えたみたいなやりとりだったが、ウィブは、どこかおかしなものを感じた。どこがってわけではない。暗闇でさえなければ、すぐにわかりそうな、そんな気がする。待てよ、確か演芸団時代の演目で……。

「なんだとぉ！　さては人ひと質じちをとろうって気だな。卑ひ怯きよう者め、許さないぞ！」

　ソアラの怒ど鳴なり声が、ウィブの考えを邪じや魔まする。

「あー、ソアラ、ソアラ。熱血入ってるとこ悪いけど、というかありがたいけど、そのへん、あんまり気にしなくていいと思うよ」

　もうすっかり打ち解けた口調になっているウィブである。

「え？　どうしてだ？　だってウィブの仲間が捕まってるんだろ？　ウィブの仲間といえば、俺の仲間も同然じゃないか」

　まだ出会ってから、百歩も移動してないんだけど、なぜか仲間扱あつかいである。

　正義の少年だから、もしかすると誰だれにでもそうなのかもしれないが、違うかもしれない。

「どうしてかは、すぐにわかると……」

　ウィブの言葉は、能天気な声に邪魔された。

「やあやあ、ちっちゃいおじさん、ようやくおいらと踊る気になってくれたんだね。じゃあ楽器を返しておくれよ」

　間ま違ちがいなく、その軽けい薄はくな声はピコのものだ。

「ふふふふ、おどけたようすで、ちっちゃいだのとでたらめをまくしたて、怯えを隠かくしても無む駄だなことだ。その幼さ、存分に喰らわせてもらおう。そこの二人も、次はおのれらがこうなるのだと怯えて待つがいい」

　若さを喰らう怪物が、芝しば居いがかった口調で言った。

「おのれ！」

　完全にその芝居にあわせた調子でソアラが飛び出そうとするのを、ウィブはそっと手を触れて止めた。

「いいから、大丈夫だって」

「ぬおおおおおおおお？」

　またもやウィブの言葉はさえぎられた。若さを喰らう怪物の悲鳴によって。

「不味まずいっ！　死ぬほど不味いっ！　おまえ、子供ではないのか!?」

「やっぱり勘かん違ちがいしてたかー」

　ウィブはつぶやいた。ピコを指して『幼さ』と言った時点で、こうなる気はしていたのだ。

　昔、演芸団で語り部べのショウじいさまから聞いたことがある。吸血鬼には、清らかな乙女の血しか吸えないのがいて、そうじゃない血を吸うと不味さでダメージを受ける、とか。こいつも、若さとか味にこだわってるので、そのたぐいのことじゃないかと思ったのである。

　万が一、若さを吸われたとしても、ピコならそれでちょうどいいくらいじゃないかと思ったし。わりとひどい話だけど。

「あとねー、ソアラ。この館やかた、暗いわけじゃないと思う。精せい霊れい感覚って目を使って見てるわけじゃないんだよね？」

「え？　そうだなあ。なんていうか匂においとかに近い。ぼやっと感じるんだ」

　じゃあ、服が透すけて体型がわかるとかはないんだなーと変なところで安心しつつ、ウィブは、自分の顔へとその手を持っていった。

「光が入ってこないとか、炎の弾丸の呪文でも火が見えないとか、すごい魔ま法ほうすぎだと思ったんだよね。ソアラ、目のとこに貼はりついてるもの、はがしてみなよ」

　ウィブの目は、あっさりと光を取り戻もどした。

　すぐそばで、少年がおたおたしている。目に黒い布が貼りついているってことが、まだ飲みこめていないらしい。

「ほら、こうするの」

　ぺりぺりと音を立てて、布がはがれた。

　少年が、まっすぐな瞳ひとみで、ウィブの目をのぞきこんでくる。

「ソアラだ」

「ウィブよ」

　拳こぶしと拳をぶつけあわせて、挨あい拶さつをかわした。

「俺たち、冒ぼう険けん者稼か業ぎようで、良い仲間になれると思わないか？」

「うーん、そうね。まずは試ためしてみようか。そこの、若さを吸う怪物を、どうボコボコにできるか、そのへんの連れん携けいでさ」

　ピコとたいして身長の変わらない、緑の皮ひ膚ふにしわしわの小こ鬼おにが起き上がろうとしていた。人を怖こわがらせるには向かない見かけだ。だから、闇やみに隠れていたのだろう。横に竹馬が転がっている。高いところから声がしたのはこれ。竹馬を下りて、自分の命令に自分で返答して、人数がいるように見せかけていたのだ。

　その横で、ピコがきょとんとしている。

「姉ちゃん、おいらの楽器がどこにあるか知らない？」

「後にしようね、それは」

　怖いって感覚を知らない草原妖よう精せいと少年に関かかわったのが、この怪かい物ぶつの運の尽つきだ。

　もちろん、ウィブは怖さを知っている。

　だけど、仲間がいれば大丈夫だ。仲間は、いまできたばかりだが。

　たぶんこれからが長い。


彼らのこれからの冒険に続く　









　あとがき







　うわははははははははははははははははははははははははははははははははは！

　コクーン・ワールド全三冊、新装版も無事に決着までたどりつくことができました。まさかの新装版で、弘こう司じさんに新しいイラストを大量に描かいていただいたばかりでなく、初版の発売から23年を経へてのドラマＣＤ化と、嬉うれしいサプライズの日々でした。これも、読者のみなさまが応おう援えんしてくださったおかげです。本当に、ありがとうございます。そしてもちろんスニーカー文庫編集部のみなさんにもありがとうございます。

　えー、というわけで前の二巻のあとがきを書いた時点では、まだ完成品を聴きいていなかったそのドラマＣＤ（とらのあなさんでの専売になりますので、お求めの際はお気を付けください）ですが、みなさんはどうでしょう、お聴きいただけておりますでしょうか。

　いやもう、六人のメインキャラたちといいリィズといい、そしてドラマＣＤに登場するオリジナルキャラたちといい、実にもうこの、しんぼーたまらんわーという感じで、声優さんたちのお芝居も、音楽や効果音に細かく気を遣つかっていただいた演出も素す晴ばらしい出来になっております。いや、身びいき抜ぬきで。

　このお話はＴＲＰＧのセッションをもとにしているので、基本的に主人公たちは、プレイヤーの声で喋しやべっております（作者の脳内イメージにおいて）。

　あ、ＴＲＰＧっていうのは、自分の分身になるキャラクターを作り上げ、ゲームマスターという進行役とともに、冒ぼう険けん物語を会話によって作り上げていく遊びなんですがね。それを遊ぶことを「セッションする」というのです。つまり、もともとグループＳＮＥの仲間と遊んで、ゲームの中で作られた物語が元になっています。

　なので、小説として書いている最中も、脳内では、もとのゲーム風景のイメージが重なるんですが、ドラマＣＤを聴いてから各キャラの声が上書きされています（一部をのぞく、えーと、主としてスランです。声優が身近すぎるんですよねー）。

　今回、もう未収録ぶん短編が尽つきてますので、短編を書き下ろさせていただきましたが、その短編を書いてる間、ソアラやウィブの声は、ドラマＣＤのものになってました。書き下ろしは、ソアラとウィブの出会いの話です。ピコとウィブの出会いは、シンプルに『いつのまにか付きまとわれていた』ってのしか浮うかびません（笑）。なんか思いつけばいずれ。

　ちなみにですねー、この巻の本文も例によって全面的に手直ししておるのですが。

　あ、この先はちょいとしたネタバレなんですけどね。

　手直しのついでに、本文中で「リィズが前にも地面の下に落ちたことがある」という記述を追加しています。これって、ドラマＣＤ『夜通しで走る冒険者』のエピソードを踏ふまえての記述です。ということで、まだ聴いてないみなさんも、よろしくお願いしますねー。

　さて、旧版から読んでくださっているみなさんはご承知かと思いますが、この結末の後、ファイブリアの世界は大きく傾かたむきまして（言葉通りの意味で）、また新しい冒険が始まります。ただ、その冒険を描えがいたティルト・ワールドについては、復刊などはまだ未定の状態でございますので、ご要望を編集部までお寄せいただけると助かります（笑）。

　ただ、本はともかく新作の予定がないわけではありません。小説の原案者であり、グループＳＮＥのボスである安やす田だ均ひとしが、みずから〈コクーン・ワールド〉のボードゲームをデザインしております。春の終わらないうちにはお手元に届けられるかと思います。そのあたりの情報は、グループＳＮＥの公式サイトか、友とも野ののツイッターなどでチェックしてくださいませ。

　コクーンは三冊なので、ここで区切りですが、同時に新装版の刊行がはじまったルナル・サーガのほうは、まだしばらく刊行が続きます。次は来月に４巻目『緑の迷路』ですね。ここまではコクーンと交こう互ごでしたが、以降は毎月ルナルが出てゆきますので、こちらもよろしくおつきあいをいただければ幸いです。あっちのほうも、書き下ろし短編がつきますので。

　書き下ろしといえば、いとうのいぢさん、素敵なタリアをありがとうございます。

　では、ティルトやルナルや、その他新作で、またお会いできることを祈いのっております。




　二〇一五年一月一九日


友野〝昨日は大おお阪さかでコクーンとルナルのトークライブ。楽しかったです〟詳しよう　



























本書は１９９２年３月に刊行された『コクーン・ワールド３　夜明けに笑う冒険者』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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